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１ 調査の目的 

 

子育て家庭の実態と子育て支援ニーズ等を把握することによって、今後の子ども・子

育て支援施策の充実に活かすとともに、｢第三期山口市子ども・子育て支援事業計画」策

定に係る基礎資料とするため。 

 

２ 調査の対象 

「山口市子ども・子育てに関するアンケート」 

（１）就学前児童の保護者 

   令和５年 11 月 13 日現在、山口市在住の就学前児童がいる世帯の中から無作為抽出

した 2,000 人の保護者。 

（２）小学生の保護者 

   令和５年 11 月 13 日現在、山口市在住の小学生児童がいる世帯の中から無作為抽出

した 2,000 人の保護者。 

（３）小学生（４年生以上）の児童 

   （２）のうち、1,000 人の小学４年生以上の児童 

 

「山口市子どもの貧困対策推進計画に係るアンケート」 

（１） 小学校５年生の第１組（筆頭組）の児童及びその保護者 

令和５年 12 月４日現在、山口市立小学校に通う児童とその保護者。 

（２）中学校２年生の第１組（筆頭組）の生徒及びその保護者 

令和５年 12 月４日現在、山口市立中学校に通う児童とその保護者。 

 

３ 調査の方法 

「山口市子ども・子育てに関するアンケート」 

郵送による配布、郵送による回収またはＷｅｂ上でのインターネット回答。 

 

「山口市子どもの貧困対策推進計画に係るアンケート」 

対象とした小・中学校から対象組の児童生徒へ調査票を配布し、児童生徒、保護者が

回答した調査票を各学校にて回収。 

 

４ 調査の期間 

「山口市子ども・子育てに関するアンケート」 

令和５年 12 月１日（金）から令和５年 12 月 15 日（金）まで。 

ただし、いずれも令和６年 1 月 17 日（水）到着分までを集計に含めている。 

 

「山口市子どもの貧困対策推進計画に係るアンケート」 

令和５年 12 月 4 日（月）から令和５年 12 月 18 日（月）まで。 

 



第１部 調査の概要 

 

- 2 - 

５ 回収結果 

「山口市子ども・子育てに関するアンケート」 

  

配布数 

有効回収数 

有効回収率 

紙 Ｗｅｂ 合計 

就学前児童の保護者 2,000 件 418 件 611 件 1,029 件 51.5％ 

小学生の保護者 2,000 件 419 件 599 件 1,018 件 50.9％ 

小学生(４年生以上)の児童 1,000 件  218 件  271 件  489 件   48.9％ 

  

 

「山口市子どもの貧困対策推進計画に係るアンケート」 

  

配布数 有効回収数 有効回収率 

小学校５年生の第１組（筆頭組） 

の児童及びその保護者 

621 件 587 件 94.5％ 

中学校２年生の第１組（筆頭組） 

の生徒及びその保護者 

453 件 401 件 88.5％ 

 

 

 

６ 報告書の見方 

「山口市子ども・子育てに関するアンケート」 

 （１）回答割合は、各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示している。小数

点以下第２位を四捨五入しているため、比率の合計が 100.0％にならない場合がある。 

 

 （２）複数回答を可とした質問では、回答比率の合計が 100.0％を超える。 

 

（３）回答があっても、小数点第２位を四捨五入して 0.1％に満たない場合は、グラフには

｢0.0」と表記している。 

 

 （４）グラフやコメントにおいて、回答選択肢を簡略化して表記している場合がある。 

 

（５）区域については、次のとおりとする。 

     阿東区域 ：阿東 

     徳地区域 ：徳地 

     北東部区域：仁保、小鯖、大内、宮野 

     中央部区域：大殿、白石、湯田、吉敷、平川、大歳 

     小郡区域 ：小郡 

     川東区域 ：陶、鋳銭司、名田島、秋穂二島、秋穂 

     川西区域 ：嘉川、佐山、阿知須 
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「山口市子どもの貧困対策推進計画に係るアンケート」 

 （１）回答割合は、各質問の回答者数（ｎ）を基数とした百分率（％）で示している。小数

点以下第２位を四捨五入しているため、比率の合計が 100.0％にならない場合がある。 

 

 （２）複数回答を可とした質問では、回答比率の合計が 100.0％を超える。 

 

（３）回答があっても、小数点第２位を四捨五入して 0.1％に満たない場合は、グラフには

｢0.0」と表記している。 

 

 （４）グラフやコメントにおいて、回答選択肢を簡略化して表記している場合がある。 

 

（５）世帯については保護者への質問５「婚姻状況」の回答を元に、 

・ふたり親世帯・・・「結婚している（再婚や事実婚を含む。）」 

・ひとり親世帯・・・「離婚」、「死別」、「未婚」 

・その他・・・「わからない」、「いない」、「不明・無回答」 

と区分している。 

また、その他の回答者数については、グラフの簡略化のため回答者数（ｎ）から除い 

ている。 

 

 

（６）「等価世帯収入」のクロス集計を行う際は、内閣府の「令和３年 子供の生活状況調査

の分析 報告書」の下記の内容に従い、２つに分類している。 

ただし、同居家族の人数、または世帯全体の年間収入の質問が無回答の場合、所得層

の分類ができないため、等価世帯収入別の回答者数（ｎ）から、除いている。 

・年間収入に関する回答の各選択の中央値をその世帯の収入の値とする。 

（例えば、「50万円未満」であれば 25万円、「50～100万円未満」であれば 75万円 

とする。なお、「1000万円以上」は 1050万円とする。） 

   ・上記の値を、保護者票で把握される同居家族の人数の平方根をとったもので除す。 

・上記の方法で算出した値（等価世帯収入）の中央値を求め、さらに、その 2 分の 1 

未満であるか否かで、「中央値の 2 分の 1未満」「中央値の２分の１以上」の２つに 

分類している。 
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第１章 就学前児童の保護者に対する調査  

 

１．家族の状況等について  

 

問 1 あなたのお住まいの地域は次のうちどちらですか。（１つだけ○） 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 居住地域については、「小郡」と回答した人の割合が 15.8％と最も高く、ほぼ子どもの人口分布

を反映した結果となっている。 

0.6 

1.1 

0.8 

1.6 

13.9 

6.3 

3.8 

5.7 

7.1 

10.4 

8.9 

9.2 

0.5 

0.5 

0.2 

0.7 

4.8 

1.2 

15.8 

1.7 

5.1 

0.2 

0 5 10 15 20

阿東

徳地

仁保

小鯖

大内

宮野

大殿

白石

湯田

吉敷

平川

大歳

陶

鋳銭司

名田島

秋穂二島

嘉川

佐山

小郡

秋穂

阿知須

無回答

%

N=1,029
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【教育・保育の提供区域別回答割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 区域別の回答割合については、「中央部」が 45.2％と最も多くなっている。 

 

 

問 2 宛名のお子さんの生年月をご記入ください。 

 

【調査基準日（令和５年11月 13日）現在の年齢】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 子どもの生年月から算出した調査基準日（令和５年 11 月 13 日）現在の年齢の分布は上のとお

りで、全年齢ほぼまんべんなく回答が集まっている。 

0.6 

1.1 

22.5 

45.2 

15.8 

3.6 

11.0 

0.2 

0 10 20 30 40 50

阿東

徳地

北東部

中央部

小郡

川東

川西

無回答

%

N=1,029

13.1 

15.0 

13.6 

15.0 

16.4 

14.8 

11.2 

1.0 

0 5 10 15 20

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

無回答

%

N=1,029
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問 3 宛名のお子さんは何人きょうだいですか。宛名のお子さんを含めた人数を（ ）内に数

字でご記入ください。 

  

                        

● 対象児童を含むきょうだいの人数では、「２人」という回答割合が 48.6％と最も高く、次いで、

「１人」が 29.3％、「３人」が 16.9％となっている。 

 

 

問 4  このアンケートにご回答いただく方はどなたですか。宛名のお子さんから見た関係でお

答えください。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 回答者は「母親」が 89.5％と圧倒的に多く、「父親」は 10.0％となっている。 

 

29.3 

48.6 

16.9 

4.0 

1.1 

0.2 

0 20 40 60

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

%

N=1,029

母親

89.5%

父親

10.0%

その他

0.3%

無回答

0.2%

N＝1,029
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問 5  このアンケートにご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 回答者の配偶関係を見ると、「配偶者はいない」と回答した人は 4.7％となっている。 

 

 

問 6  宛名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。宛名のお

子さんから見た関係でお答えください。（１つだけ○） 

 

 

 

 

● 子どもの子育てについては、「父母ともに」行っていると回答した割合が 59.9％、「主に母親」

が行っていると回答した割合が 39.4％となっている。 

 

配偶者がいる

94.8%

配偶者はいない

4.7%

無回答

0.5%

N=1,029

父母ともに

59.9%

主に母親

39.4%

主に父親

0.0%

主に祖父母

0.2%

その他

0.4%

無回答

0.2%

N＝1,029
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問 7  日頃、宛名のお子さんを見てもらえる親族・知人はいますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

● 緊急時や用事の際にも子どもを預かってもらえる人がいない人の割合は 12.1％となっている。 

25.7 

65.0 

2.2 

7.2 

12.1 

0.2 

0 20 40 60 80

日常的に祖父母などの親族に見てもらえる

緊急時もしくは用事の際には

祖父母などの親族に見てもらえる

日常的に子どもを見てもらえる友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には

子どもを見てもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

無回答

%

N=1,029
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２．保護者の就労状況について  

 

問 8 宛名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。 

母親 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【パート・アルバイトなどの方のフルタイムへの転換希望】 

 

● 母親の就労状況については、フルタイムで就労していると回答した人が、産休・育休・介護休

業中の人も含めて 48.1％、同じくパート・アルバイトなどが 25.1％となっている。 

● パートタイム、アルバイトなどで就労していると回答した人のうち、フルタイムへの転換希望

がある人は 44.4％となっている。 

33.2 

14.9 

23.2 

1.9 

24.8 

1.4 

0.6 

0 10 20 30 40

フルタイムで就労しており、

産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、

産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイトなどで就労しており、

産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイトなどで就労しているが、

産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

%

N=1,029

フルタイムへの

転換希望があ

り、実現できる

見込みがある

12.4%

フルタイムの転換

希望はあるが、

実現できる見込

みはない

32.0%

パート・アルバ

イトなどの就労

を続けることを

希望している

51.4%

パート・アルバイ

トなどをやめて

子育てや家事に

専念したい

2.7%

無回答

1.5%

N=259
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父親 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【パート・アルバイトなどの方のフルタイムへの転換希望】 

 

● 父親の就労状況については、フルタイムで就労していると回答した人が、育休・介護休業中の

人も含めて 94.4％となっており、無回答を除く実際の回答者の大半を占めている。 

● パート・アルバイトなどで就労中の父親５人のうちフルタイムへの転換希望がある人は１人

（20.0％）となっている。 

93.9 

0.5 

0.5 

0.0 

1.0 

1.3 

2.9 

0 20 40 60 80 100

フルタイムで就労しており、

育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、

育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、

育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、

育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまでに就労したことがない

無回答

%

N=1,029

フルタイムへの

転換希望があ

り、実現できる

見込みがある

0.0%

フルタイムへの

転換希望はある

が、実現できる

見込みがない

20.0%

パート・アルバ

イト等の就労を

続けたい

60.0%

無回答

20.0%

N=5
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母親 

  

【非就労者の就労意向】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【希望する就労形態】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 現在就労していない母親の就労希望を尋ねたところ、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労し

たい」と回答した人が 38.3％、一番下の子どもがある程度大きくなったら就労したいと回答し

た人は 52.8％となっており、就労していない母親の 91.1％に就労希望があることがわかる。 

● 「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」と回答した人に、希望の就労形態を尋ねたと

ころ、「パートタイム、アルバイトなど」が 57.3％と高い割合を占めており、「フルタイム」を

希望する人の割合は 13.6％となっている。 

 

子育てや家事

などに専念した

い（就労の予定

はない）

8.6%

１年より先、一番下の

子どもが（ ）歳になっ

たころに就労したい

52.8%

すぐにでも、も

しくは１年以内

に就労したい

38.3%

無回答

0.4%

N=269

※（ ）内は任意の数字

フルタイム

13.6%

パートタイム、

アルバイトなど

57.3%

無回答

29.1%

N=103
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父親 

  

【非就労者の就労意向】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【希望する就労形態】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 現在就労していない父親の就労希望を尋ねたところ、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労し

たい」と回答した人が 82.6％、一番下の子どもがある程度大きくなったら就労したいと回答し

た人は 4.3％となっており、就労していない父親の 86.9％に就労希望があることがわかる。 

● 「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」と回答した 19 人に、希望の就労形態を尋ねた

ところ、「フルタイム」が３人、「パートタイム、アルバイトなど」が６人となっている。 

子育てや家事など

に専念したい（就

労の予定はない）

8.7%

１年より先、一番下の

子どもが（ ）歳になっ

たころに就労したい

4.3%

すぐにでも、も

しくは１年以内

に就労したい

82.6%

無回答

4.3%

N=23

※（ ）内は任意の数字

フルタイム

15.8%

パートタイム、

アルバイトなど

31.6%

無回答

52.6%

N=19
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（３）現在の家庭類型 

 

● 両親の就労状況から、調査対象者の家庭類型（現状）を分類すると、「フルタイム×フルタイム」

が 44.2％と最も多く、以下、「フルタイム×専業主婦（夫）」が 25.7％、「フルタイム×パートタ

イム」が 23.2％と続いている。 

● 区域別に現在の家庭類型を見ると、「北東部」と「中央部」は他の区域に比べ「フルタイム×専

業主婦（夫）」の割合がやや高くなっている。 

4.9 

16.7 

7.3 

3.4 

3.7 

13.5 

4.4 

44.2 

16.7 

54.5 

34.1 

47.1 

49.7 

40.5 

47.8 

23.2 

33.3 

36.4 

28.4 

18.9 

22.1 

32.4 

27.4 

25.7 

16.7 

9.1 

28.0 

28.2 

23.3 

13.5 

20.4 

0.9 

0.9 

1.5 

1.2 

16.7 

1.3 

0.9 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=1,029

阿東

N=6

徳地

N=11

北東部

N=232

中央部

N=465

小郡

N=163

川東

N=37

川西

N=113

ひとり親家庭 フルタイム×フルタイム
フルタイム×パートタイム フルタイム×専業主婦（夫）
その他 無回答
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３．平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について  

 

問 9 宛名のお子さんは現在、幼稚園や保育園などを定期的に利用されていますか。 

 

● 現在、幼稚園や保育園などを定期的に「利用している」と回答した人の割合は 74.7％で、子ど

もの年齢が高くなるにつれて、「利用している」という回答割合も高くなっている。 

74.7 

19.3 

54.5 

67.1 

83.8 

97.6 

98.7 

99.1

25.0 

80.7 

44.2 

32.9 

15.6 

2.4 

1.3 

0.9

0.3 

1.3 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=1,029

０歳

N=135

１歳

N=154

２歳

N=140

３歳

N=154

４歳

N=169

５歳

N=152

６歳

N=115

利用している 利用していない 無回答
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問 9-1～問 9-3 は、問 9 で「1.利用している」に○をつけた方にうかがいます。 

 

問 9-1  宛名のお子さんは、平日どのような施設等を利用していますか。年間を通じて「定期

的に」利用している施設等をお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「定期的な教育・保育事業」利用者のうち 51.2％は「認可保育園」、20.4％は「認定こども園」、

19.8％は「幼稚園」を利用していると回答している。 

19.8 

4.9 

51.2 

0.5 

20.4 

2.3 

0.0 

2.7 

2.1 

0.8 

0.0 

0.4 

1.8 

0.1 

0 20 40 60

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育園

へき地保育園

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

企業主導型保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

%

N=769
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問 9-2  平日に定期的に利用している施設等について、どのくらい利用していますか。 

また、希望としてはどのくらい利用したいですか。 

 

（１）現在 

  

【１週当たりの日数】 

0.8 

0.8 

1.4 

2.9 

88.6 

5.1 

0.5 

0 20 40 60 80 100

１日

２日

３日

４日

５日

６日

無回答

%

N=769

 

 

【１日当たりの時間数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 教育・保育事業の利用状況については、１週当たり５日、１日当たり９時間程度の利用が多く

なっている。 

 

1.4 

0.9 

16.4 

8.1 

11.6 

20.5 

19.9 

16.0 

4.2 

1.0 

0 5 10 15 20 25

４時間未満

４～５時間未満

５～６時間未満

６～７時間未満

７～８時間未満

８～９時間未満

９～１０時間未満

１０～１１時間未満

１１時間以上

無回答

%

N=769
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（２）希望    

    

    

【１週当たりの日数】【１週当たりの日数】【１週当たりの日数】【１週当たりの日数】    

0.4 

1.2 

2.3 

72.7 

7.8 

0.1 

15.5 

0 20 40 60 80

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

%

N=769

    

【１日当たりの時間数】【１日当たりの時間数】【１日当たりの時間数】【１日当たりの時間数】    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

● 教育･保育事業の利用希望については無回答が多くなっているが、やはり現状と同様、１週当た

り５日、１日当たり９時間程度が最も多くなっている。 

 

0.4 

0.4 

4.0 

9.2 

10.9 

22.9 

15.6 

15.7 

4.7 

16.1 

0 10 20 30

４時間未満

４～５時間未満

５～６時間未満

６～７時間未満

７～８時間未満

８～９時間未満

９～１０時間未満

１０～１１時間未満

１１時間以上

無回答

%

N=769
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問 9-3  現在、利用している施設等の地域はどちらですか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 現在、利用している施設等の地域については上のとおりで、「市外」と回答した人の割合は 2.9％

となっている。 

0.5 

1.2 

0.4 

0.8 

12.9 

3.5 

9.0 

12.4 

6.8 

4.2 

5.5 

9.2 

0.8 

0.9 

0.0 

0.0 

2.6 

1.8 

16.5 

2.0 

5.5 

2.9 

1.3 

0 5 10 15 20

阿東

徳地

仁保

小鯖

大内

宮野

大殿

白石

湯田

吉敷

平川

大歳

陶

鋳銭司

名田島

秋穂二島

嘉川

佐山

小郡

秋穂

阿知須

市外

無回答

%

N=769
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問 9-4  問 9 で「2.利用していない」に○をつけた方にうかがいます。 

利用していない理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

  

● 「定期的な教育・保育事業」を利用していない方に、その理由を尋ねたところ、「利用する必要

がない」（54.5％）や「子どもがまだ小さいため」（42.4％）が上位を占めているが、「利用した

いが、空きがない」という回答も 14.4％あり、潜在的な待機児童の存在を裏付ける結果となっ

ている。 

● 「その他」の内容については、「育休中だから」という回答が多くなっている。 

54.5 

42.4 

14.4 

8.2 

2.7 

2.3 

1.6 

0.0 

6.6 

0.4 

0 20 40 60

利用する必要がない

（子どもの母親か父親が就労していないなどの理由で）

子どもがまだ小さいため

利用したいが、空きがない

利用したいが、経済的な理由で利用できない

子どもの祖父母や親戚の人が見ている

利用したいが、延長・夜間などの

時間帯の条件が合わない

利用したいが、事業の質や場所など、

納得できる事業がない

近所の人や父母の友人・知人が見ている

その他

無回答

%

N=257
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問 10 すべての方にうかがいます。現在、利用している、利用していないにかかわらず、宛名

のお子さんの平日の日中に「定期的に」利用したいと考える施設等をお答えください。

（あてはまるものすべてに○） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 現在の利用状況に関わらず、平日の日中の教育・保育事業として「定期的に」利用したいと考

える事業を尋ねたところ、「認可保育園」が 51.4％と最も多くなっており、「認定こども園」が

30.4％、「幼稚園」が 28.2％、「幼稚園の預かり保育」が 19.3％と続いている。 

● ｢幼稚園」、「幼稚園の預かり保育」、「認定こども園」の利用意向は、現在の利用状況（問 9-1）

に比べかなり高くなっているが、これには０～２歳児の将来の利用意向が含まれていることも

影響していると思われる。 

 

28.2 

19.3 

51.4 

0.5 

30.4 

8.1 

2.6 

5.5 

3.3 

1.7 

3.4 

7.7 

1.6 

5.5 

5.3 

0 20 40 60

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育園

へき地保育園

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

企業主導型保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

利用する必要はない

無回答

%

N=1,029
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問 10-1  施設等を利用したい地域はどちらですか。（１つだけ○） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 施設等を利用したい場所については上のとおりで、「市外」と回答した人の割合は 0.9％となっ

ている。 

  

0.4 

0.9 

0.4 

0.3 

10.6 

3.9 

4.9 

8.2 

5.5 

6.9 

6.5 

7.1 

0.3 

0.8 

0.1 

0.0 

2.7 

1.0 

14.6 

1.4 

3.5 

0.9 

19.1 

0 5 10 15 20

阿東

徳地

仁保

小鯖

大内

宮野

大殿

白石

湯田

吉敷

平川

大歳

陶

鋳銭司

名田島

秋穂二島

嘉川

佐山

小郡

秋穂

阿知須

市外

無回答

%

N=917
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問 10-2  問 10 で「1. 幼稚園」または「2. 幼稚園の預かり保育」に○をつけ、かつ 3～

12 にも○をつけた方にうかがいます。 

特に幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含む）の利用を強く希

望しますか。いずれか１つの番号に○をつけ、「１. はい」の場合、（ ）内の記号に

も○をつけてください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【入園希望年齢】 

 

 

 

 

● 「幼稚園」または「幼稚園の預かり保育」と他の施設等を同時に選択した人のうち、特に幼稚

園の利用を強く希望する人の割合は 63.4％となっており、入園希望年齢は「３歳」が 50.4％と

最も多くなっている。 

はい

63.4%

いいえ

29.8%

無回答

6.8%

N=191

２歳

36.4%

３歳

50.4%

４歳

10.7%

無回答

2.5%

N=121
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問 11 すべての方にうかがいます。近隣の幼稚園や保育園が認定こども園になった場合、そ

の施設を利用したいですか。（１つだけ○） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 近隣の幼稚園や保育園が認定こども園になった場合、その施設を「利用したい」と回答した人

の割合は 65.0％となっている。 

 

 

 

利用したい

65.0%

単独の幼稚園

や保育園を利

用したい

13.5%

利用する必要

はない

20.5%

無回答

1.0%

N=1,029
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４．土曜・休日や長期休暇中の「定期的な」教育・保育事業の利用希望につ

いて  

 

問 12  宛名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育事業の利用

希望はありますか（一時的な利用は除きます）。 

   

【土曜日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日曜日・祝日】 

 

 

 

 

● 土曜日の定期的な教育・保育事業については、10.4％の人が「ほぼ毎週利用したい」と回答して

おり、「月に１～２回は利用したい」（27.7％）と回答した人を合わせると、38.1％の人が利用し

たいと考えていることがわかる。 

● 日曜日・祝日については、「ほぼ毎週利用したい」と回答した人は 1.9％で、「月に１～２回は利

用したい」と回答した人も 13.4％となっており、土曜日に比べ利用希望は少なくなっている。 

利用する必要

はない

61.6%
ほぼ毎週利用

したい

10.4%

月に１～２回は

利用したい

27.7%

無回答

0.3%

N=1,029

利用する必要

はない

84.0%

ほぼ毎週利用

したい

1.9%

月に１～２回は

利用したい

13.4%
無回答

0.7%

N=1,029
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問 13  「幼稚園」を利用されている方にうかがいます。宛名のお子さんについて、夏休み・

冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育事業の利用を希望しますか。 

   

● 幼稚園利用者に長期休暇期間中の教育・保育事業の利用希望を尋ねたところ、15.8％の人が「ほ

ぼ毎日利用したい」と回答しており、「週に数日利用したい」（38.8％）と回答した人を合わせる

と、54.6％の人が利用したいと考えていることがわかる。 

利用する必要

はない

31.6%

休みの期間

中、ほぼ毎日

利用したい

15.8%

休みの期間

中、週に数日

利用したい

38.8%

無回答

13.8%

N=152
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５．子育て支援事業の利用状況について  

 

問 14 宛名のお子さんは、現在、地域子育て支援拠点事業などを利用していますか。あては

まる番号に○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 現在、地域子育て支援拠点事業を利用していると回答した人の割合は 15.0％となっている。 

 

問 15 問 14 のような施設について、今は利用していないが、できれば今後利用したい、あ

るいは、利用日数を増やしたいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 現在、地域子育て支援拠点事業を「利用していないが、今後利用したい」と回答した人の割合

は 8.3％、「すでに利用しているが、今後利用回数を増やしたい」と回答した人の割合は 7.4％と

なっている。 

利用している

15.0%

その他、山口市内

で類似の事業を

利用している

1.7%

利用していない

81.3%

無回答

2.4%

N=1,029

利用していないが、

今後利用したい

8.3%

すでに利用している

が、今後利用回数

を増やしたい

7.4%

新たに利用し

たり、利用回数

を増やしたいと

は思わない

32.1%

無回答

52.3%

N=1,029
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問 16 下記の事業をこれまでに利用したことはありますか。また、今後利用したいと思いま

すか。①～⑯の事業について、「認知度・利用状況」、「今後の利用意向」ごとにあては

まる番号に○をつけてください。 

【認知度・利用状況】 

 

● 16 の事業のうち、「利用したことがある」と回答した人の割合が最も高かったのは、「健康診査」

（97.0％）で、「こんにちは赤ちゃん事業」（77.1％）がそれに続いている。 

● 認知度が最も低かったのは「家庭教育訪問支援受付ダイヤル」で、61.8％の人が「知らない」と

回答している。 

29.8 

18.7 

77.1 

97.0 

32.8 

2.7 

5.0 

49.2 

9.9 

3.6 

35.4 

4.9 

37.0 

31.1 

30.5 

52.1 

53.3 

57.3 

13.8 

1.8 

46.6 

34.4 

41.5 

37.9 

45.2 

53.5 

42.5 

68.7 

37.9 

32.4 

29.8 

36.7 

15.9 

22.9 

8.0 

0.7 

19.5 

61.8 

52.5 

12.0 

43.8 

41.6 

21.1 

25.4 

24.1 

35.6 

38.7

10.4

1.0 

1.1 

1.2 

0.5 

1.1 

1.1 

1.1 

1.0 

1.1 

1.3 

1.1 

1.1 

1.0 

1.0 

1.0 

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①パパママ学級・マタニティ講座

②産後ケア事業

③こんにちは赤ちゃん事業

④健康診査

⑤育児講座

⑥家庭教育訪問支援受付ダイヤル

⑦家庭教育講座「子育てマナビィ」

⑧育児相談

⑨５歳児発達相談会

⑩家庭児童相談室

⑪幼稚園や保育園の園庭開放

⑫ファミリー・サポート・センター

⑬山口市子育て応援サイト

⑭山口市子育て支援情報ハンドブック

⑮子育て支援アプリ やまここｂｙ母子モ

⑯児童館

利用したことがある 知っているが、利用したことがない 知らない 無回答
N=1,029
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【今後の利用意向】 

● 今後の利用意向が最も高かったのは「健康診査」（83.4％）で、以下、「児童館」（80.1％）、「山

口市子育て応援サイト」（72.6％）、「育児相談」（67.5％）、「５歳児発達相談会」（64.8％）と続い

ている。 

33.0 

50.1 

57.0 

83.4 

59.1 

35.5 

42.3 

67.5 

64.8 

56.5 

60.1 

42.7 

72.6 

58.7 

55.0 

80.1 

62.8 

45.7 

38.5 

12.2 

36.5 

60.4 

53.7 

28.2 

31.2 

39.2 

35.9 

53.7 

23.4 

37.0 

40.9 

15.9 

4.2 

4.2 

4.5 

4.4 

4.4 

4.1 

4.0 

4.3 

4.0 

4.4 

4.1 

3.6 

4.0 

4.3 

4.1 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①パパママ学級・マタニティ講座

②産後ケア事業

③こんにちは赤ちゃん事業

④健康診査

⑤育児講座

⑥家庭教育訪問支援受付ダイヤル

⑦家庭教育講座「子育てマナビィ」

⑧育児相談

⑨５歳児発達相談会

⑩家庭児童相談室

⑪幼稚園や保育園の園庭開放

⑫ファミリー・サポート・センター

⑬山口市子育て応援サイト

⑭山口市子育て支援情報ハンドブック

⑮子育て支援アプリ やまここｂｙ母子モ

⑯児童館

利用したい 利用しない 無回答
N=1,029
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６．子どもの病気等の際の対応について  

 

問 17 問 9 で幼稚園や保育園などを定期的に利用している「１」に○をつけた方にうかが

います。 

    この１年間に、宛名のお子さんが病気やケガで幼稚園・保育園などを利用できなかっ

たことはありますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 平日の定期的な教育・保育事業を利用している保護者のうち、この１年間に、対象の子どもが

病気やケガで幼稚園・保育所などを利用できなかったことが「あった」と回答した人は 89.3％

となっている。 

あった

89.3%

なかった

10.3%

無回答

0.4%

N=769



        第２部 山口市子ども・子育てに関するアンケート調査の結果（第１章 就学前児童の保護者に対する調査） 

- 31 - 

 

問 17-1  宛名のお子さんが病気やケガで幼稚園・保育園などを利用できなかった場合に、こ

の１年間に行った対処方法としてあてはまる番号すべてに○をつけてください。     

75.1 

35.4 

28.7 

20.4 

17.0 

0.4 

0.4 

0.1 

1.9 

0.9 

0 20 40 60 80 100

母親が仕事を休んだ

父親が仕事を休んだ

親族・知人に看てもらった

就労していない保護者が看た

病児・病後児の保育施設を利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

ベビーシッターを利用した

その他

無回答

%

N=687

 

● 子どもが病気やケガで幼稚園・保育所を利用できなかった場合の対処方法をたずねたところ、

「母親が仕事を休んだ」という回答が 75.1％と最も多く、「父親が仕事を休んだ」が 35.4％で、

それに続いている。 

 

問 17-2  問 17-1 で「１．父親が休んだ」「２．母親が休んだ」のいずれかに回答した方に

うかがいます。 

その際、「できれば病児・病後児のための保育施設などを利用したい」と思われまし

たか。あてはまる番号・記号それぞれ１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 両親のいずれかが仕事を休んだと回答した人のうち、「できれば病児・病後児保育施設などを利

用したい」と思った人の割合は 45.9％となっている。 

できれば病児・病

後児保育施設等

を利用したい

45.9%

利用したいとは

思わない

53.2%

無回答

0.9%

N=534
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問 17-3  問 17-2 で「利用したいとは思わない」に回答した方にうかがいます。「利用した

いとは思わない」理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

● 病児・病後児のための保育施設などを「利用したいとは思わない」と回答した人にその理由を

尋ねたところ、「保護者が仕事を休んで対応する」という回答が 52.8％と最も多く、以下、「病

児・病後児を他人に看てもらうのは不安」が 46.1％、「利用料がかかる・高い」が 40.5％と続い

ている。 

● 「その他」の内容としては、「子どもがかわいそうだから」「そばにいてあげたいから」「他の病

気の感染が心配だから」が多くあがっている。 

52.8 

46.1 

40.5 

16.5 

14.1 

7.4 

19.7 

0.0 

0 20 40 60 80

保護者が仕事を休んで対応する

病児・病後児を他人に看てもらうのは不安

利用料がかかる・高い

事業の利便性（立地や利用可能時間など）がよくない

利用料がわからない

事業の内容に不安がある

その他

無回答

%

N=284
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７．不定期の教育・保育事業や一時預かりなどの利用について  

 

問 18 宛名のお子さんについて、現在、私用（冠婚葬祭、リフレッシュなど）、保護者の通院、

不定期の就労などの目的で不定期に利用している事業はありますか。あてはまる番号すべ

てに○をつけてください。 

  

● 私用や保護者の通院、不定期の就労などのため、不定期に利用している事業があるか尋ねたと

ころ、｢利用していない」と回答した人は 85.7％で、何らかの事業を利用している人は 13.6％と

なっている。 

4.8 

8.0 

1.2 

0.1 

0.2 

0.5 

85.7 

0.7 

0 20 40 60 80 100

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

夜間養護等事業：トワイライトステイ

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

%

N=1,029
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問 18-1 問 18 で「7．利用していない」と回答した方にうかがいます。 

現在利用していない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

  

● 「利用していない」と回答した人にその理由を尋ねたところ、「特に利用する必要がない」と回

答した人が 67.8％と大半を占めているが、それ以外の理由としては「利用方法（手続きなど）

がわからない」（20.5％）や「利用料がかかる・高い」（17.9％）が上位にあがっている。 

67.8 

20.5 

17.9 

15.2 

11.3 

7.1 

6.9 

5.8 

6.1 

0.6 

0 20 40 60 80

特に利用する必要がない

利用方法（手続きなど）がわからない

利用料がかかる・高い

自分が事業の対象者になるのかどうかわからない

利用料がわからない

事業の質に不安がある

利用したい事業が地域にない

事業の利便性（立地や利用可能時間など）がよくない

その他

無回答

%

N=882
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問 19 すべての方にうかがいます。今後、宛名のお子さんについて、私用（冠婚葬祭、リフ

レッシュなど）、保護者の通院、不定期の就労などの目的で、年間何日くらい事業を利用

する必要があると思いますか。あてはまる番号・記号すべてに○をつけてください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目的の内訳】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年間必要日数】 

 

● 私用や保護者の通院、不定期の就労などのため、一時預かりなどの事業を「利用したい」と回

答した人の割合は 47.5％となっている。 

● 目的としては、「冠婚葬祭、学校行事、子どもや保護者の通院など」（72.8％）や「私用、リフレ

ッシュ目的」（63.0％）が多く、年間必要日数は「21 日以上」（20.0％）が多くなっている。 

利用したい

47.5%

利用する必要

はない

51.4%

無回答

1.1%

N=1,029

10.0 

10.2 

14.3 

4.7 

13.3 

11.0 

5.7 

20.0 

10.6 

0 10 20 30

１～２日

３～４日

５～６日

７～８日

９～１０日

１１～１５日

１６～２０日

２１日以上

無回答

%

N=489

72.8 

63.0 

21.5 

2.5 

2.2 

0 20 40 60 80 100

冠婚葬祭、学校行事、子どもや保護者の通院など

私用（買物、子どもや保護者の習い事など）、

リフレッシュ目的

不定期の就労

その他

無回答

%

N=489
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問 20 すべての方にうかがいます。この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族

の病気など）により、宛名のお子さんを泊りがけで家族以外に見てもらわなければなら

ないことはありましたか（預け先が見つからなかった場合も含みます）。あった場合は、

この１年間の対処方法としてあてはまる番号・記号すべてに○をつけてください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対処方法の内訳】 

 

● この１年間に、保護者の用事などにより、就学前の子どもを泊まりがけで家族以外に見てもら

わなければならないことが「あった」と回答した人の割合は 15.5％となっている。 

● 対処方法の内訳としては、「親族・知人に見てもらった」が 84.9％と大半を占めており、「仕方

なく子どもを同行させた」が 19.5％でそれに続いている。 

あった

15.5%

なかった

84.2%

無回答

0.4%

N=1,029

84.9 

19.5 

0.6 

0.0 

0.0 

2.5 

0.0 

0 20 40 60 80 100

親族・知人に見てもらった

仕方なく子どもを同行させた

短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した

短期入所生活援助事業以外の保育事業

（認可外保育施設、ベビーシッターなど）を利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

%

N=346
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８．育児休業制度など職場の両立支援制度について  

  

問 21 宛名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。  

母親、父親それぞれについて、お答えください。（１つだけ○） 

  

【母親】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【父親】 

 

 

 

● 育児休業を「取得した（取得中である）」割合は、母親で 54.6％、父親で 15.5％となっているが、

無回答と働いていなかった人を除くと、母親で 87.5％、父親で 16.4％となる。 

働いていなかった

37.1%

取得した（取得

中である）

54.6%

取得していない

7.8%

無回答

0.5%

N=1,029

働いていなかった

1.7%

取得した（取得

中である）

15.5%

取得していない

78.7%

無回答

4.2%

N=1,029
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 問 21-1 問 21 で「2.取得した（取得中である）」と回答した方にうかがいます。 

 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。（１つだけ○） 

  

【母親】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【父親】 

  

● ｢育児休業取得後、職場に復帰した｣と回答した人の割合は、母親で 75.3％、父親で 95.6％とな

っている。 

育児休業取得後、

職場に復帰した

75.3%

現在も育児休

業中である

22.1%

育児休業中に

退職した

4.1%

無回答

0.5%

N=562

育児休業取得後、

職場に復帰した

95.6%

現在も育児休

業中である

3.1%

育児休業中に

退職した

0.0%

無回答

1.3%

N=159
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 問 21-2 問 21-1 で「2．現在も育児休業中である」と回答した方にうかがいます。 

宛名のお子さんが１歳になったときに必ず預けられる事業があれば、1 歳になるま

で育児休業を取得しますか。または、預けられる事業があっても１歳になる前に復帰

しますか。 

  

【母親】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【父親】 

 

 

● 子どもが１歳になったときに必ず預けられる事業があれば、「１歳になるまで育児休業を取得し

たい」と回答した人の割合は、母親で 87.1％、父親で 40.0％となっている。 

１歳になるまで育児

休業を取得したい

87.1%

１歳になる前に

復帰したい

11.3%

無回答

1.6%

N=124

１歳になるまで育児

休業を取得したい

40.0%

１歳になる前に

復帰したい

60.0%

無回答

0.0%

N=5
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 問 21-3 問 21 で「３．取得していない」と回答した方にうかがいます。 

 取得していない理由は何ですか。母親、父親それぞれについて、あてはまるすべて

の番号を(    )内に数字でご記入ください。 

  

【母親】 

 

● 母親が育児休業を取得しなかった理由については、「子育てや家事に専念するため退職した」

（30.0％）、「職場に育児休業の制度がなかった」（17.5％）、「職場に育児休業を取りにくい雰囲

気があった」（12.5％）が上位にあがっている。 

30.0 

17.5 

12.5 

10.0 

8.8 

7.5 

6.3 

6.3 

5.0 

2.5 

1.3 

1.3 

0.0 

0.0 

23.8 

6.3 

0 10 20 30 40

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

仕事が忙しかった

収入減となり、経済的に苦しくなる

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

保育園などに預けることができた

配偶者が無職、祖父母などの親族に見てもらえるなど、

制度を利用する必要がなかった

昇給・昇格などが遅れそうだった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を

取得できることを知らず、退職した

配偶者が育児休業制度を利用した

育児休業を取得できることを知らなかった

その他

無回答

%

N=80
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【父親】 

 

● 父親が育児休業を取得しなかった理由については、「仕事が忙しかった」（53.2％）、「職場に育児

休業を取りにくい雰囲気があった」（40.2％）、「収入減となり、経済的に苦しくなる」（32.7％）、

「配偶者が育児休業制度を利用した」（21.7％）が上位にあがっている。 

53.2 

40.2 

32.7 

21.7 

15.9 

9.5 

7.3 

4.8 

3.3 

2.3 

0.5 

0.2 

0.1 

0.0 

7.0 

6.5 

0 10 20 30 40 50 60

仕事が忙しかった

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

収入減となり、経済的に苦しくなる

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、祖父母などの親族に見てもらえるなど、

制度を利用する必要がなかった

職場に育児休業の制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

昇給・昇格などが遅れそうだった

仕事に戻るのが難しそうだった

保育園などに預けることができた

育児休業を取得できることを知らなかった

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

子育てや家事に専念するため退職した

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を

取得できることを知らず、退職した

その他

無回答

%

N=810
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９．小学校就学後の放課後の過ごし方について  

  

問 22 宛名のお子さんが５歳以上である方にうかがいます。 

お子さんが小学生になられた時、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような

場所で過ごさせたいと思いますか。小学校低学年（１～３年生）、高学年（４～６年生）

それぞれの欄であてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１ 【低学年（１～３年生）】 

39.3 

10.9 

27.0 

7.9 

56.2 

11.6 

4.9 

0.7 

3.7 

9.0 

0 20 40 60 80

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、

学習塾、スポーツ少年団など）

児童館

放課後児童クラブ

放課後子ども教室

放課後等デイサービス

ファミリー・サポート・センター

その他（地域交流センター、公園、図書館など）

無回答

%

N=267

 

【高学年（４～６年生）】 

 

54.3 

12.7 

36.3 

9.7 

32.6 

10.5 

4.1 

0.7 

4.1 

13.1 

0 20 40 60 80

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、

学習塾、スポーツ少年団など）

児童館

放課後児童クラブ

放課後子ども教室

放課後等デイサービス

ファミリー・サポート・センター

その他（地域交流センター、公園、図書館など）

無回答

%

N=267
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● 放課後の過ごし方について、「放課後児童クラブ」を希望する人の割合は、小学校低学年で 56.2％、

高学年で 32.6％となっている。 
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問 23 問 22 で「５．放課後児童クラブ」に○をつけた方にうかがいます。 

宛名のお子さんについて、今後、放課後児童クラブを利用したいですか。平日、土曜日、

日曜日・祝日及び夏休み･冬休みなどの長期休暇中のそれぞれについて回答してください。 

【平日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【土曜日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「放課後児童クラブ」と回答した人に、改めて平日の利用意向を尋ねたところ、「低学年の間は

利用したい」は 60.9％、「高学年になっても利用したい」は 34.3％となっている。 

● 土曜日については、「低学年の間は利用したい」は 29.6％、「高学年になっても利用したい」は

11.2％となっている。 

低学年の間は

利用したい

60.9%

高学年になっ

ても利用した

い

34.3%

利用する必要

はない

3.0%

無回答

1.8%

N=169

低学年の間は

利用したい

29.6%

高学年になっ

ても利用したい

11.2%

利用する必要

はない

59.2%

無回答

0.0%

N=169
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【日曜日・祝日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【長期休暇中】 

 

● 日曜日・祝日については、「低学年の間は利用したい」は 9.5％、「高学年になっても利用したい」

は 6.5％となっている。 

● 夏休み･冬休みなどの長期休暇中については、「低学年の間は利用したい」は 49.1％、「高学年に

なっても利用したい」は 43.8％となっている。 

低学年の間は

利用したい

9.5%

高学年になっ

ても利用したい

6.5%

利用する必要

はない

84.0%

無回答

0.0%

N=169

低学年の間は

利用したい

49.1%

高学年になっ

ても利用したい

43.8%

利用する必要

はない

7.1%

無回答

0.0%

N=169
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10．子育て全般について  

 

問 24  あなたのお住まいの近く（おおむね 30分以内）に、①～④に該当する人（親族、友

人、同僚など）がいますか。（①～④のそれぞれについて１つだけ○） 

 

● 「あなたが病気で寝込んだときに、身の回りの世話をしてくれる人」が「いる」と回答した人

は 67.2％、「わからないことがあると、よく教えてくれる人」が「いる」と回答した人は 79.5％、

「家事をやってくれたり、手伝ってくれる人」が「いる」と回答した人は 63.5％、「会うと心が

落ち着き、安心できる人」が「いる」と回答した人は 76.7％となっている。 

 

 

問 25  あなたは子どもを一緒に遊ばせたり、助け合ったりする子育て仲間がいますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 子どもを一緒に遊ばせたり、助け合ったりする子育て仲間が「いる」と回答した人の割合は

72.5％、「いない」と回答した人の割合は 26.3％となっている。 

いる

72.5%

いない

26.3%

無回答

1.2%

N=1,029

67.2 

79.5 

63.5 

76.7 

32.7 

20.0 

36.0 

22.8 

0.2 

0.5

0.6

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①あなたが病気で寝込んだときに、

身の回りの世話をしてくれる人

②わからないことがあると、よく教えてくれる人

③家事をやってくれたり、手伝ってくれる人

④会うと心が落ち着き、安心できる人

いる いない 無回答
N=1,029
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問 26  子育てに関する情報をどのように入手されていますか。（あてはまるものすべてに○） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 子育てに関する情報の入手先については、回答割合が高い順に「友人・知人」（71.1％）、「親族

（親、きょうだいなど）」（66.9％）、｢保育園・幼稚園・児童館・学校の先生」（57.0％）、「イン

ターネット（掲示板・専用サイト等）」（56.2％）と続いている。 

71.1 

66.9 

57.0 

56.2 

36.6 

24.8 

16.0 

15.9 

13.7 

9.1 

8.5 

8.2 

2.3 

1.4 

0 20 40 60 80

友人、知人

親族（親、きょうだいなど）

保育園・幼稚園・児童館・学校の先生

インターネット(掲示板･専用サイト等)

職場の人

市の窓口や広報、パンフレット、ホームページ

テレビ、ラジオ、新聞

近所の人

子育て雑誌・育児書

子育て支援アプリ やまここｂｙ母子モ

子育てサークルの仲間

保健師

その他

情報の入手手段が分からない

%

N=1,029
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問 27  子育てに関して不安や負担を感じますか。（１つだけ○） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 子育てに「非常に不安や負担を感じる」と回答した人の割合は 6.5％で、「なんとなく不安や負

担を感じる」（39.3％）と回答した人を合わせると 45.8％となっている。 

 

 

問 27-1  問 27 で「１．非常に不安や負担を感じる」「２．なんとなく不安や負担を感じる」

に○をつけた方にうかがいます。 

その不安や負担は解消できていますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「不安や負担を感じる」と回答した人のうち、その不安や負担が「解消できている」と回答し

た人の割合は 41.8％で、「解消できていない」と回答した人の割合（56.5％）を 14.7ポイント下

回っている。 

非常に不安や

負担を感じる

6.5%

なんとなく不安

や負担を感じる

39.3%

あまり不安や

負担は感じな

い

40.3%

不安や負担は

まったく感じない

5.2%

なんとも言えない

8.2%

無回答

0.6%

N=1,029

解消できている

41.8%

解消できていない

56.5%

無回答

1.7%

N=471
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問 28  宛名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人や相談でき

る場所はありますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

● 子育てについて気軽に相談できる人や場所が「いない・ない」と回答した人の割合は 7.5％とな

っている。 

いる・ある

92.1%

いない・ない

7.5%

無回答

0.4%

N=1,029
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問 28-1  問 28 で「１.いる・ある」に○をつけた方にうかがいます。 

お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）で

すか。（あてはまるものすべてに○） 

   

● 子育てに関する相談先については、「配偶者・パートナー」（83.0％）、「親や兄弟姉妹などの親族」

（77.3％）が上位を占めている。 

83.0 

77.3 

36.0 

35.2 

33.8 

33.1 

9.0 

7.2 

3.9 

3.1 

1.5 

1.2 

0.9 

0.7 

0.6 

0.4 

0.3 

0.2 

0.1 

0.0 

0.0 

0.0 

2.0 

0.1 

0.2 

0 20 40 60 80 100

配偶者・パートナー

親や兄弟姉妹などの親族

隣近所の人、地域の友人・知人

保育園・幼稚園・児童館・学校の先生

職場の人

保育園・幼稚園・学校の保護者の仲間

医師・看護師

市保健センター

子育てサークルの仲間

地域子育て支援拠点施設

母子保健推進員

やまぐち母子健康サポートセンター

家庭児童相談室（市子育て保健課）

やまぐち子育て福祉総合センター

子育てサポーター

放課後児童クラブ

教育相談室（市教育委員会）

県児童相談所

民生委員・児童委員・主任児童委員

母子・父子自立支援員

県健康福祉センター

家庭教育訪問支援受付ダイヤル（市社会教育課内）

その他

相談すべきことはない

無回答

%

N=1,029
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問 29  子育てに関して、これまでに困ったことや、現在、悩んでいることはどのようなことで

すか。（あてはまるものすべてに○） 

 

● 子育てに関して困ったり悩んだりしていることとしては、「子どもの病気や発育・発達に関する

こと」が 48.6％と最も多く、以下、「子どもの食事や栄養に関すること」（37.1％）、「子どもの教

育に関すること」（26.0％）、「子どもを叱りすぎているような気がすること」（25.8％）、「仕事や

自分のやりたいことが十分にできないこと」（24.5％）と続いている。 

48.6 

37.1 

26.0 

25.8 

24.5 

20.9 

17.6 

12.4 

9.9 

8.2 

7.9 

6.7 

6.6 

4.5 

4.2 

3.9 

3.6 

2.7 

14.5 

1.2 

0 10 20 30 40 50 60

子どもの病気や発育・発達に関すること

子どもの食事や栄養に関すること

子どもの教育に関すること

子どもを叱りすぎているような気がすること

仕事や自分のやりたいことが十分にできないこと

子どもとの時間を十分とれないこと

子どもとの接し方に自信がもてないこと

子どもの友だちづきあい（いじめ等を含む）に関すること

育児の方法がよくわからないこと

子育てに関して配偶者、パートナーの協力が少ないこと

配偶者・パートナー以外に

子育てを手伝ってくれる人がいないこと

話し相手や相談相手がいないこと

配偶者・パートナーと子育てに関して意見が合わないこと

子育てのストレスがたまって、子どもに手をあげたり、

世話をしなかったりしてしまうこと

自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場など

まわりの見る目が気になること

地域の子育て支援サ－ビスの内容や

利用・申し込み方法がよくわからないこと

登園拒否などの問題

その他

特にない

無回答

%

N=1,029
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問 30  あなたが現在住んでいる地域の子育て環境について、あなたの意見を回答してください。 

（①～⑨のそれぞれについて１つだけ○） 

 

● 地域の子育て環境についての意見は上のとおりで、「そう思う」「ほぼそう思う」という回答割

合が高かったのは、「地域には乳幼児と親が自由に集える場がある」（54.9％）、「地域の小・中学

生は、様々な遊びや体験学習をする場や機会に恵まれている」（53.7％）で、逆に回答割合が低

かったのは、「病気や育児疲れの時に、子どもを預けることができる身近なサービスが充実して

いる」（19.7％）となっている。 

24.8 

6.0 

5.8 

8.5 

12.3 

12.2 

10.7 

7.6 

9.3 

30.1 

13.7 

28.8 

35.8 

41.4 

38.3 

38.4 

39.7 

31.3 

36.2 

48.1 

43.0 

42.7 

35.7 

38.1 

39.8 

41.7 

43.1 

8.6 

31.6 

21.7 

11.6 

8.6 

8.5 

9.4 

9.3 

15.3 

0.3 

0.6 

0.8 

1.6 

1.9 

2.9 

1.7 

1.7 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①地域には乳幼児と親が自由に集える場がある

②病気や育児疲れの時に、子どもを預けることが

できる身近なサービスが充実している

③仕事と子育てを両立する保育サービスが

充実している

④子どもの健康づくりを支援する

体制が充実している

⑤地域の小・中学生は、様々な遊びや

体験学習をする場や機会に恵まれている

⑥地域の小・中学生は、違う学年の子どもや、

大人、お年寄りなど、様々な年代の人と

交流をする機会に恵まれている

⑦学校の取組の周知や施設の開放など、

学校と地域の意思疎通や連携が十分である

⑧子どもや子育て支援に関する様々な

情報提供や相談機能が充実している

⑨地域に、子どもに声をかけたり、あいさつをしたり、

また、悪いことをした時に叱ってくれるなど、

子育てを見守ってくれる人が多くいる

そう思う ほぼそう思う あまり思わない そうは思わない 無回答

N=1,029
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問 31  いろいろなことを総合して、山口市は子育てがしやすいと思いますか。（１つだけ○） 

   

● 総合的に見て、山口市は「子育てがしやすい」（10.1％）、「どちらかといえば子育てがしやすい」

（55.5％）と回答した人の割合は 65.6％で、「子育てがしにくい」（5.4％）、「どちらかといえば

子育てがしにくい」（16.6％）と回答した人の割合（22.0％）を 43.6ポイント上回っている。 

子育てがしやすい

10.1%

どちらかといえば

子育てがしやすい

55.5%

どちらかといえば

子育てがしにくい

16.6%

子育てがしにくい

5.4%

わからない

11.8%

無回答

0.6%

N=1,029
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問 32 子どもを健やかに生み育てるために、市にどのようなことを期待しますか。 

   （重要なもの 5 つに○） 

  

● 子どもを健やかに生み育てるために市に期待することとしては、「保育サービスの費用負担軽減

や児童手当など、子育てのための経済的支援をする」が 78.2％と最も多く、以下、「放課後児童

クラブのほかにも、子どもの放課後の居場所を増やす」（56.8％）、｢仕事と子育ての両立しやす

い環境づくりについて、企業へ啓発する」（51.2％）、「地域で子どもたちが遊んだり、スポーツ

したりする場や機会を増やす」（46.4％）、「母子保健サービスや子どもの救急医療の体制を整備

する」（43.4％）、「子どもを事故や犯罪の被害から守るための対策を進める」（42.7％）と続いて

いる。 

78.2 

56.8 

51.2 

46.4 

43.4 

42.7 

32.1 

27.5 

21.2 

13.9 

13.3 

12.6 

10.4 

8.3 

5.1 

4.2 

0.5 

0.7 

0 20 40 60 80 100

保育サービスの費用負担軽減や児童手当など、

子育てのための経済的支援をする

放課後児童クラブのほかにも、

子どもの放課後の居場所を増やす

仕事と子育ての両立しやすい環境づくりについて、

企業へ啓発する

地域で子どもたちが遊んだり、

スポーツしたりする場や機会を増やす

母子保健サービスや子どもの救急医療の体制を整備する

子どもを事故や犯罪の被害から守るための対策を進める

いろいろなニーズに合った保育サービスを充実する

子育てに関する相談や

保護者同士が交流できる場を増やす

子どもの「生きる力」を育むための教育を充実する

道路や施設などのバリアフリー化を進める

ひとり親家庭などそれぞれの家庭のあり方に応じた

子育て支援を充実する

子育てボランティアなど

地域で子育てを支える活動を活発にする

虐待防止など、子どもの人権を守る取り組みを進める

子育ての意義・大切さなどを啓発する

非行防止などの青少年健全育成対策を充実する

その他

特にない

無回答

%

N=1,029
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第２章 小学生の保護者に対する調査  

 

１．家族の状況等について  

 

問 1 あなたのお住まいの地域は次のうちどちらですか。（１つだけ○） 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 居住地域については、「小郡」と回答した人の割合が 14.9％と最も高く、ほぼ子どもの人口分布

を反映した結果となっている。 

1.5 

1.2 

1.5 

1.2 

13.6 

5.6 

6.6 

7.5 

8.4 

8.3 

7.4 

7.5 

0.7 

0.7 

0.4 

0.6 

4.3 

1.3 

14.9 

1.7 

5.3 

0.0 

0 5 10 15 20

阿東

徳地

仁保

小鯖

大内

宮野

大殿

白石

湯田

吉敷

平川

大歳

陶

鋳銭司

名田島

秋穂二島

嘉川

佐山

小郡

秋穂

阿知須

無回答

%

N=1,018
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問 2 宛名のお子さんの学年をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 子どもの学年比率は上のとおりで、２年生の割合がやや高くなっている。 

 

 

問 3 宛名のお子さんは何人きょうだいですか。宛名のお子さんを含めた人数を（ ）内に数

字でご記入ください。 

  

                        

● 対象児童を含むきょうだいの人数では、「２人」という回答割合が 47.5％と最も高く、次いで、

「３人」が 26.6％、「１人」が 16.2％となっている。 

 

16.2 

47.5 

26.6 

7.7 

2.0 

0.0 

0 20 40 60

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

%

N=1,018

17.1 

18.5 

16.2 

16.7 

16.5 

14.8 

0.2 

0 5 10 15 20 25

１年生

２年生

３年生

４年生

５年生

６年生

無回答

%

N=1,018
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問 4  このアンケートにご回答いただく方はどなたですか。宛名のお子さんから見た関係でお

答えください。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 回答者は「母親」が 86.9％と圧倒的に多く、「父親」は 12.9％となっている。 

 

 

問 5  このアンケートにご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 回答者の配偶関係を見ると、「配偶者はいない」と回答した人は 7.5％となっている。 

 

母親

86.9%

父親

12.9%

その他

0.1%

無回答

0.1%

N＝1,018

配偶者がいる

92.5%

配偶者はいない

7.5%

無回答

0.0%

N=1,018
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問 6  家族構成をお答えください。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 回答者の家族構成を見ると、「二世代世帯（子どもと親）」が 89.8％と最も多く、「三世代世帯（子

どもと親と祖父母）」は 9.1％となっている。 

 

 

問 7  宛名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。宛名のお

子さんから見た関係でお答えください。（１つだけ○） 

 

 

 

 

● 子どもの子育てについては、「父母ともに」行っていると回答した割合が 60.8％、「主に母親」

が行っていると回答した割合が 38.1％となっている。 

 

二世代世帯

89.8%

三世代世帯

9.1%

その他の世帯

1.1%

無回答

0.0%

N=1,018

父母ともに

60.8%

主に母親

38.1%

主に父親

0.8%

主に祖父母

0.2%

その他

0.0%

無回答

0.1%

N＝1,018
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問 8  日頃、宛名のお子さんを見てもらえる親族・知人はいますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

● 緊急時や用事の際にも子どもを預かってもらえる人がいない人の割合は 15.3％となっている。 

23.5 

60.0 

2.8 

14.2 

15.3 

0.0 

0 20 40 60 80

日常的に祖父母などの親族に見てもらえる

緊急時もしくは用事の際には

祖父母などの親族に見てもらえる

日常的に子どもを見てもらえる友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には

子どもを見てもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

無回答

%

N=1,018
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２．保護者の就労状況について  

 

問 9 宛名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。

母親 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【パート・アルバイトなどの方のフルタイムへの転換希望】 

 

● 母親の就労状況については、フルタイムで就労していると回答した人が、産休・育休・介護休

業中の人も含めて 42.4％、パート・アルバイトなどが 39.6％となっている。 

● パートタイム、アルバイトなどで就労していると回答した人のうち、フルタイムへの転換希望

がある人は 35.5％となっている。 

41.1 

1.3 

38.5 

1.1 

15.5 

2.2 

0.4 

0 20 40 60

フルタイムで就労しており、

産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、

産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイトなどで就労しており、

産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイトなどで就労しているが、

産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

%

N=1,018

フルタイムへの

転換希望があ

り、実現できる

見込みがある

9.9%

フルタイムの転換

希望はあるが、

実現できる見込

みはない

25.6%

パート・アルバ

イトなどの就労

を続けることを

希望している

60.0%

パート・アルバイ

トなどをやめて

子育てや家事に

専念したい

2.2%

無回答

2.2%

N=403
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父親 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【パート・アルバイトなどの方のフルタイムへの転換希望】 

 

● 父親の就労状況については、フルタイムで就労していると回答した人が、育休・介護休業中の

人も含めて 92.3％となっており、無回答を除く実際の回答者の大半を占めている。 

● パートタイム、アルバイトなどで就労していると回答した人（７人）のうち、フルタイムへの

転換希望がある人は 14.3％（１人）となっている。 

91.7 

0.6 

0.7 

0.0 

0.9 

1.7 

4.4 

0 20 40 60 80 100

フルタイムで就労しており、

育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、

育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、

育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、

育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまでに就労したことがない

無回答

%

N=1,018

フルタイムへの転換

希望があり、実現でき

る見込みがある

0.0%

フルタイムへの

転換希望はある

が、実現できる

見込みがない

14.3%

パート・アルバイト等の

就労を続けたい

71.4%

パート・アルバイト等を

やめて子育てや家事

に専念したい

0.0%

無回答

14.3%

N=7
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母親 

  

【非就労者の就労意向】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【希望する就労形態】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 現在就労していない母親の就労希望を尋ねたところ、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労し

たい」と回答した人が 28.9％、一番下の子どもがある程度大きくなったら就労したいと回答し

た人は 31.1％となっており、就労していない母親の 60.0％に就労希望があることがわかる。 

● 「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」と回答した人に、希望の就労形態を尋ねたと

ころ、「パートタイム、アルバイトなど」が 94.2％と高い割合を占めており、「フルタイム」を

希望する人の割合は 3.8％となっている。 

 

子育てや家事

などに専念した

い（就労の予定

はない）

38.3%

１年より先、一番下の

子どもが（ ）歳になっ

たころに就労したい

31.1%

すぐにでも、も

しくは１年以内

に就労したい

28.9%

無回答

1.7%

N=180

※（ ）内は任意の数字

フルタイム

3.8%

パートタイム、

アルバイトなど

94.2%

無回答

1.9%

N=52



第２部 山口市子ども・子育てに関するアンケート調査の結果（第２章 小学生の保護者に対する調査） 

- 63 - 

 

父親 

  

【非就労者の就労意向】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【希望する就労形態】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 現在就労していない父親の就労希望を尋ねたところ、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労し

たい」と回答した人が 38.5％、一番下の子どもがある程度大きくなったら就労したいと回答し

た人は 11.5％となっており、就労していない父親の 50.0％に就労希望があることがわかる。 

● 「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」と回答した人（10 人）に、希望の就労形態を

尋ねたところ、「パートタイム、アルバイトなど」が 80.0％（８人）、「フルタイム」が 20.0％（２

人）となっている。 

 

子育てや家事など

に専念したい（就

労の予定はない）

50.0%

１年より先、一番下の

子どもが（ ）歳になっ

たころに就労したい

11.5%

すぐにでも、も

しくは１年以内

に就労したい

38.5%

無回答

0.0%

N=26

※（ ）内は任意の数字

フルタイム

20.0%

パートタイム、

アルバイトなど

80.0%

無回答

0.0%

N=10
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3．放課後の過ごし方について  

 

問 10 宛名のお子さんについて、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過

ごしていますか（過ごさせたいと思いますか）。あてはまる番号すべてに○をつけてくだ

さい。 

１ 【現状】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 放課後の過ごし方について、現在「放課後児童クラブ」を利用している人の割合は、小学校低

学年で 48.6％、高学年で 8.6％となっている。 

 

54.3 

5.3 

33.0 

2.7 

48.6 

0.8 

4.0 

0.0 

4.2 

0.4 

88.3 

8.8 

51.1 

1.2 

8.6 

0.8 

4.1 

0.0 

8.2 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、

学習塾、スポーツ少年団など）

児童館

放課後児童クラブ

放課後子ども教室

放課後等デイサービス

ファミリー・サポート・センター

その他（地域交流センター、

公園、図書館など）

無回答

低学年
N=527

高学年
N=489
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１ 【希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 今後の「放課後児童クラブ」の希望については、小学校低学年で 17.6％、高学年で 5.7％となっ

ている。 

● ただし、現状に比べ「無回答」の割合が高くなっていることを踏まえると、現在、放課後児童

クラブを利用している人の中には、希望の欄に回答しなかった人も一定数存在すると考えられ

る。そこで、現状と希望のいずれか、または両方で「放課後児童クラブ」に○をつけた人をカ

ウントし、放課後児童クラブの最大ニーズ量を算出すると、小学校低学年で 50.7％、高学年で

10.6％となっている。 

47.8 

5.7 

31.1 

2.5 

17.6 

5.3 

3.4 

0.2 

5.1 

29.0 

75.1 

8.4 

45.2 

1.8 

5.7 

3.3 

3.3 

0.0 

9.8 

14.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、

学習塾、スポーツ少年団など）

児童館

放課後児童クラブ

放課後子ども教室

放課後等デイサービス

ファミリー・サポート・センター

その他（地域交流センター、

公園、図書館など）

無回答

低学年
N=527

高学年
N=489
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問 11 問 10 で「５．放課後児童クラブ」に○をつけた方にうかがいます。 

宛名のお子さんについて、今後、放課後児童クラブを利用したいですか。平日、土曜日、

日曜日・祝日及び夏休み･冬休みなどの長期休暇中のそれぞれについて回答してください。 

【平日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【土曜日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 問 10 で「放課後児童クラブ」に○をつけた人に、改めて平日の利用意向を尋ねたところ、「低

学年の間は利用したい」は 13.7％、「高学年になっても利用したい」は 78.2％となっている。 

● 土曜日については、「低学年の間は利用したい」は 13.1％、「高学年になっても利用したい」は

12.8％となっている。 

低学年の間は

利用したい

13.7%

高学年になっ

ても利用したい

78.2%

利用する必要

はない

6.9%

無回答

1.2%

N=321

低学年の間は

利用したい

13.1%

高学年になっ

ても利用したい

12.8%

利用する必要

はない

71.0%

無回答

3.1%

N=321
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【日曜日・祝日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【長期休暇中】 

 

● 日曜日・祝日については、「低学年の間は利用したい」は 3.7％、「高学年になっても利用したい」

は 7.5％となっている。 

● 夏休み･冬休みなどの長期休暇中については、「低学年の間は利用したい」は 32.1％、「高学年に

なっても利用したい」は 63.9％となっている。 

低学年の間は

利用したい

3.7%

高学年になっ

ても利用したい

7.5%

利用する必要

はない

86.0%

無回答

2.8%

N=321

低学年の間は

利用したい

32.1%

高学年になって

も利用したい

63.9%

利用する必要

はない

2.8%

無回答

1.2%

N=321
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4．子育て支援事業の利用状況について  

 

問 12 下記の事業をこれまでに利用したことはありますか。また、今後利用したいと思いま

すか。①～⑩の事業について、「認知度・利用状況」、「今後の利用意向」ごとにあてはま

る番号に○をつけてください。 

【認知度・利用状況】 

 

● 10 事業のうち、「利用したことがある」と回答した人の割合が最も高かったのは、「児童館」

（41.9％）で、「山口市子育て応援サイト（山口市ウェブサイト内）」（16.5％）がそれに続いて

いる。 

● 「知らない」と回答した人の割合が最も高かったのは、「家庭教育訪問支援受付ダイヤル」

（60.9％）で、「山口市子育て支援情報ハンドブック」（49.0％）がそれに続いている。 

9.3 

5.4 

2.2 

3.6 

0.2 

9.2 

6.7 

16.5 

10.1 

41.9 

65.1 

70.7 

65.2 

64.2 

37.1 

54.2 

75.0 

51.2 

39.1 

44.0 

24.0 

22.2 

30.6 

30.4 

60.9 

34.7 

16.7 

30.6 

49.0 

12.3 

1.6 

1.7 

2.0 

1.8 

1.8 

1.9 

1.7 

1.7 

1.8 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①就学相談

②教育相談室

③家庭児童相談室

④あすなろカウンセリング

⑤家庭教育訪問支援受付ダイヤル

⑥家庭教育講座「子育てマナビィ」

⑦ファミリー・サポート・センター

⑧山口市子育て応援サイト（山口市ウェブサイト内）

⑨山口市子育て支援情報ハンドブック

⑩児童館

利用したことがある 知っているが、利用したことがない 知らない 無回答

N=1,018
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【今後の利用意向】 

● 今後の利用意向が最も高かったのは「山口市子育て応援サイト（山口市ウェブサイト内）」

（52.1％）で、「教育相談室」（30.6％）や「あすなろカウンセリング」（30.2％）がそれに続いて

いる。 

 

23.4 

30.6 

27.3 

30.2 

15.6 

29.2 

22.7 

52.1 

29.8 

71.0 

63.2 

66.4 

63.9 

78.2 

64.7 

71.3 

41.4 

63.7 

5.6 

6.2 

6.3 

6.0 

6.2 

6.1 

6.0 

6.6 

6.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①就学相談

②教育相談室

③家庭児童相談室

④あすなろカウンセリング

⑤家庭教育訪問支援受付ダイヤル

⑥家庭教育講座「子育てマナビィ」

⑦ファミリー・サポート・センター

⑧山口市子育て応援サイト（山口市ウェブサイト内）

⑨山口市子育て支援情報ハンドブック

利用したい 利用しない 無回答
N=1,018
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5．子どもの病気等の際の対応について  

 

問 13 この１年間に、宛名のお子さんが病気やケガで学校を休まなければならなかったこと

はありましたか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

● この１年間に、対象の子どもが病気やケガで学校を休まなければならなかったことが「あった」

と回答した人は 83.9％となっている。 

あった

83.9%

なかった

15.6%

無回答

0.5%

N=1,018
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問 13-1  問 13 で「１．あった」と回答した方にうかがいます。 

宛名のお子さんが病気やケガで学校を休んだ場合に、この１年間に行った対処方法

としてあてはまる番号すべてに○をつけてください。     

72.6 

24.8 

21.9 

17.3 

12.6 

3.7 

0.0 

0.0 

3.0 

0.4 

0 20 40 60 80

母親が仕事を休んだ

父親が仕事を休んだ

親族・知人に看てもらった

就労していない保護者が看た

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

病児・病後児の保育施設を利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

ベビーシッター、チャイルドシッターを利用した

その他

無回答

%

N=854

 

● 子どもが病気やケガで学校を休んだ場合の対処方法をたずねたところ、「母親が仕事を休んだ」

という回答が 72.6％と最も多く、「父親が仕事を休んだ」が 24.8％でそれに続いている。 

 

 

問 13-2  問 13-1 で「１．父親が休んだ.」「２．母親が休んだ.」のいずれかに回答した方

にうかがいます。 

その際、「できれば病児・病後児のための保育施設などを利用したい」と思われまし

たか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 両親のいずれかが仕事を休んだと回答した人のうち、「できれば病児・病後児保育施設などを利

用したい」と思った人の割合は 23.5％となっている。 

 

できれば病児・病

後児保育施設を

利用したい

23.5%

利用したいとは

思わない

75.9%

無回答

0.6%

N=643
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問 13-3  問 13-2 で「利用したいとは思わない」に回答した方にうかがいます。 

「利用したいとは思わない」理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

60.7 

34.4 

28.9 

13.9 

12.5 

5.1 

16.2 

1.8 

0.8 

0 20 40 60 80

保護者が仕事を休んで対応する

病児・病後児を他人に看てもらうのは不安

利用料がかかる・高い

事業の利便性（立地や利用可能時間など）がよくない

利用料がわからない

事業の内容に不安がある

その他

特に理由はない

無回答

%

N=488

 

● 病児・病後児のための保育施設などを「利用したいとは思わない」と回答した人にその理由を

尋ねたところ、「保護者が仕事を休んで対応する」という回答が 60.7％と最も多く、以下、「病

児・病後児を他人に看てもらうのは不安」が 34.4％、「利用料がかかる・高い」が 28.9％と続い

ている。 

● 「その他」の内容としては、「子どもが行きたがらない」「子どもがかわいそうだから」「他の病

気がうつりそうだから」「すぐには見てもらえず手続に時間がかかるため」などがあがっている。
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6．不定期の教育・保育事業や一時預かりなどの利用について  

 

問 14 宛名のお子さんについて、現在、私用（冠婚葬祭、リフレッシュなど）、保護者の通院、

不定期の就労などの目的で不定期に利用している事業はありますか。あてはまる番号すべ

てに○をつけてください。 

  

● 私用や保護者の通院、不定期の就労などのため、不定期に利用している事業があるか尋ねたと

ころ、｢利用していない」と回答した人は 97.1％で、何らかの事業を利用している人は 1.7％と

なっている。 

0.3 

0.8 

0.0 

0.2 

0.5 

97.1 

1.2 

0 20 40 60 80 100

日中預かり

ファミリー・サポート・センター

トワイライトステイ

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

%

N=1,018
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問 14-1 問 14 で「6．利用していない」と回答した方にうかがいます。 

現在利用していない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

79.6 

15.8 

11.0 

10.7 

9.0 

6.4 

4.9 

4.7 

4.1 

0.4 

0 20 40 60 80 100

特に利用する必要がない

利用方法（手続きなど）がわからない

利用料がかかる・高い

自分が事業の対象者になるのかどうかわからない

利用料がわからない

利用したい事業が地域にない

事業の利便性（立地や利用可能時間など）がよくない

事業の質に不安がある

その他

無回答

%

N=988

 

● 「利用していない」と回答した人にその理由を尋ねたところ、「特に利用する必要がない」と回

答した人が 79.6％と大半を占めているが、それ以外の理由としては「利用方法（手続きなど）

がわからない」（15.8％）や「利用料がかかる・高い」（11.0％）、「自分が事業の対象者になるの

かどうかわからない」(10.7％)が上位にあがっている。 
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問 15 すべての方にうかがいます。今後、宛名のお子さんについて、私用（冠婚葬祭、リフ

レッシュなど）、保護者の通院、不定期の就労などの目的で、年間何日くらい事業を利用

する必要があると思いますか。あてはまる番号・記号すべてに○をつけてください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目的の内訳】 

57.1 

52.4 

25.9 

4.7 

0.0 

0 20 40 60 80

冠婚葬祭、学校行事、子どもや保護者の通院など

私用、リフレッシュ目的

不定期の就労

その他

無回答

%

N=170

 

【年間必要日数】 

40.7 

27.1 

6.8 

3.4 

3.4 

3.4 

15.3 

0 10 20 30 40 50

10日未満

10～20日未満

20～30日未満

30～40日未満

40～50日未満

50日以上

無回答

%

N=59

 

● 私用や保護者の通院、不定期の就労などのため、一時預かりなどの事業を「利用したい」と回

答した人の割合は 16.7％となっている。 

● 目的としては、「冠婚葬祭、学校行事、子どもや保護者の通院など」（57.1％）や「私用、リフレ

ッシュ目的」（52.4％）が多く、年間必要日数は「10 日未満」（40.7％）が多くなっている。 

利用したい

16.7%

利用する必要

はない

81.7%

無回答

1.6%

N=1,018
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問 16 すべての方にうかがいます。この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族

の病気など）により、宛名のお子さんを泊りがけで家族以外に見てもらわなければなら

ないことはありましたか（預け先が見つからなかった場合も含みます）。あった場合は、

この１年間の対処方法としてあてはまる番号・記号すべてに○をつけてください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対処方法の内訳】 

91.8 

7.4 

2.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0 20 40 60 80 100

親族・知人に見てもらった

仕方なく子どもを同行させた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した

短期入所生活援助事業以外の保育事業

（認可外保育施設、ベビーシッターなど）を利用した

その他

無回答

%

N=122

 

● この１年間に、保護者の用事などにより、子どもを泊まりがけで家族以外に見てもらわなけれ

ばならないことが「あった」と回答した人の割合は 12.0％となっている。 

● 対処方法の内訳としては、「親族・知人に見てもらった」が 91.8％と大半を占めており、「仕方

なく子どもを同行させた」が 7.4％でそれに続いている 

あった

12.0%

なかった

87.3%

無回答

0.7%

N=1,018
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７．子どもの遊びや地域活動について  

 

問 17  近所にお子さんの遊び相手がいますか。（１つだけ○） 

  

● 近所に対象児童の遊び相手が「いる」と回答した人の割合は 78.6％、｢いない」と回答した人の

割合は 21.1％となっている。 

 

問 18  近くに安心して遊べる場所がありますか。（１つだけ○） 

  

● 近くに安心して遊べる場所が「ある」と回答した人の割合は 62.5％、「ない」と回答した人の割

合は 37.1％となっている。 

ある

62.5%

ない

37.1%

無回答

0.4%

N=1,018

いる

78.6%

いない

21.1%

無回答

0.3%

N=1,018
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問 19 どのような遊び場を望みますか。（３つまで○） 

  

● どのような遊び場を望むか尋ねたところ、｢家の近くにある」が 77.4％と最も多く、以下、「思

い切り遊ぶために十分な広さがある」（37.9％）、「遊び場やその周辺の環境が良く、安心して遊

べる」(34.6％）、「雨の日でも遊べる」（31.4％）、「ボール遊びができる」（29.4％）と続いている。 

 

77.4 

37.9 

34.6 

31.4 

29.4 

23.3 

22.2 

21.2 

14.9 

5.6 

5.0 

1.8 

0.7 

0.2 

0 20 40 60 80 100

家の近くにある

思い切り遊ぶために十分な広さがある

遊び場やその周辺の環境が良く、安心して遊べる

雨の日でも遊べる

ボール遊びができる

遊び場周辺の道路が安全である

遊具などの種類が充実していて、

整備がきちんとされている

衛生的である

遊び場に子どもと同じ歳くらいの遊び仲間がいる

いつもにぎわっていて楽しい感じがする

緑などの自然が多い

その他

特に望むことはない

無回答

%

N=1,018
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問 20 あて名のお子さんは地域活動やグループ活動などに参加されたことがありますか。 

（１つだけ○） 

  

● 対象児童が地域活動やグループ活動などに「参加したことがある」と回答した人の割合は 58.9％、

「参加したことはないが、今後は参加させたいと思っている」と回答した人の割合は 15.1％と

なっている。 

参加したことが

ある

58.9%

参加したことは

ないが、今後は

参加させたいと

思っている

15.1%

参加したことがなく、

今後も予定はない

25.8%

無回答

0.1%

N=1,018
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問 21 問 20 で｢１．参加したことがある｣または｢２．参加したことはないが、今後は参加さ

せたいと思っている｣に○をつけた方にうかがいます。お子さんが参加したことがある、

または今後参加させたい地域活動やグループ活動の種類は何ですか。（あてはまるものす

べてに○） 

 

● 対象児童が地域活動やグループ活動などに「参加したことがある」または「参加したことはな

いが、今後は参加させたいと思っている」と回答した人に、その種類を尋ねたところ、「スポー

ツ活動」を選択した人の割合が53.4％と最も多く、以下、「子ども会など青少年団体活動」が45.9％、

「文化・音楽活動」が 28.1％、「キャンプなどの野外活動」が 25.9％と続いている。 

53.4 

45.9 

28.1 

25.9 

13.4 

12.6 

9.7 

4.4 

2.9 

0 20 40 60

スポーツ活動

子ども会など青少年団体活動

文化・音楽活動

キャンプなどの野外活動

リサイクル活動などの

環境分野での社会貢献活動

多世代交流活動

ホームステイなどの国際交流活動

高齢者訪問などの社会福祉活動

その他

%

N=754
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８．子育て全般について  

 

問 22  あなたのお住まいの近く（おおむね 30分以内）に、①～④に該当する人（親族、友

人、同僚など）がいますか。（①～④のそれぞれについて１つだけ○） 

 

● 「あなたが病気で寝込んだときに、身の回りの世話をしてくれる人」が「いる」と回答した人

は 67.9％、「わからないことがあると、よく教えてくれる人」が「いる」と回答した人は 80.4％、

「家事をやってくれたり、手伝ってくれる人」が「いる」と回答した人は 57.6％、「会うと心が

落ち着き、安心できる人」が「いる」と回答した人は 77.8％となっている。 

 

 

問 23  あなたは子どもを一緒に遊ばせたり、助け合ったりする子育て仲間がいますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 子どもを一緒に遊ばせたり、助け合ったりする子育て仲間が「いる」と回答した人の割合は

78.5％、「いない」と回答した人の割合は 21.3％となっている。 

いる

78.5%

いない

21.3%

無回答

0.2%

N=1,018

67.9 

80.4 

57.6 

77.8 

31.8 

18.8 

41.4 

20.9 

0.3 

0.9 

1.1 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①あなたが病気で寝込んだときに、

身の回りの世話をしてくれる人

②わからないことがあると、よく教えてくれる人

③家事をやってくれたり、手伝ってくれる人

④会うと心が落ち着き、安心できる人

いる いない 無回答
N=1,018
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問 24  子育てに関する情報をどのように入手されていますか。（あてはまるものすべてに○） 

74.5 

57.3 

46.4 

40.3 

34.8 

24.2 

23.0 

18.1 

7.9 

2.8 

1.1 

1.2 

1.1 

0.2 

0 20 40 60 80 100

友人、知人

親族（親、きょうだいなど）

インターネット(掲示板･専用サイト等)

職場の人

保育園・幼稚園・児童館・学校の先生

近所の人

市の窓口や広報、パンフレット、ホームページ

テレビ、ラジオ、新聞

子育て雑誌・育児書

子育てサークルの仲間

保健師

その他

情報の入手手段が分からない

無回答

%

N=1,018

 

● 子育てに関する情報の入手先については、回答割合が高い順に「友人・知人」（74.5％）、「親族

（親、きょうだいなど）」（57.3％）、「インターネット（掲示板・専用サイト等）」（46.4％）、「職

場の人」（40.3％）、｢保育園・幼稚園・児童館・学校の先生」（34.8％）と続いている。 
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問 25  子育てに関して不安や負担を感じますか。（１つだけ○） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 子育てに「非常に不安や負担を感じる」と回答した人の割合は 5.9％で、「なんとなく不安や負

担を感じる」（36.0％）と回答した人を合わせると 41.9％となっている。 

 

 

問 25-1  問 25 で「１．非常に不安や負担を感じる」「２．なんとなく不安や負担を感じる」

に○をつけた方にうかがいます。 

その不安や負担は解消できていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「不安や負担を感じる」と回答した人のうち、その不安や負担が「解消できている」と回答し

た人の割合は 36.6％で、「解消できていない」と回答した人の割合（62.9％）を 26.3ポイント下

回っている。 

非常に不安や

負担を感じる

5.9%

なんとなく不安

や負担を感じる

36.0%

あまり不安や負

担は感じない

44.8%

不安や負担は

まったく感じない

5.7%

なんとも言えない

7.5%

無回答

0.2%

N=1,018

解消できている

36.6%

解消できていない

62.9%

無回答

0.5%

N=426
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問 26  宛名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人や相談でき

る場所はありますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 子育てについて気軽に相談できる人や場所が「いない・ない」と回答した人の割合は 13.9％と

なっている。 

いる・ある

85.2%

いない・ない

13.9%

無回答

0.9%

N=1,018
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問 26-1  問 26 で「１.いる・ある」に○をつけた方にうかがいます。 

お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）で

すか。（あてはまるものすべてに○） 

   

● 子育てに関する相談先については、「配偶者・パートナー」（81.2％）、「親や兄弟姉妹などの親族」

（72.0％）、「隣近所の人、地域の友人・知人」（51.8％）が上位を占めている。 

81.2 

72.0 

51.8 

35.4 

32.4 

20.4 

8.7 

4.5 

0.9 

0.9 

0.6 

0.3 

0.3 

0.2 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.0 

0.0 

2.7 

0.3 

0.0 

0 20 40 60 80 100

配偶者・パートナー

親や兄弟姉妹などの親族

隣近所の人、地域の友人・知人

職場の人

保育園・幼稚園・学校の保護者の仲間

学校・児童館の先生

医師・看護師

放課後児童クラブ

子育てサークルの仲間

市保健センター

母子保健推進員

地域子育て支援拠点施設

民生委員・児童委員・主任児童委員

教育相談室（市教育委員会）

子育てサポーター

家庭児童相談室（市子育て保健課）

母子・父子自立支援員

県児童相談所

やまぐち子育て福祉総合センター

やまぐち母子健康サポートセンター

県健康福祉センター

家庭教育訪問支援受付ダイヤル（市社会教育課内）

その他

相談すべきことはない

無回答

%

N=1,018
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問 27  子育てに関して、これまでに困ったことや、現在、悩んでいることはどのようなことで

すか。（あてはまるものすべてに○） 

  

● 子育てに関して困ったり悩んだりしていることとしては、「子どもの病気や発育・発達に関する

こと」が 36.7％と最も多く、次いで「子どもの教育に関すること」（32.0％）や「子どもを叱り

すぎているような気がすること」（26.2％）、「子どもの友だちづきあい（いじめ等を含む）に関

すること」（24.0％）、「子どもとの時間を十分とれないこと」（23.4％）が多くなっている。 

36.7 

32.0 

26.2 

24.0 

23.4 

17.6 

15.6 

14.0 

8.1 

5.7 

5.5 

4.7 

4.4 

4.2 

3.9 

3.3 

1.5 

3.8 

19.5 

1.5 

0 10 20 30 40 50

子どもの病気や発育・発達に関すること

子どもの教育に関すること

子どもを叱りすぎているような気がすること

子どもの友だちづきあい（いじめ等を含む）に関すること

子どもとの時間を十分とれないこと

子どもの食事や栄養に関すること

仕事や自分のやりたいことが十分にできないこと

子どもとの接し方に自信がもてないこと

子育てに関して配偶者、パートナーの協力が少ないこと

登園拒否などの問題

配偶者・パートナーと子育てに関して意見が合わないこと

育児の方法がよくわからないこと

子育てのストレスがたまって、子どもに手をあげたり、

世話をしなかったりしてしまうこと

配偶者・パートナー以外に子育てを

手伝ってくれる人がいないこと

自分の子育てについて、親族・近隣の人・

職場などまわりの見る目が気になること

話し相手や相談相手がいないこと

地域の子育て支援サ－ビスの内容や利用・

申し込み方法がよくわからないこと

その他

特にない

無回答

%

N=1,018
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問 28  あなたが現在住んでいる地域の子育て環境について、あなたの意見を回答してください。 

（①～⑨のそれぞれについて１つだけ○） 

 

● 地域の子育て環境についての意見は上のとおりで、「そう思う」「ほぼそう思う」という回答割

合が高かったのは、「地域の小・中学生は、様々な遊びや体験学習をする場や機会に恵まれてい

る」（63.2％）で、逆に回答割合が低かったのは、「病気や育児疲れの時に、子どもを預けること

ができる身近なサービスが充実している」（17.2％）となっている。 

21.3 

3.0 

5.2 

4.6 

15.8 

15.7 

9.9 

6.4 

11.1 

31.5 

14.2 

29.2 

32.1 

47.4 

42.4 

48.6 

43.2 

36.0 

35.1 

52.8 

44.6 

48.1 

28.7 

34.0 

33.8 

41.9 

41.1 

11.5 

29.5 

20.5 

14.1 

7.4 

7.3 

7.1 

8.1 

11.4 

0.6 

0.4 

0.5 

1.0 

0.7 

0.6 

0.6 

0.4 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①地域には乳幼児と親が自由に集える場がある

②病気や育児疲れの時に、子どもを預けることが

できる身近なサービスが充実している

③仕事と子育てを両立する保育サービスが

充実している

④子どもの健康づくりを支援する

体制が充実している

⑤地域の小・中学生は、様々な遊びや

体験学習をする場や機会に恵まれている

⑥地域の小・中学生は、違う学年の子どもや、

大人、お年寄りなど、様々な年代の人と

交流をする機会に恵まれている

⑦学校の取組の周知や施設の開放など、

学校と地域の意思疎通や連携が十分である

⑧子どもや子育て支援に関する様々な

情報提供や相談機能が充実している

⑨地域に、子どもに声をかけたり、あいさつをしたり、

また、悪いことをした時に叱ってくれるなど、

子育てを見守ってくれる人が多くいる

そう思う ほぼそう思う あまり思わない そうは思わない 無回答

N=1,018
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問 29  子育て支援として、身近な地域の人にどのようなことを期待しますか。（3 つまで○） 

 

● 身近な地域の人に期待する子育て支援としては、「子どもが犯罪や事故に遭わないよう、見守っ

てほしい」が 71.8％と最も多く、以下、「危険な遊びやいじめを見つけたら注意してほしい」

（54.0％）、「昔の子育てと比較せず、子育ての現状を理解して、温かい目で見てほしい」（47.8％）

と続いている。 

71.8 

54.0 

47.8 

22.9 

14.6 

13.9 

10.8 

6.7 

1.5 

3.2 

0.6 

0 20 40 60 80

子どもが犯罪や事故に遭わないよう、見守ってほしい

危険な遊びやいじめを見つけたら注意してほしい

昔の子育てと比較せず、子育ての現状を理解して、

温かい目で見てほしい

地域交流センターが子どもたちの

居場所の一つとなるようにしてほしい

子どもに遊びやスポーツ、地域の伝統文化など教えてほしい

子どもが参加できる地域行事や催しなどを実施してほしい

緊急時やほんのちょっとした時などに

子どもを一時的に預かってほしい

子育てに関する悩みを聞いたり、相談相手になったりしてほしい

その他

特にない

無回答

%

N=1,018
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問 30  いろいろなことを総合して、山口市は子育てがしやすいと思いますか。（１つだけ○） 

   

● 総合的に見て、山口市は「子育てがしやすい」（15.5％）、「どちらかといえば子育てがしやすい」

（58.3％）と回答した人の割合は 73.8％で、「子育てがしにくい」（4.6％）、「どちらかといえば

子育てがしにくい」（9.5％）と回答した人の割合（14.1％）を 59.7ポイント上回っている。 

子育てがしやすい

15.5%

どちらかといえば

子育てがしやすい

58.3%

どちらかといえば

子育てがしにくい

9.5%

子育てがしにくい

4.6%

わからない

11.7%

無回答

0.3%

N=1,018
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問 31 子どもを健やかに生み育てるために、市にどのようなことを期待しますか。 

   （重要なもの 5 つに○） 

  

● 子どもを健やかに生み育てるために市に期待することとしては、「保育サービスの費用負担軽減

や児童手当など、子育てのための経済的支援をする」が 67.8％と最も多く、以下、「放課後児童

クラブのほかにも、子どもの放課後の居場所を増やす」「子どもを事故や犯罪の被害から守るた

めの対策を進める」（ともに 53.6％）、「地域で子どもたちが遊んだり、スポーツしたりする場や

機会を増やす」（48.8％）、｢仕事と子育ての両立しやすい環境づくりについて、企業へ啓発する」

（42.2％）と続いている。 

67.8 

53.6 

53.6 

48.8 

42.2 

34.0 

29.4 

20.3 

19.1 

18.6 

15.7 

13.7 

13.5 

11.8 

9.9 

4.6 

2.7 

0.2 

0 20 40 60 80

保育サービスの費用負担軽減や児童手当など、

子育てのための経済的支援をする

放課後児童クラブのほかにも、

子どもの放課後の居場所を増やす

子どもを事故や犯罪の被害から守るための対策を進める

地域で子どもたちが遊んだり、

スポーツしたりする場や機会を増やす

仕事と子育ての両立しやすい環境づくりについて、

企業へ啓発する

母子保健サービスや子どもの救急医療の体制を整備する

子どもの「生きる力」を育むための教育を充実する

いろいろなニーズに合った保育サービスを充実する

虐待防止など、子どもの人権を守る取り組みを進める

子育てに関する相談や

保護者同士が交流できる場を増やす

ひとり親家庭などそれぞれの家庭の

あり方に応じた子育て支援を充実する

道路や施設などのバリアフリー化を進める

子育てボランティアなど地域で

子育てを支える活動を活発にする

非行防止などの青少年健全育成対策を充実する

子育ての意義・大切さなどを啓発する

その他

特にない

無回答

%

N=1,018
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第３章 小学４年生以上の児童に対する調査 

 

１．小学４年生以上のお子さんへの質問について  

 

問 33  学校やふだんの生活の中で困っていること、心配なことはありますか。（あてはまるも

のすべてに○） 

  

● 学校やふだんの生活の中で困っていること、心配なこととしては、「勉強のこと」と回答した人

は 22.7％と最も多く、「将来のこと」が 15.5％、「友達との関係」「自分の性格やくせのこと」が

ともに 14.3％で、それに続いている。 

 

22.7 

15.5 

14.3 

14.3 

7.4 

6.7 

5.5 

4.7 

4.1 

3.1 

0.6 

39.1 

19.6 

0 10 20 30 40 50

勉強のこと

将来のこと

友達との関係

自分の性格やくせのこと

自分の健康のこと

お金のこと

家族の健康のこと

部活動やクラブ活動のこと

家族との関係

いじめのこと

その他

特にない

無回答

(%)

N=489
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問 34  あなたが困ったり悩んだりしたときに、話を聞いてくれる人がいますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 困ったり悩んだりしたときに、話を聞いてくれる人が「いない」と回答した人の割合は 2.9％と

なっている。 

 

 

問 35  ヤングケアラーについて、知っていますか。 

  

● ヤングケアラーについて「聞いたことがあり意味も知っている」と回答した人は 10.8％、「聞い

たことはあるがよく知らない」と回答した人は 20.0％、「聞いたことがない」と回答した人は

51.9％となっている。 

 

いる

80.9%

いない

2.9%

無回答

17.2%

N=489

聞いたことがあり

意味も知っている

10.8%

聞いたことはあ

るがよく知らない

20.0%

聞いたことが

ない

51.9%

無回答

17.2%

N=489
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問 36  病気や障がい、きょうだいがおさないなどの理由で、あなたが手助けしている家族が

いますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 病気や障がい、きょうだいがおさないなどの理由で、あなたが手助けしている家族が「いる」

と回答した人の割合は 10.4％となっている。 

 

 

問 36-1  問 36 で「１.いる」に○をつけた方にうかがいます。 

家族の手助けをしていて、困っていることはありますか。（あてはまるものすべて

に○） 

  

● 前問で、手助けしている家族が「いる」と回答した人に、家族の手助けをしていて、困ってい

ることはあるか尋ねたところ、「特にない」と回答した人は 70.6％で、これと無回答を除く 19.6％

の人は、何らかの困っていることがある結果となっている。 

● 困っていることの内容としては、「自由な時間がとれない」（9.8％）や「友達と遊べないことが

ある」（7.8％）が上位にあがっている。 

 

いる

10.4%

いない

72.0%

無回答

17.6%

N=489

9.8 

7.8 

5.9 

3.9 

3.9 

0.0 

0.0 

0.0 

70.6 

9.8 

0 20 40 60 80

自由な時間がとれない

友達と遊べないことがある

勉強する時間がとれない

睡眠が十分にとれない

学校に遅刻することがある

学校に行けないことがある

クラブ活動や習いごとをする時間がない

その他

特にない

無回答

(%)

N=51
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問 37  あなたは、山口市で子どもたちが元気にいきいきと生活するためには、何が必要だと

思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 子どもたちが元気にいきいきと生活するために必要なこととしては、「放課後や休日に、子ども

たちが遊べる場所や楽しい活動を増やす」と回答した人が 44.4％と最も多く、以下、「子育てに

かかるお金（出産祝いや学校給食、子どものいりょう費）を少なくするようにすること」（38.2％）、

「しょうがいのある・なしにかかわらず、一緒に遊び、学べる場所を増やす」（37.8％）、「家や

学校以外で、子どもが安心して過ごせる場所を増やす」（35.8％）と続いている。 

 

 

44.4 

38.2 

37.8 

35.8 

29.4 

29.0 

27.6 

23.7 

17.4 

13.5 

21.9 

0 20 40 60

放課後や休日に、子どもたちが遊べる場所や

楽しい活動を増やす

子育てにかかるお金（出産祝いや学校給食、

子どものいりょう費）を少なくするようにすること

しょうがいのある・なしにかかわらず、

一緒に遊び、学べる場所を増やす

家や学校以外で、子どもが安心して

過ごせる場所を増やす

お父さんやお母さんが、子どもを育てながら

仕事などで活やくできやすくすること

子どもや親が質問や困ったことを

気軽にそうだんできる場所を増やす

子どもや子育て世代がくらしやすい場所をつくること

子育てで困ったときに、たすけてくれる人を増やす

お父さんたちが子育てにせっきょく的に

参加しやすくすること

子どもを育てる親へ、子育てに必要な情報を届けること

無回答

（%）

N=489
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第１章 回答者の基本属性 

 

１．子どもとの続柄  

問 1 お子さんとあなたとの関係は、次のどれにあたりますか。お子さんからみた続柄でお

答えください。（あてはまるもの１つに○） 

 

● 回答者は「母親」が 92.0％、「父親」は 6.4％となっている。 

上段:人（ｎ）、下段:％　　　
合計 ⺟親 父親 祖⽗⺟ その他 無回答・不明

988                909                 63                  7                    4                    5                    
100.0             92.0                6.4                 0.7                 0.4                 0.5                 

587                544                 36                  3                    2                    2                    
100.0             92.7                6.1                 0.5                 0.3                 0.3                 

401                365                 27                  4                    2                    3                    
100.0             91.0                6.7                 1.0                 0.5                 0.7                 

全体

⼩学5年⽣

中学2年⽣
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２．同居している家族  

問 2 お子さんと同居し、生計を同一にしているご家族の構成と人数をお答えください。単

身赴任中の方や学業のために世帯を離れているお子さんがいる場合には、ご家族の人数

に含めて教えてください。（a～hそれぞれについて、あてはまるもの１つに○） 

 

● 同居している家族の人数は、合計で「４人」が 41.1％でもっとも高く、続いて「５人」の 30.0％

であった。また、「２人」と回答した人は 2.0％であった。 

 

ｈ）合計（回答者、対象の子どもを含む） 

上段:人（ｎ）、下段:％　　　
合計 2人 3人 4人 5人 6人 7人 8人 9人 10人

以上
無回答
・不明

988          20            101          406          296          81            38            10            2              1              33            
100.0       2.0           10.2         41.1         30.0         8.2           3.8           1.0           0.2           0.1           3.3           

587          11            52            249          181          42            24            6              2              -                20            
100.0       1.9           8.9           42.4         30.8         7.2           4.1           1.0           0.3           -                3.4           

401          9              49            157          115          39            14            4              -                1              13            
100.0       2.2           12.2         39.2         28.7         9.7           3.5           1.0           -                0.2           3.2           

全体

⼩学5年⽣

中学2年⽣
 

 

 

 

各続柄については、下記のとおり。 

 

ａ）祖母 

上段:人（ｎ）、下段:％　　　
合計 いない 1人 2人 無回答・不明

988                629                 113                4                    242                
100.0             63.7                11.4               0.4                 24.5               

587                387                 64                  2                    134                
100.0             65.9                10.9               0.3                 22.8               

401                242                 49                  2                    108                
100.0             60.3                12.2               0.5                 26.9               

全体

⼩学5年⽣

中学2年⽣
 

   

ｂ）祖父 

上段:人（ｎ）、下段:％　　　
合計 ０人 1人 2人 無回答

・不明
988                653                 85                  1                    249                

100.0             66.1                8.6                 0.1                 25.2               
587                401                 47                  -                     139                

100.0             68.3                8.0                 -                     23.7               
401                252                 38                  1                    110                

100.0             62.8                9.5                 0.2                 27.4               

全体

⼩学5年⽣

中学2年⽣
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ｃ）母親 

上段:人（ｎ）、下段:％　　　
合計 ０人 1人

以上
無回答
・不明

988                13                   949                26                  
100.0             1.3                  96.1               2.6                 

587                6                     568                13                  
100.0             1.0                  96.8               2.2                 

401                7                     381                13                  
100.0             1.7                  95.0               3.2                 

全体

⼩学5年⽣

中学2年⽣
 

 

 

ｄ）父親 

上段:人（ｎ）、下段:％　　　
合計 ０人 1人

以上
無回答
・不明

988                80                   870                38                  
100.0             8.1                  88.1               3.8                 

587                45                   525                17                  
100.0             7.7                  89.4               2.9                 

401                35                   345                21                  
100.0             8.7                  86.0               5.2                 

全体

⼩学5年⽣

中学2年⽣
 

 

ｅ）姉・兄 

上段:人（ｎ）、下段:％　　　
合計 0人 1人 2人 3人 4人以上 無回答

・不明
988                299                 377                119                14                  10                  169                

80.5               30.3                38.2               12.0               1.4                 1.0                 17.1               
587                176                 222                80                  10                  5                    94                  

100.0             30.0                37.8               13.6               1.7                 0.9                 16.0               
401                123                 155                39                  4                    5                    75                  

100.0             30.7                38.7               9.7                 1.0                 1.2                 18.7               

全体

⼩学5年⽣

中学2年⽣
 

 

ｆ）妹・弟 

上段:人（ｎ）、下段:％　　　
合計 0人 1人 2人 3人 4人以上 無回答

・不明
988                307                 353                133                15                  1                    179                

80.3               31.1                35.7               13.5               1.5                 0.1                 18.1               
587                195                 202                81                  8                    1                    100                

100.0             33.2                34.4               13.8               1.4                 0.2                 17.0               
401                112                 151                52                  7                    -                     79                  

100.0             27.9                37.7               13.0               1.7                 -                     19.7               

全体

⼩学5年⽣

中学2年⽣
 

 

ｇ）その他 

上段:人（ｎ）、下段:％　　　
合計 0人 1人 2人 3人 4人以上 無回答

・不明
988                561                 14                  2                    1                    2                    408                

58.4               56.8                1.4                 0.2                 0.1                 0.2                 41.3               
587                345                 10                  1                    -                     2                    229                

100.0             58.8                1.7                 0.2                 -                     0.3                 39.0               
401                216                 4                    1                    1                    -                     179                

100.0             53.9                1.0                 0.2                 0.2                 -                     44.6               

全体

⼩学5年⽣

中学2年⽣
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３．親の年齢  

問３ お子さんの親の現在の年齢についてお答えください。 

 

● 子どもの親の年齢については、母親では、「40代」60.6％で最も多く、父親においても、「40 代」

が 53.2％で最も多くなった。 

 

【母親】 

上段:人（ｎ）、下段:％　　　
合計 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

・不明
988                2                     258                599                80                  2                    47                  

100.0             0.2                  26.1               60.6               8.1                 0.2                 4.8                 
587                2                     201                332                25                  -                     27                  

100.0             0.3                  34.2               56.6               4.3                 -                     4.6                 
401                -                       57                  267                55                  2                    20                  

100.0             -                       14.2               66.6               13.7               0.5                 5.0                 
中学2年⽣

全体

⼩学5年⽣

 

 

【父親】 

上段:人（ｎ）、下段:％　　　
合計 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

・不明
988                -                       176                526                153                14                  119                

100.0             -                       17.8               53.2               15.5               1.4                 12.0               
587                -                       143                302                68                  7                    67                  

100.0             -                       24.4               51.4               11.6               1.2                 11.4               
401                -                       33                  224                85                  7                    52                  

100.0             -                       8.2                 55.9               21.2               1.7                 13.0               

全体

⼩学5年⽣

中学2年⽣
 

 

 

４．単身赴任中の方の有無 

問 4  お子さんのご家族のうち、現在単身赴任中の方はいらっしゃいますか。（１～３につい

ては、あてはまるものすべてに○） 

 

● 単身赴任中の方の状況については、「父親が単身赴任中」が 5.3％、「母親が単身赴任中」が 0％

だった。 

 

上段:人（ｎ）、下段:％　　　
合計 お⼦さんの⺟親

が単身赴任中
お子さんの父親
が単身赴任中 その他 単身赴任中の

者はいない
無回答
・不明

988                -                       52                  14                  899                23                  
100.0             -                       5.3                 1.4                 91.0               2.3                 

587                -                       33                  7                    538                9                    
100.0             -                       5.6                 1.2                 91.7               1.5                 

401                -                       19                  7                    361                14                  
100.0             -                       4.7                 1.7                 90.0               3.5                 

⼩学5年⽣

中学2年⽣

全体
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５．婚姻の状況 

問 5  お子さんと同居し、生計を同一にしている親の婚姻状況を教えてください。（あてはま

るもの１つに○） 

● 子どもの親の婚姻状況については、「結婚している（再婚や事実婚を含む。）」が 86.8％、「離婚」

が 8.3％、「死別」が 1.3％、「未婚」が 1.0％となっていた。 

このうち、「離婚」、「死別」、「未婚」を合わせた「ひとり親世帯」は 10.6％だった。 

また、（１）子どもとの続柄、（２）同居している家族のｃ）母親、ｄ）父親の回答結果から「ひ

とり親世帯」の「母子家庭」、「父子家庭」を判別すると、「ひとり親世帯」のうち、「母子家庭」

が 67.6％、「父子家庭」が 7.6％だった。 

 

上段:人（ｎ）、下段:％　　　

合計
結婚している
（再婚や事実婚
を含む。）

離婚 死別 未婚 わからない いない 無回答
・不明

988                858                 82                  13                  10                  -                     10                  15                  
100.0             86.8                8.3                 1.3                 1.0                 -                     1.0                 1.5                 

587                518                 43                  8                    6                    -                     7                    5                    
100.0             88.2                7.3                 1.4                 1.0                 -                     1.2                 0.9                 

401                340                 39                  5                    4                    -                     3                    10                  
100.0             84.8                9.7                 1.2                 1.0                 -                     0.7                 2.5                 

全体

⼩学5年⽣

中学2年⽣
 

 

上段:人（ｎ）、下段:％　　　
合計 ふたり親世帯 ひとり親世帯 無回答

・不明
988                858                 105                25                  

100.0             86.8                10.6               2.5                 
587                518                 57                  12                  

100.0             88.2                9.7                 2.0                 
401                340                 48                  13                  

100.0             84.8                12.0               3.2                 

全体

⼩学5年⽣

中学2年⽣
 

 

上段:人（ｎ）、下段:％　　　
合計 父子家庭 ⺟⼦家庭 無回答

・不明
105                8                     71                  26                  

100.0             7.6                  67.6               24.8               
ひとり親世帯
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６．家庭での使用言語 

問 6 ご家庭ではどれくらい、日本語以外の言語を使用していますか。（あてはまるもの１つ

に○）  

● 家庭での使用言語については、「日本語のみを使用している」が 97.3％、「日本語以外の言語も

使用しているが、日本語の方が多い」が 1.7％、日本語以外の言語を使うことが多い」が 0.1％

となった。 

上段:人（ｎ）、下段:％　　　

合計 日本語のみを使
用している

日本語以外の
言語も使用して
いるが、日本語
の方が多い

日本語以外の
言語を使うこと
が多い

無回答
・不明

988                961                 17                  1                    9                    
100.0             97.3                1.7                 0.1                 0.9                 

587                569                 12                  1                    5                    
100.0             96.9                2.0                 0.2                 0.9                 

401                392                 5                    -                     4                    
100.0             97.8                1.2                 -                     1.0                 

全体

⼩学5年⽣

中学2年⽣
 

 

 

７．親の学歴 

問 7  お子さんの親が卒業・修了した学校をお答えください。（a,bそれぞれについて、あて

はまるもの 1 つに○） 

● 子どもの親の最終学歴については、母親では「中学、高校」が 26.8％、「中学、高校、専門学

校」が 21.4％、「中学、高校、短大」が 22.2％となっており、「大学またはそれ以上」（「中学、

高校（または５年制での高等専門学校）、大学」と「中学、高校（または５年制での高等専門学

校）、大学、大学院」の合計）は、22.3％だった。 

父親においては、「中学、高校」が 27.8％、「中学、高校（または５年制での高等専門学校）、

大学」が 27.8％となった。 

なお、母親と父親の最終学歴の組み合わせにおいては、「両親ともに大学以上」が 15.7％、「両

親のどちらかが大学以上」が 28.1％だった。 

 

【母親】 

上段:人（ｎ）、下段:％　　　

合計 中学 中学、高校 中学、高校、
専門学校

中学、5年制の
高等専門学校

中学、高校、
短大

988                36                   265                211                8                    219                
100.0             3.6                  26.8               21.4               0.8                 22.2               

587                19                   149                135                5                    118                
100.0             3.2                  25.4               23.0               0.9                 20.1               

401                17                   116                76                  3                    101                
100.0             4.2                  28.9               19.0               0.7                 25.2               

中学2年⽣

⼩学5年⽣

全体
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上段:人（ｎ）、下段:％　　　

合計
中学、高校 (ま
たは5年制の⾼
等専門学校)、

大学

中学、高校 (ま
たは5年制の⾼
等専門学校)、
大学、大学院

その他 わからない いない 無回答・不明

988                166                54                  6                    3                    2                    18                  
100.0             16.8               5.5                 0.6                 0.3                 0.2                 1.8                 

587                110                36                  4                    2                    -                     9                    
100.0             18.7               6.1                 0.7                 0.3                 -                     1.5                 

401                56                  18                  2                    1                    2                    9                    
100.0             14.0               4.5                 0.5                 0.2                 0.5                 2.2                 

中学2年⽣
⼩学5年⽣
全体

 

 

 

【父親】 

上段:人（ｎ）、下段:％　　　

合計 中学 中学、高校 中学、高校、
専門学校

中学、5年制の
高等専門学校

中学、高校、
短大

988                36                   275                150                7                    52                  
100.0             3.6                  27.8               15.2               0.7                 5.3                 

587                26                   161                97                  5                    30                  
100.0             4.4                  27.4               16.5               0.9                 5.1                 

401                10                   114                53                  2                    22                  
100.0             2.5                  28.4               13.2               0.5                 5.5                 

⼩学5年⽣

中学2年⽣

全体

 

上段:人（ｎ）、下段:％　　　

合計
中学、高校

(または5年制の
高等専門学
校)、大学

中学、高校 (ま
たは5年制の⾼
等専門学校)、
大学、大学院

その他 わからない いない 無回答・不明

988                275                98                  4                    5                    20                  66                  
100.0             27.8               9.9                 0.4                 0.5                 2.0                 6.7                 

587                156                61                  4                    2                    13                  32                  
100.0             26.6               10.4               0.7                 0.3                 2.2                 5.5                 

401                119                37                  -                     3                    7                    34                  
100.0             29.7               9.2                 -                     0.7                 1.7                 8.5                 

⼩学5年⽣
中学2年⽣

全体

 

 

 

【母親と父親の最終学歴の組み合わせ】 

上段:人（ｎ）、下段:％　　　
合計 両親ともに

大学以上
両親どちらか
が大学以上 その他 無回答

・不明
988                155                 278                481                74                  

100.0             15.7                28.1               48.7               7.5                 
587                104                 152                292                39                  

100.0             17.7                25.9               49.7               6.6                 
401                51                   126                189                35                  

100.0             12.7                31.4               47.1               8.7                 

全体

⼩学5年⽣

中学2年⽣
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第２章 保護者票の調査結果  

 

１．経済的な状況、暮らしの状況 

（１）世帯の年間収入 

問 18  世帯全体のおおよその年間収入（税込）はいくらですか。（あてはまるもの 1 つに○） 

0.4% 1.1% 1.1% 1.2%
2.5% 3.0% 3.6% 3.7%

5.0%

7.7%

13.6% 13.7%
11.8%

6.7%
5.9%

10.3%
8.6%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

5
0万

円
未
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0
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未
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0
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0
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円
未
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円
未
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0
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0
〜
5
0
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未
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0
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0
0万

円
未
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0
0
〜
7
0
0万

円
未
満

7
0
0
〜
8
0
0万
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未
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0
0
〜
9
0
0万

円
未
満

9
0
0
〜
1
0
0
0万

円
未

満

1
0
0
0万

円
以

上

無
回
答

・
不
明

図１ 世帯全体の年間収入（全体）

全体（ｎ＝988）

 

● 世帯全体の年間収入（税込）については、全体では、「600～700万円未満」が 13.7％で最も割

合が多く、続いて「500～600万円未満」（13.6％）、「700～800万円未満」（11.8％）となった。 

 

 

0.7% 1.0% 0.7% 1.0%
2.7% 3.4% 3.7% 3.4%

5.3%
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13.8% 14.1%
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上

無
回
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・

不
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図２ 世帯全体の年間収入（小学５年生）

小学5年生（ｎ＝587）
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無
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不
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図３ 世帯全体の年間収入（中学２年生）

中学2年生（ｎ＝401）

 

 

● また、得られた年間収入の結果を基に等価世帯収入による分類も行ったところ、等価世帯収入

の中央値は 2,907,000円、中央値の 1/2 の値は、1,453,500 円となり、下記の結果となった。

分類の結果、等価世帯収入の水準が貧困率の数字となる「中央値の 1/2未満」は全体で 9.3％、

小学５年生で 9.2％、中学２年生で 9.5％だった。 

 

【全体（学年別）】 

9.3 

9.2 

9.5 

78.9 

78.7 

79.3 

11.7 

12.1 

11.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

等価世帯収入（ｎ＝988）

中央値の1/2未満

中央値の1/2以上

無回答・不明
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● 世帯の状況別に等価世帯収入の分類を行ったところ、下記の結果となった。 

「中央値の 1/2 未満」の割合は、「ひとり親世帯」で 43.8％、「ふたり親世帯」で 5.1％となっ

ており、大きな差がみられた。 

 

【世帯の状況別】 

9.3 

5.1 

43.8 

8.0 

80.2 

84.7 

42.9 

32.0 

10.5 

10.1 

13.3 

60.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

その他
（ｎ＝25）

等価世帯収入（ｎ＝988）

中央値の1/2未満
中央値の1/2以上
無回答・不明

 

● 母親と父親の最終学歴の組み合わせによる等価世帯収入の分類を行ったところ、「両親ともに大

学以上」、「両親のどちらかが大学以上」では、等価世帯年収が下がるに従い、割合も減少する

傾向がみられた。 

16.2 

1.1 

17.9 

28.8 

8.7 

31.2 

54.6 

89.1 

50.5 

0.5 

1.1 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

中央値の1/2

未満
（ｎ＝92）

中央値の1/2

以上
（ｎ＝780）

保護者の学歴（ｎ＝872）

両親ともに大学以上

両親のどちらかが大
学以上
その他

無回答・不明
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（２）暮らしの状況 

問 17  あなたは現在の暮らしの状況をどのように感じていますか。（あてはまるもの 1 つに

○） 

 

● 現在の暮らしの状況では、「苦しい」と「大変苦しい」を合わせた割合が、全体では 25.9％、

小学５年生では 25.4％、中学２年生では 26.4％とどの層も同じくらいの結果となった。 

また、等価世帯収入で分類した結果では、等価世帯収入が減少するに従い、「苦しい」と「大変

苦しい」の割合は増加していき、「中央値の 1/2以上」と「中央値の 1/2未満」では約 2.1倍の

差となった。 

世帯の状況別の結果では、「ひとり親世帯」と「ふたり親世帯」で「苦しい」と「大変苦しい」

を合わせた割合に約 2.4倍の差がみられた。 

 

【全体（学年別）】 

1.5 

1.4 

1.7 

10.6 

10.4 

11.0 

60.9 

62.2 

59.1 

21.0 

20.6 

21.4 

4.9 

4.8 

5.0 

1.1 

0.7 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

現在の暮らしの状況（ｎ＝９８８）

大変ゆとりがある
ゆとりがある
ふつう
苦しい
大変苦しい
無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

1.6 

1.1 

1.7 

10.6 

1.1 

11.7 

61.2 

47.8 

62.8 

21.4 

31.5 

20.3 

4.6 

17.4 

3.1 

0.6 

1.1 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

中央値の1/2

未満
（ｎ＝92）

中央値の1/2

以上
（ｎ＝780）

現在の暮らしの状況（ｎ＝８７２）

大変ゆとりがある
ゆとりがある
ふつう
苦しい
大変苦しい
無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

1.6 

1.7 

-

10.7 

11.3 

5.7 

61.0 

63.5 

40.0 

21.3 

19.0 

40.0 

4.7 

3.5 

14.3 

0.8 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

現在の暮らしの状況（ｎ＝９６３）

大変ゆとりがある
ゆとりがある
ふつう
苦しい
大変苦しい
無回答・不明
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（３）食料が買えなかった経験 

問 19  あなたの世帯では、過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする食料が

買えないことがありましたか。ただし、嗜好品は含みません。（あてはまるもの 1 つ

に○） 

 

● 過去 1年間に食料が買えなかった経験については、全体では「よくあった」が 1.4％、「ときど

きあった」が 4.7％「まれにあった」が 9.2％となっており、合わせた割合は 15.3％だった。 

等価世帯収入別では、「中央値の 1/2 未満」では、「よくあった」から「まれにあった」までの

合計の割合が 42.4％となっていた。 

世帯の状況別では、「よくあった」から「まれにあった」までの合計の割合は、「ふたり親世帯」

では 12.8％、「ひとり親世帯」では 38.1％だった。 

 

【全体（学年別）】 

1.4 

1.0 

2.0 

4.7 

5.5 

3.5 

9.2 

8.9 

9.7 

82.8 

83.1 

82.3 

1.9 

1.5 

2.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

過去1年間の食料が買えなかった経験（ｎ＝９８８）

よくあった
ときどきあった
まれにあった
まったくなかった
無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

1.4 

7.6 

0.6 

4.6 

10.9 

3.8 

9.3 

23.9 

7.6 

84.4 

56.5 

87.7 

0.3 

1.1 

0.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

中央値の1/2

未満
（ｎ＝92）

中央値の1/2

以上
（ｎ＝780）

過去1年間の食料が買えなかった経験（ｎ＝８７２）

よくあった
ときどきあった
まれにあった
まったくなかった
無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

1.3 

0.8 

5.7 

4.8 

4.0 

11.4 

9.4 

8.0 

21.0 

83.4 

86.1 

61.0 

1.0 

1.0 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

過去1年間の食料が買えなかった経験（ｎ＝９６３）

よくあった
ときどきあった
まれにあった
まったくなかった
無回答・不明
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（４）衣服が買えなかった経験 

問 20  あなたの世帯では、過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする衣服が

買えないことがありましたか。ただし、高価な衣服や貴金属・宝飾品は含みません。

（あてはまるもの 1 つに○） 

● 過去 1年間に衣服が買えなかった経験については、全体では「よくあった」が 1.4％、「ときど

きあった」が 6.3％「まれにあった」が 11.1％となっており、合わせた割合は 18.8％だった。 

等価世帯収入別では、「中央値の 1/2 未満」では、「よくあった」から「まれにあった」までの

合計の割合が 45.7％となっていた。 

世帯の状況別では、「よくあった」から「まれにあった」までの合計の割合は、「ふたり親世帯」

では 16.3％、「ひとり親世帯」では 38.1％だった。 

 

【全体（学年別） 

1.4 

1.7 

1.0 

6.3 

6.6 

5.7 

11.1 

10.7 

11.7 

80.1 

80.4 

79.6 

1.1 

0.5 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

過去1年間の衣服が買えなかった経験（ｎ＝９８８）

よくあった
ときどきあった
まれにあった
まったくなかった
無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

1.4 

7.6 

0.6 

6.1 

17.4 

4.7 

10.9 

20.7 

9.7 

81.2 

53.3 

84.5 

0.5 

1.1 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

中央値の1/2

未満
（ｎ＝92）

中央値の1/2

以上
（ｎ＝780）

過去1年間の衣服が買えなかった経験（ｎ＝８７２）

よくあった
ときどきあった
まれにあった
まったくなかった
無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

1.3 

0.8 

5.7 

6.2 

5.2 

14.3 

11.1 

10.3 

18.1 

80.7 

83.1 

61.0 

0.6 

0.6 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

過去1年間の衣服が買えなかった経験（ｎ＝９６３）

よくあった
ときどきあった
まれにあった
まったくなかった
無回答・不明
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（５）公共料金における未払いの経験 

問 21  あなたの世帯では、過去１年の間に、以下の料金について、経済的な理由で未払い

になったことがありましたか。（1～3 について、あてはまるものすべてに○） 

● 過去 1 年間に「電気料金」、「ガス料金」、「水道料金」を経済的な理由で払えなかった人の割合

は、それぞれ、2.1％、1.4％、1.6％となった。 

等価世帯収入別では、「中央値の 1/2 未満」でどの料金においても 8％以上となり、「中央値の

1/2以上」と比べて大きな差がみられた。 

世帯の状況別では、「ひとり親世帯」で約 4％以上となっており、「ふたり親世帯」と比べて大き

な差がみられた。 

 

【全体（学年別）】 

2.1 

1.4 

1.6 

3.2 

2.6 

1.0 

1.5 

2.9 

1.5 

2.0 

1.7 

3.7 

 -  10.0  20.0  30.0

電気料金

ガス料金

水道料金

いずれか1つ
以上に該当

過去１年間の未払い経験（ｎ＝９８８）

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）
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【等価世帯収入別】 

1.8 

1.5 

1.5 

3.0 

9.8 

8.7 

8.7 

15.2 

0.9 

0.6 

0.6 

1.5 

 -  10.0  20.0  30.0

電気料金

ガス料金

水道料金

いずれか1つ
以上に該当

過去１年間の未払い経験（ｎ＝８７２）

全体

中央値の1/2未満
（ｎ＝92）
中央値の1/2以上
（ｎ＝780）
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【世帯の状況別】 

1.9 

1.3 

1.7 

3.0 

1.4 

1.0 

1.2 

2.1 

5.7 

3.8 

5.7 

10.5 

 -  10.0  20.0  30.0

電気料金

ガス料金

水道料金

いずれか1つ
以上に該当

過去１年間の未払い経験（ｎ＝９６３）

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）
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２．保護者の就労の状況 

（１）母親・父親の就労状況 

問 8 お子さんの親の就労状況についてあてはまるものを回答してください。 

（a,bそれぞれについて、あてはまるもの１つに○） 

 

【母親】 

● 母親の就労状況について、全体では「パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員」が 40.3％で

最も高く、続いて「正社員・正規職員・会社役員」が 33.3％となった。また、「働いていない」

は 11.7％だった。 

等価世帯収入別において、「中央値の 1/2 未満」では「パート・アルバイト・日雇い・非常勤職

員」が 54.3％と半数を超えており、「正社員・正規職員・会社役員」は 18.5％と「中央値の 1/2

以上」と比べて大きな差がみられた。 

世帯の状況別では、各層とも大きな差はみられなかった。 

 

【全体（学年別）】 

33.3 

31.9 

35.4 

5.5 

5.1 

6.0 

40.3 

42.1 

37.7 

6.7 

7.2 

6.0 

11.7 

11.9 

11.5 

0.5 

0.3 

0.7 

0.4 

0.2 

0.7 

1.6 

1.4 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

⺟親の就労状況（ｎ＝９８８）

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤
職員
自営業 (家族従業者、内職、自由業、
フリーランスを含む)
働いていない (専業主婦／主夫を含
む)
わからない

いない

無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

33.9 

18.5 

35.8 

5.6 

7.6 

5.4 

40.7 

54.3 

39.1 

6.3 

9.8 

5.9 

11.9 

7.6 

12.4 

0.2 

0.3 

0.2 

1.1 

0.1 

1.0 

1.1 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2
未満

（ｎ＝92）

中央値の1/2
以上

（ｎ＝780）

⺟親の就労状況（ｎ＝８７２）

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤
職員
自営業 (家族従業者、内職、自由業、
フリーランスを含む)
働いていない (専業主婦／主夫を含む)

わからない

いない

無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

33.6 

36.2 

33.3 

5.4 

7.6 

5.1 

40.7 

37.1 

41.1 

6.6 

3.8 

7.0 

11.9 

3.8 

12.9 

0.3 

1.9 

0.1 

0.2 

1.9 

1.1 

7.6 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

⺟親の就労状況（ｎ＝９６３）

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤
職員
自営業 (家族従業者、内職、自由業、
フリーランスを含む)
働いていない (専業主婦／主夫を含
む)
わからない

いない

無回答・不明
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【父親】 

● 父親の就労状況について、全体では「正社員・正規職員・会社役員」の割合が最も高く75％

以上だった。 

等価世帯収入別では、「中央値の 1/2 未満」で「正社員・正規職員・会社役員」が 30.4％と

「中央値の 1/2以上」の「正社員・正規職員・会社役員」（85.0%）と比べ、少ない結果とな

った。 

世帯の状況別では、「ひとり親世帯」で 50％以上が「わからない」、「いない」、「無回答・不

明」という結果となった。 

 

 【全体（学年別）】 

77.6 

78.7 

76.1 

1.1 

0.7 

1.7 

0.6 

0.7 

0.5 

10.3 

10.6 

10.0 

0.5 

0.3 

0.7 

0.3 

0.5 

2.4 

2.9 

1.7 

7.1 

5.6 

9.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

父親の就労状況（ｎ＝９８８）

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職
員
自営業 (家族従業者、内職、自由業、フ
リーランスを含む)
働いていない (専業主婦／主夫を含む)

わからない

いない

無回答・不明

 

 



第３部 山口市子どもの貧困対策推進計画に係るアンケート調査の結果（第２章 保護者票の調査結果） 

- 117 - 

 

【等価世帯収入別】 

79.2 

30.4 

85.0 

1.3 

1.4 

0.6 

3.3 

0.3 

9.7 

16.3 

9.0 

0.6 

3.3 

0.3 

0.2 

1.1 

0.1 

2.4 

13.0 

1.2 

6.0 

32.6 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2

未満
（ｎ＝92）

中央値の1/2

以上
（ｎ＝780）

父親の就労状況（ｎ＝８７２）

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職
員
自営業 (家族従業者、内職、自由業、フ
リーランスを含む)

働いていない (専業主婦／主夫を含む)

わからない

いない

無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

78.7 

86.7 

13.3 

1.1 

1.3 

0.6 

0.6 

1.0 

10.3 

10.6 

7.6 

0.5 

0.5 

1.0 

0.2 

1.9 

2.2 

20.0 

6.3 

0.3 

55.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

父親の就労状況（ｎ＝９６３）

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職
員
自営業 (家族従業者、内職、自由業、フ
リーランスを含む)
働いていない (専業主婦／主夫を含む)

わからない

いない

無回答・不明
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（２）働いていない理由 

問９ 前の質問で「５ 働いていない」と答えた場合、働いていない最も主な理由を教えて 

ください。(a、bそれぞれについて、あてはまるもの１つに○) 

    

【母親】 

● 母親の働いていない理由としては、全体では「子育てを優先したいため」が 56.0％で最も

多い割合となった。 

等価世帯収入別の「中央値の 1/2未満」では、「子育てを優先したいため」の割合が 57.1％

と最も多い結果となった。 

世帯の状況別の「ひとり親世帯」では、「子育てを優先したいため」の理由のみだった。 

 

【全体（学年別）】 

16.4 

14.3 

19.6 

56.0 

55.7 

56.5 

3.4 

5.7 

4.3 

4.3 

4.3 

12.9 

11.4 

15.2 

6.9 

8.6 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝70）

中学2年生
（ｎ＝46）

⺟親の非就労理由（ｎ＝１１６）

働きたいが、希望する条件の仕事がない
ため
子育てを優先したいため

家族の介護・介助のため

自分の病気や障害のため

通学しているため

その他の理由

無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

17.3 

14.3 

17.5 

55.8 

57.1 

55.7 

2.9 

3.1 

4.8 

14.3 

4.1 

13.5 

14.3 

13.4 

5.8 

6.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2

未満
（ｎ＝7）

中央値の1/2

以上
（ｎ＝97）

⺟親の非就労理由（ｎ＝１１６）

働きたいが、希望する条件の仕事がない
ため
子育てを優先したいため

家族の介護・介助のため

自分の病気や障害のため

通学しているため

その他の理由

無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

16.5 

17.1 

56.5 

55.9 

75.0 

3.5 

3.6 

4.3 

4.5 

12.2 

12.6 

7.0 

6.3 

25.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝111）

ひとり親世帯
（ｎ＝4）

⺟親の非就労理由（ｎ＝１１６）

働きたいが、希望する条件の仕事がない
ため
子育てを優先したいため

家族の介護・介助のため

自分の病気や障害のため

通学しているため

その他の理由

無回答・不明
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【父親】 

● 父親の働いていない理由としては、全体では「自分の病気や障害のため」が 60.0％と最も多い

割合となった。 

等価世帯収入別、世帯の状況別ともに、「その他の理由」を除くと、「自分の病気や障害のため」

の理由のみだった。 

 

【全体（学年別）】 

60.0 

50.0 

66.7 

20.0 

33.3 

20.0 

50.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝2）

中学2年生
（ｎ＝3）

父親の非就労理由（ｎ＝５）

働きたいが、希望する条件の仕事がない
ため
子育てを優先したいため

家族の介護・介助のため

自分の病気や障害のため

通学しているため

その他の理由

無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

-

-

-

-

60.0 

33.3 

100.0 

20.0 

33.3 

20.0 

33.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2

未満
（ｎ＝3）

中央値の1/2

以上
（ｎ＝2）

父親の非就労理由（ｎ＝５）

働きたいが、希望する条件の仕事がない
ため
子育てを優先したいため

家族の介護・介助のため

自分の病気や障害のため

通学しているため

その他の理由

無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

60.0 

75.0 

20.0 

25.0 

20.0 

100.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝4）

ひとり親世帯
（ｎ＝1）

父親の非就労理由（ｎ＝５）

働きたいが、希望する条件の仕事がない
ため
子育てを優先したいため

家族の介護・介助のため

自分の病気や障害のため

通学しているため

その他の理由

無回答・不明
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３．保育の状況 

（１）子どもが０～２歳の時に通っていた教育・保育施設等 

問 10 お子さんが０～２歳の間に通っていた教育・保育施設等で最も主なもの（期間が長

いもの）をお答えください。（あてはまるもの１つに○） 

● 子どもが０～２歳の時に通っていた教育・保育施設等については、全体では、「もっぱら親・親

族が面倒を見ていた」が 48.1％で最も多く、続いて「認可保育所・認定こども園」が 39.5％と

なった。 

等価世帯収入別では、「中央値の 1/2 未満」で「もっぱら親・親族が面倒を見ていた」の割合が

44.6％、「認可保育所・認定こども園」の割合が 39.1％となっていた。 

世帯の状況別の「ひとり親世帯」では、「認可保育所・認定こども園」の割合が 54.3％と最も多

く、続いて「もっぱら親・親族が面倒を見ていた」が 30.5％で多い結果となった。 

「ふたり親世帯」では、「認可保育所・認定こども園」が 37.9％、「もっぱら親・親族が面倒を

見ていた」が 50.8％となっており、「ひとり親世帯」と逆の結果となる傾向がみられた。 

 

 【全体（学年別）】 

39.5 

41.1 

37.2 

7.0 

7.8 

5.7 

1.8 

2.0 

1.5 

48.1 

45.7 

51.6 

1.0 

1.2 

0.7 

2.6 

2.2 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

０〜２歳間の保育等施設（ｎ＝９８８）

認可保育所・認定こども園

その他の教育・保育等の施設

親・親族以外の個人

もっぱら親・親族が面倒を見ていた

その他

無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

40.1 

39.1 

40.3 

7.1 

4.3 

7.4 

1.9 

3.3 

1.8 

48.2 

44.6 

48.6 

1.0 

4.3 

0.6 

1.6 

4.3 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2
未満

（ｎ＝92）

中央値の1/2
以上

（ｎ＝780）

０〜２歳間の保育等施設（ｎ＝８７２）

認可保育所・認定こども園

その他の教育・保育等の施設

親・親族以外の個人

もっぱら親・親族が面倒を見ていた

その他

無回答・不明

 

 

 

 

【世帯の状況別】 

39.7 

37.9 

54.3 

7.1 

7.2 

5.7 

1.9 

2.0 

1.0 

48.6 

50.8 

30.5 

0.9 

0.7 

2.9 

1.9 

1.4 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

０〜２歳間の保育等施設（ｎ＝９６３）

認可保育所・認定こども園

その他の教育・保育等の施設

親・親族以外の個人

もっぱら親・親族が面倒を見ていた

その他

無回答・不明
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（２）子どもが３～５歳の時に通っていた教育・保育施設等 

問 11 お子さんが３～５歳の間に通っていた教育・保育施設等で最も主なもの（期間が長

いもの）をお答えください。（あてはまるもの１つに○） 

 

● 子どもが３～５歳の時に通っていた教育・保育施設等では、「認可保育所・認定こども園」がど

の層でも 90％以上と多い結果となった。 

等価世帯収入別では、「中央値の 1/2 未満」が 90.2％と「中央値の 1/2以上」よりも少し低い結

果となった。 

世帯の状況別では、「ひとり親世帯」において、「ふたり親世帯」よりも若干低い結果となった。 

 

【全体（学年別）】 

94.3 

95.1 

93.3 

2.7 

2.4 

3.2 

1.6 

1.5 

1.7 

0.2 

0.3 

1.1 

0.7 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

３〜５歳間の保育等施設（ｎ＝９８８）

認可保育所・認定こども園
その他の教育・保育等の施設
親・親族以外の個人
もっぱら親・親族が面倒を見ていた
その他
無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

95.2 

90.2 

95.8 

2.6 

5.4 

2.3 

1.8 

3.3 

1.7 

-

-

0.3 

1.1 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2

未満
（ｎ＝92）

中央値の1/2

以上
（ｎ＝780）

３〜５歳間の保育等施設（ｎ＝８７２）

認可保育所・認定こども園
その他の教育・保育等の施設
親・親族以外の個人
もっぱら親・親族が面倒を見ていた
その他
無回答・不明

 

 

【世帯の状況別】 

95.0 

95.5 

91.4 

2.7 

2.6 

3.8 

1.7 

1.6 

1.9 

0.1 

1.0 

0.5 

0.3 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

３〜５歳間の保育等施設（ｎ＝９６３）

認可保育所・認定こども園

その他の教育・保育等の施設

親・親族以外の個人

もっぱら親・親族が面倒を見ていた

その他

無回答・不明
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４．子どもとの関わり方 

（１）テレビ・ゲーム・インターネット等の視聴時間等のルール 

問１２  あなたとお子さんの関わり方について、次のようなことにどれくらい当てはまります

か。（a～dそれぞれについて、あてはまるもの 1 つに○） 

 

ａ）テレビ・ゲーム・インターネット等の視聴時間等のルールを決めている 

 

● テレビ・ゲーム・インターネット等の視聴時間等のルールの設定については、小学５年生で「あ

てはまる」、「どちらかといえば、あてはまる」を合わせた割合は 75.0％で、中学２年生の 60.1％

よりも高い結果となり、年齢が上がるに従い、自分でルールを決めて、視聴していることが想

定される。 

等価世帯収入別では、「あてはまる」、「どちらかといえば、あてはまる」を合わせた割合は、「中

央値の 1/2 未満」で 55.5％、「中央値の 1/2以上」で 71.2％と、収入が高い方が多くなる傾向

がみられた。 

世帯の状況別では、「あてはまる」、「どちらかといえば、あてはまる」を合わせた割合は、「ふ

たり親世帯」で 70.5％、「ひとり親世帯」で 58.1％となった。 

 

【全体（学年別）】 

31.3 

35.1 

25.7 

37.7 

39.9 

34.4 

17.9 

14.8 

22.4 

12.0 

9.4 

16.0 

1.1 

0.9 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

テレビゲーム・インターネット等の視聴時間等のルールを決めている（ｎ＝９８８）

あてはまる
どちらかといえば、あてはまる
どちらかといえば、あてはまらない
あてはまらない
無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

32.2 

18.5 

33.8 

37.4 

37.0 

37.4 

18.1 

23.9 

17.4 

11.9 

20.7 

10.9 

0.3 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2
未満

（ｎ＝92）

中央値の1/2
以上

（ｎ＝780）

テレビゲーム・インターネット等の視聴時間等のルールを決めている（ｎ＝８７２）

あてはまる
どちらかといえば、あてはまる
どちらかといえば、あてはまらない
あてはまらない
無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

30.8 

31.7 

23.8 

38.3 

38.8 

34.3 

18.1 

17.4 

23.8 

11.9 

11.5 

15.2 

0.8 

0.6 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

テレビゲーム・インターネット等の視聴時間等のルールを決めている（ｎ＝９６３）

あてはまる
どちらかといえば、あてはまる
どちらかといえば、あてはまらない
あてはまらない
無回答・不明
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（２）本や新聞を読むことについて 

問１２  あなたとお子さんの関わり方について、次のようなことにどれくらい当てはまります

か。（a～dそれぞれについて、あてはまるもの 1 つに○） 

 

ｂ）お子さんに本や新聞を読むように勧めている 

 

● 子どもへの本や新聞を読むことの勧めについては、全体では、「あてはまる」、「どちらかといえ

ば、あてはまる」を合わせた割合は 55.3％、「あてはまらない」、「どちらかといえばあてはまら

ない」を合わせた割合が 43.3％と、「あてはまる」、「どちらかといえば、あてはまる」を合わせ

た割合が若干多い結果となった。 

等価世帯収入別では、（１）テレビ・ゲーム・インターネット等の視聴時間等のルール同様に、

「あてはまる」、「どちらかといえば、あてはまる」を合わせた割合が「中央値の 1/2 未満」で

33.7％、「中央値の 1/2以上」で 58.1％と、収入が高い方が多くなる傾向がみられた。 

世帯の状況別でも、（１）テレビ・ゲーム・インターネット等の視聴時間等のルール同様に、「あ

てはまる」、「どちらかといえば、あてはまる」を合わせた割合は、「ふたり親世帯」で 57.5％、

「ひとり親世帯」で 40.9％と、「ふたり親世帯」が「ひとり親世帯」に比べ多い結果となった。 

 

 【全体（学年別）】 

17.9 

17.5 

18.5 

37.4 

39.0 

35.2 

27.5 

29.3 

24.9 

15.8 

13.3 

19.5 

1.3 

0.9 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

お子さんに本や新聞等を読むように勧めている（ｎ＝９８８）

あてはまる
どちらかといえば、あてはまる
どちらかといえば、あてはまらない
あてはまらない
無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

17.2 

9.8 

18.1 

38.3 

23.9 

40.0 

28.1 

34.8 

27.3 

15.8 

30.4 

14.1 

0.6 

1.1 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2

未満
（ｎ＝92）

中央値の1/2

以上
（ｎ＝780）

お子さんに本や新聞等を読むように勧めている（ｎ＝８７２）

あてはまる
どちらかといえば、あてはまる
どちらかといえば、あてはまらない
あてはまらない
無回答・不明

 

 

【世帯の状況別】 

17.9 

18.2 

15.2 

37.8 

39.3 

25.7 

27.7 

27.9 

26.7 

15.6 

13.8 

30.5 

1.0 

0.9 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

お子さんに本や新聞等を読むように勧めている（ｎ＝９６３）

あてはまる
どちらかといえば、あてはまる
どちらかといえば、あてはまらない
あてはまらない
無回答・不明
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（３）絵本の読み聞かせについて 

問１２  あなたとお子さんの関わり方について、次のようなことにどれくらい当てはまります

か。（a～dそれぞれについて、あてはまるもの 1 つに○） 

 

ｃ）お子さんが小さいころ、絵本の読み聞かせをしていた。 

 

● 子どもが小さいころの読み聞かせについては、「あてはまる」、「どちらかといえば、あてはまる」

を合わせた割合が、小学５年生で 76.2％、中学２年生で 79.0％とほぼ同じで、学年による差は

みられなかった。 

等価世帯収入別では、（１）テレビ・ゲーム・インターネット等の視聴時間等のルール同様に、

「あてはまる」、「どちらかといえば、あてはまる」を合わせた割合が「中央値の 1/2 未満」で

66.3％、「中央値の 1/2以上」で 79.9％と、収入が高い方が多くなる傾向がみられた。 

世帯の状況別でも、（１）テレビ・ゲーム・インターネット等の視聴時間等のルール同様に、「あ

てはまる」、「どちらかといえば、あてはまる」を合わせた割合は、「ふたり親世帯」で 79.3％、

「ひとり親世帯」で 67.6％と、「ふたり親世帯」が「ひとり親世帯」に比べ多い結果となった。 

 

 【全体（学年別）】 

40.3 

38.7 

42.6 

37.0 

37.5 

36.4 

16.2 

17.7 

14.0 

5.0 

5.1 

4.7 

1.5 

1.0 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

お子さんが小さいころ、絵本の読み聞かせをしていた（ｎ＝９８８）

あてはまる
どちらかといえば、あてはまる
どちらかといえば、あてはまらない
あてはまらない
無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

41.1 

38.0 

41.4 

37.4 

28.3 

38.5 

16.3 

20.7 

15.8 

4.7 

12.0 

3.8 

0.6 

1.1 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2
未満

（ｎ＝92）

中央値の1/2
以上

（ｎ＝780）

お子さんが小さいころ、絵本の読み聞かせをしていた（ｎ＝８７２）

あてはまる
どちらかといえば、あてはまる
どちらかといえば、あてはまらない
あてはまらない
無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

40.4 

40.4 

40.0 

37.7 

38.9 

27.6 

16.3 

15.7 

21.0 

4.5 

4.0 

8.6 

1.1 

0.9 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

お子さんが小さいころ、絵本の読み聞かせをしていた（ｎ＝９６３）

あてはまる
どちらかといえば、あてはまる
どちらかといえば、あてはまらない
あてはまらない
無回答・不明
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（４）勉強や成績の話について 

問１２  あなたとお子さんの関わり方について、次のようなことにどれくらい当てはまります

か。（a～dそれぞれについて、あてはまるもの 1 つに○） 

 

ｄ）お子さんから、勉強や成績のことについて話をしてくれる 

 

● 子どもからの勉強や成績についての話がけについては、「あてはまる」、「どちらかといえば、あ

てはまる」を合わせた割合が、小学５年生で 79.4％、中学２年生で 76.3％と、小学５年生が若

干多い割合となった。 

等価世帯収入別では、（１）テレビ・ゲーム・インターネット等の視聴時間等のルール同様に、

「あてはまる」、「どちらかといえば、あてはまる」を合わせた割合が「中央値の 1/2 未満」で

66.3％、「中央値の 1/2以上」で 81.1％と、収入が高い方が多くなる傾向がみられた。 

世帯の状況別でも、（１）テレビ・ゲーム・インターネット等の視聴時間等のルール同様に、「あ

てはまる」、「どちらかといえば、あてはまる」を合わせた割合は、「ふたり親世帯」で 80.1％、

「ひとり親世帯」で 67.6％と、「ふたり親世帯」が「ひとり親世帯」に比べ多い結果となった。 

 

 【全体（学年別）】 

41.1 

39.0 

44.1 

37.0 

40.4 

32.2 

15.3 

15.0 

15.7 

5.0 

4.4 

5.7 

1.6 

1.2 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

お子さんから、勉強や成績のことについて話をしてくれる（ｎ＝９８８）

あてはまる
どちらかといえば、あてはまる
どちらかといえば、あてはまらない
あてはまらない
無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

42.9 

33.7 

44.0 

36.6 

32.6 

37.1 

15.0 

25.0 

13.8 

4.9 

7.6 

4.6 

0.6 

1.1 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2

未満
（ｎ＝92）

中央値の1/2

以上
（ｎ＝780）

お子さんから、勉強や成績のことについて話をしてくれる（ｎ＝８７２）

あてはまる
どちらかといえば、あてはまる
どちらかといえば、あてはまらない
あてはまらない
無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

41.5 

41.5 

41.9 

37.2 

38.6 

25.7 

15.2 

14.2 

22.9 

4.8 

4.7 

5.7 

1.3 

1.0 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

お子さんから、勉強や成績のことについて話をしてくれる（ｎ＝９６３）

あてはまる
どちらかといえば、あてはまる
どちらかといえば、あてはまらない
あてはまらない
無回答・不明
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５．学校との関わり・参加 

（１）学校行事への参加 

問１３  あなたは、次のようなことをどの程度していますか。（a、b それぞれについて、あて

はまるもの１つに○） 

 

ａ）授業参観や運動会などの学校行事への参加 

 

● 学校行事への参加については、全体、等価世帯収入別および世帯の状況別では、どの層も「よ

く参加している」と「ときどき参加している」を合わせた割合が 90％以上と、多い結果になっ

ていた。 

 

 【全体（学年別）】 

75.7 

83.1 

64.8 

20.3 

14.1 

29.4 

2.6 

1.9 

3.7 

0.3 

0.3 

0.2 

1.0 

0.5 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

授業参観や運動会などの学校行事への参加（ｎ＝９８８）

よく参加している
ときどき参加している
あまり参加していない
まったく参加していない
無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

76.4 

64.1 

77.8 

20.5 

29.3 

19.5 

2.4 

5.4 

2.1 

0.2 

1.1 

0.1 

0.5 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2
未満

（ｎ＝92）

中央値の1/2
以上

（ｎ＝780）

授業参観や運動会などの学校行事への参加（ｎ＝８７２）

よく参加している
ときどき参加している
あまり参加していない
まったく参加していない
無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

76.2 

77.9 

62.9 

20.5 

19.2 

30.5 

2.4 

2.0 

5.7 

0.2 

0.2 

0.7 

0.7 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

授業参観や運動会などの学校行事への参加（ｎ＝９６３）

よく参加している
ときどき参加している
あまり参加していない
まったく参加していない
無回答・不明
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（２）ＰＴＡ活動への参加 

問１３  あなたは、次のようなことをどの程度していますか。（a、b それぞれについて、あて

はまるもの１つに○） 

 

ｂ）ＰＴＡ活動や保護者会、放課後学習支援等のボランティアなどへの参加 

 

● ＰＴＡ活動や保護者会、放課後学習支援等のボランティアなどへの参加については、全体では

「よく参加している」が 26.0％、「ときどき参加している」が 39.6％となっており、合わせた

割合は 65.6％となっていた。 

等価世帯収入別では、「中央値の 1/2 未満」では「よく参加している」が 20.7％、「ときどき参

加している」が 30.4％で、「中央値の 1/2 以上」では、「よく参加している」が 26.5％。「とき

どき参加している」が 41.5％と、収入が高い方が多くなる傾向がみられた。 

世帯の状況別では、「ひとり親世帯」で「よく参加している」は 26.7％、「ときどき参加してい

る」は 41.6％となっており、合わせた割合は 68.3％だった。 

 

 【全体（学年別）】 

26.0 

26.7 

24.9 

39.6 

39.9 

39.2 

25.6 

25.7 

25.4 

7.6 

7.0 

8.5 

1.2 

0.7 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

ＰＴＡ活動や保護者会、放課後学習支援等のボランティアなどへの参加（ｎ＝９８８）

よく参加している
ときどき参加している
あまり参加していない
まったく参加していない
無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

25.9 

20.7 

26.5 

40.4 

30.4 

41.5 

25.3 

32.6 

24.5 

7.8 

16.3 

6.8 

0.6 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2
未満

（ｎ＝92）

中央値の1/2
以上

（ｎ＝780）

ＰＴＡ活動や保護者会、放課後学習支援等のボランティアなどへの参加（ｎ＝８７２）

よく参加している
ときどき参加している
あまり参加していない
まったく参加していない
無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

 

26.1 

21.0 

26.7 

40.0 

26.7 

41.6 

25.5 

33.3 

24.6 

7.5 

17.1 

6.3 

0.9 

1.9 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

ＰＴＡ活動や保護者会、放課後学習支援等のボランティアなどへの参加（ｎ＝９６３）

よく参加している
ときどき参加している
あまり参加していない
まったく参加していない
無回答・不明
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６．子どもに対する進学期待・展望 

（１）子どもの進学段階に関する希望・展望 

問１４ お子さんは将来、現実的に見てどの学校に進学すると思いますか。（あてはまるものひ

とつに○） 

 

● 子どもの進学への期待、展望については、全体では、「大学まで」が 39.5％と最も多く、続いて

「高校まで」（18.4％）、「専門学校まで」（15.9％）となった。 

等価世帯収入別では、「中央値の 1/2 未満」は「高校まで」が 48.9％と最も多く、「中央値の 1/2

以上」は「大学まで」が 43.3％と最も多い結果となっていた。 

世帯の状況別では、「ひとり親世帯」では「高校まで」が 40.0％、「大学まで」が 21.0％、「専

門学校まで」が 18.1％となった。また、「ふたり親世帯」では「大学まで」が 42.5％、「高校ま

で」および「専門学校まで」が 15.7％だった。 

 

 【全体（学年別）】 

0.3 

0.5 

18.4 

17.5 

19.7 

15.9 

14.7 

17.7 

1.1 

0.7 

1.7 

3.9 

4.1 

3.7 

39.5 

40.4 

38.2 

2.6 

2.7 

2.5 

0.5 

0.5 

0.5 

16.1 

18.1 

13.2 

1.6 

0.9 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

進学希望（ｎ＝９８８）

中学

中学、高校

中学、高校、専門学校

中学、5年制の高等専門学校

中学、高校、短大

中学、高校 (または5年制の高等専門
学校)、大学
中学、高校 (または5年制の高等専門
学校)、大学、大学院
その他

まだわからない

無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

0.2 

2.2 

18.2 

48.9 

14.6 

16.7 

20.7 

16.3 

1.1 

1.3 

4.0 

-

4.5 

40.4 

15.2 

43.3 

2.5 

2.8 

0.6 

1.1 

0.5 

15.6 

10.9 

16.2 

0.6 

1.1 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2
未満

（ｎ＝92）

中央値の1/2
以上

（ｎ＝780）

進学希望（ｎ＝８７２）

中学

中学、高校

中学、高校、専門学校

中学、5年制の高等専門学校

中学、高校、短大

中学、高校 (または5年制の高等専門
学校)、大学
中学、高校 (または5年制の高等専門
学校)、大学、大学院
その他

まだわからない

無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

0.3 

0.2 

1.0 

18.4 

15.7 

40.0 

16.0 

15.7 

18.1 

1.1 

0.9 

2.9 

4.0 

4.4 

1.0 

40.2 

42.5 

21.0 

2.4 

2.6 

1.0 

0.4 

0.3 

1.0 

16.0 

16.3 

13.3 

1.1 

1.2 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

進学希望（ｎ＝９６３）
中学

中学、高校

中学、高校、専門学校

中学、5年制の高等専門学校

中学、高校、短大

中学、高校 (または5年制の高等専門
学校)、大学
中学、高校 (または5年制の高等専門
学校)、大学、大学院
その他

まだわからない

無回答・不明
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（２）進学段階に関する希望・展望についてそう考える理由 

問１５ 前問で１～８と答えた場合、その理由は何ですか。（１～５については、あてはま

るものすべてに○） 

 

● 進学の段階への希望・展望の理由については、全体では、「お子さんがそう希望しているから」

が 41.5％と最も多く、続いて「一般的な進路だと思うから」（32.7％）、「お子さんの学力から考

えて」（28.5％）となった。 

等価世帯収入別の「中央値の 1/2未満」、世帯状況別の「ひとり親世帯」においては、理由とし

て、「家庭の経済的な状況を考えて」が 15％以上となった。 

 

 【全体（学年別）】 

41.5 

32.7 

28.5 

10.9 

3.3 

8.9 

0.7 

31.7 

39.5 

26.3 

12.4 

4.0 

10.3 

1.1 

55.2 

23.1 

31.8 

8.9 

2.4 

6.8 

0.3 

 -  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0

お子さんがそう希望
しているから

一般的な進路だと思
うから

お子さんの学力から
考えて

家庭の経済的な状況
から考えて

その他

特に理由はない

無回答・不明

進学させたい理由（ｎ＝８１３）

全体

小学5年生
（ｎ＝476）

中学2年生
（ｎ＝337）

 

 

 



第３部 山口市子どもの貧困対策推進計画に係るアンケート調査の結果（第２章 保護者票の調査結果） 

- 141 - 

 

【等価世帯収入別】 

41.5 

32.7 

28.5 

10.9 

3.3 

8.9 

0.7 

34.6 

25.9 

22.2 

16.0 

6.2 

9.9 

2.5 

43.2 

34.0 

29.8 

10.8 

3.1 

7.8 

0.3 

0 20 40 60 80 100

お子さんがそう希望
しているから

一般的な進路だと思
うから

お子さんの学力から
考えて

家庭の経済的な状況
から考えて

その他

特に理由はない

無回答・不明

進学させたい理由（ｎ＝７３１）

全体

中央値の1/2未満
（ｎ＝81）

中央値の1/2以上
（ｎ＝650）
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【世帯の状況別】 

41.5 

32.7 

28.5 

10.9 

3.3 

8.9 

0.7 

41.7 

34.2 

29.5 

10.2 

3.4 

8.3 

0.4 

34.4 

24.4 

20.0 

17.8 

2.2 

13.3 

3.3 

 -  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0

お子さんがそう希望
しているから

一般的な進路だと思
うから

お子さんの学力から
考えて

家庭の経済的な状況
から考えて

その他

特に理由はない

無回答・不明

進学させたい理由（ｎ＝３２６）

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝708）

ひとり親世帯
（ｎ＝90）
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７．頼れる人の有無・相手 

（１）子育てに関する相談 

問 1６ あなたは次に挙げる事柄で頼れる人はいますか。（a～c それぞれについて、１～３の

あてはまるもの１つに○） 

 また、「１ 頼れる人がいる」場合、それはだれですか。(①～⑦のあてはまるものすべ

てに○) 

 

ａ）子育てに関する相談 

 

【相手の有無】 

● 子育てに関する相談の頼れる相手の有無について、全体では「頼れる人がいる」は約 70％だっ

た。 

等価世帯収入別では、「頼れる人はいる」の割合は世帯収入が高い方が割合も高くなった。 

また、世帯の状況別では、「頼れる人はいる」の割合は「ふたり親世帯」で 71.4％、「ひとり親

世帯」で 58.1％と大きな差がみられた。 

 

 【全体（学年別）】 

69.7 

69.3 

70.3 

2.6 

2.4 

3.0 

2.1 

1.5 

3.0 

25.5 

26.7 

23.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

頼れる人の有無（子育てに関する相談）（ｎ＝９８８）

頼れる人がいる

いない

そのことでは人に頼らない

無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

70.4 

62.0 

71.4 

2.4 

2.7 

2.4 

5.4 

2.1 

24.8 

32.6 

23.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2

未満
（ｎ＝92）

中央値の1/2

以上
（ｎ＝780）

頼れる人の有無（子育てに関する相談）（ｎ＝８７２）

頼れる人がいる

いない

そのことでは人に頼らない

無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

70.0 

71.4 

58.1 

2.7 

2.8 

1.9 

2.2 

1.9 

4.8 

25.1 

23.9 

35.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

頼れる人の有無（子育てに関する相談）（ｎ＝９６３）

頼れる人がいる

いない

そのことでは人に頼らない

無回答・不明
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【相手】 

● 頼れる人については、全体では「家族・親族」が 90.9％と最も多く、続いて「友人・知人」が

67.1％、「職場の人」が 31.5％となった。 

等価世帯収入別では、「家族・親族」、「友人・知人」、「近所の人」、「職場の人」において、収入

が高い方が割合も高い結果となった。 

世帯の状況別では、「家族・親族」、「友人・知人」、「近所の人」において、「ひとり親世帯」よ

りも「ふたり親世帯」の割合が高い結果となった。 

 

【全体（学年別）】 

90.9 

67.1 

12.0 

31.5 

0.9 

4.8 

2.5 

2.3 

89.9 

65.1 

13.5 

32.2 

1.0 

5.7 

3.4 

2.5 

92.2 

69.9 

9.9 

30.5 

0.7 

3.5 

1.1 

2.1 

 -  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0

家族・親族

友人・知人

近所の人

職場の人

⺠⽣委員・児童委員

相談・支援機関や福
祉の人

その他

無回答・不明

頼れる人（子育てに関する相談）（ｎ＝６８９）

全体

小学5年生
（ｎ＝407）

中学2年生
（ｎ＝282）
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【等価世帯収入別】 

91.2 

68.9 

13.0 

32.6 

1.0 

4.9 

2.4 

2.0 

78.9 

64.9 

8.8 

26.3 

5.3 

7.0 

10.5 

1.8 

92.5 

69.3 

13.5 

33.2 

0.5 

4.7 

1.6 

2.0 

 -  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0

家族・親族

友人・知人

近所の人

職場の人

⺠⽣委員・児童委員

相談・支援機関や福
祉の人

その他

無回答・不明

頼れる人（子育てに関する相談）（ｎ＝６１４）

全体

中央値の1/2未満
（ｎ＝57）

中央値の1/2以上
（ｎ＝557）
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【世帯の状況別】 

91.5 

67.8 

12.3 

31.6 

0.9 

4.7 

2.2 

1.9 

92.7 

68.4 

12.4 

31.5 

0.7 

4.4 

1.5 

1.6 

80.3 

62.3 

11.5 

32.8 

3.3 

8.2 

9.8 

4.9 

 -  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0

家族・親族

友人・知人

近所の人

職場の人

⺠⽣委員・児童委員

相談・支援機関や福
祉の人

その他

無回答・不明

頼れる人（子育てに関する相談）（ｎ＝６７４）

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝613）

ひとり親世帯
（ｎ＝61）
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（２）重要な事柄の相談 

問 1６ あなたは次に挙げる事柄で頼れる人はいますか。（a～cそれぞれについて、１～３のあ 

てはまるもの１つに○） 

 また、「１ 頼れる人がいる」場合、それはだれですか。(①～⑦のあてはまるものすべ

てに○) 

 

ｂ）重要な事柄の相談 

 

【相手の有無】 

● 重要な事柄の相談に関しては、全体では「頼れる人がいる」は 65％以上となった。 

等価世帯収入別では、「頼れる人はいる」の割合は世帯収入が高い方が割合も高くなった。 

また、世帯の状況別では、「頼れる人はいる」の割合は「ふたり親世帯」で 70.3％、「ひとり親

世帯」で 49.5％と大きな差がみられた。 

 

 【全体（学年別）】 

67.6 

67.0 

68.6 

3.5 

3.6 

3.5 

2.3 

1.9 

3.0 

26.5 

27.6 

24.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

頼れる人の有無（重要な事柄の相談）（ｎ＝９８８）

頼れる人がいる
いない
そのことでは人に頼らない
無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

68.2 

52.2 

70.1 

3.2 

8.7 

2.6 

2.6 

7.6 

2.1 

25.9 

31.5 

25.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2

未満
（ｎ＝92）

中央値の1/2

以上
（ｎ＝780）

頼れる人の有無（重要な事柄の相談）（ｎ＝８７２）

頼れる人がいる
いない
そのことでは人に頼らない
無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

68.0 

70.3 

49.5 

3.5 

2.9 

8.6 

2.4 

2.2 

3.8 

26.1 

24.6 

38.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

頼れる人の有無（重要な事柄の相談）（ｎ＝９６３）

頼れる人がいる
いない
そのことでは人に頼らない
無回答・不明
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【相手】 

● 頼れる人については、全体では「家族・親族」が 95.2％と最も多く、続いて「友人・知人」が

32.3％だった。 

等価世帯収入別では、「家族・親族」、「友人・知人」、「近所の人」、「職場の人」において、収入

が高い方が割合も高い結果となった。 

世帯の状況別では、「家族・親族」において、「ひとり親世帯」よりも「ふたり親世帯」の割合

が高い結果となった。 

 

 【全体（学年別）】 

95.2 

32.3 

2.1 

8.8 

0.3 

1.5 

1.3 

1.9 

95.2 

32.8 

1.8 

8.7 

0.3 

2.0 

1.8 

2.3 

95.3 

31.6 

2.5 

9.1 

0.4 

0.7 

0.7 

1.5 

 -  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0

家族・親族

友人・知人

近所の人

職場の人

⺠⽣委員・児童委員

相談・支援機関や福
祉の人

その他

無回答・不明

頼れる人（重要な事柄の相談）（ｎ＝６８９）

全体

小学5年生
（ｎ＝393）

中学2年生
（ｎ＝275）
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【等価世帯収入別】 

95.8 

32.8 

2.2 

8.6 

0.3 

1.2 

1.2 

1.8 

89.6 

31.3 

2.1 

2.1 

2.1 

-

4.2 

-

96.3 

32.9 

2.2 

9.1 

0.2 

1.3 

0.9 

2.0 

 -  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0

家族・親族

友人・知人

近所の人

職場の人

⺠⽣委員・児童委員

相談・支援機関や福
祉の人

その他

無回答・不明

頼れる人（重要な事柄の相談）（ｎ＝５９５）

全体

中央値の1/2未満
（ｎ＝48）

中央値の1/2以上
（ｎ＝547）
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【世帯の状況別】 

96.0 

33.0 

2.1 

8.4 

0.3 

1.4 

1.1 

1.8 

96.8 

32.2 

2.0 

8.3 

0.2 

1.3 

0.8 

1.7 

86.5 

42.3 

3.8 

9.6 

1.9 

1.9 

3.8 

3.8 

 -  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0

家族・親族

友人・知人

近所の人

職場の人

⺠⽣委員・児童委員

相談・支援機関や福
祉の人

その他

無回答・不明

頼れる人（重要な事柄の相談）（ｎ＝６５５）

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝603）

ひとり親世帯
（ｎ＝52）
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（３）いざというときのお金の援助 

問 1６ あなたは次に挙げる事柄で頼れる人はいますか。（a～cそれぞれについて、１～３のあ

てはまるもの１つに○） 

 また、「１ 頼れる人がいる」場合、それはだれですか。(①～⑦のあてはまるものすべ

てに○) 

 

ｃ）いざというときのお金の援助 

 

【相手の有無】 

● いざという時のお金の援助については、全体では「頼れる人がいる」は 51.4％となった。 

等価世帯収入別では、「頼れる人はいる」の割合は世帯収入が高い方が割合も高くなった。 

また、世帯の状況別では、「頼れる人はいる」の割合は「ふたり親世帯」で 53.7％、「ひとり親

世帯」で 37.1％と大きな差がみられた。 

 

 【全体（学年別）】 

51.4 

50.1 

53.4 

8.5 

8.0 

9.2 

16.2 

16.4 

16.0 

23.9 

25.6 

21.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

頼れる人の有無（いざというときのお金の援助）（ｎ＝９８８）

頼れる人がいる
いない
そのことでは人に頼らない
無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

52.1 

44.6 

52.9 

8.7 

14.1 

8.1 

16.2 

15.2 

16.3 

23.1 

26.1 

22.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2

未満
（ｎ＝92）

中央値の1/2

以上
（ｎ＝780）

頼れる人の有無（いざという時のお金の援助）（ｎ＝８７２）

頼れる人がいる
いない
そのことでは人に頼らない
無回答・不明

 

 

 

 

【世帯の状況別】 

51.9 

53.7 

37.1 

8.6 

7.7 

16.2 

16.3 

16.0 

19.0 

23.2 

22.6 

27.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

頼れる人の有無（いざという時のお金の援助）（ｎ＝９６３）

頼れる人がいる
いない
そのことでは人に頼らない
無回答・不明
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【相手】 

● いざというときのお金の援助については、全体では「家族・親族」の割合が他の頼れる人の項

目よりもかなり大きい結果（97.2％）となった。 

等価世帯収入別では、「友人・知人」、「近所の人」、「職場の人」において、収入が高い方が割合

も高い結果となった。 

世帯の状況別では、「家族・親族」において、「ひとり親世帯」よりも「ふたり親世帯」の割合

が高い結果となった。 

 

 【全体（学年別）】 

97.2 

1.6 

0.2 

0.4 

0.2 

0.6 

2.4 

97.6 

1.7 

0.3 

0.7 

1.0 

2.0 

96.7 

1.4 

0.5 

2.8 

 -  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0

家族・親族

友人・知人

近所の人

職場の人

⺠⽣委員・児童委員

相談・支援機関や福
祉の人

その他

無回答・不明

頼れる人（いざという時のお金の援助）（ｎ＝５０８）

全体

小学5年生
（ｎ＝294）

中学2年生
（ｎ＝214）
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【等価世帯収入別】 

97.2 

1.6 

0.2 

0.4 

0.2 

0.6 

2.4 

100.0 

4.9 

97.6 

1.9 

0.2 

0.5 

0.2 

2.2 

 -  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0

家族・親族

友人・知人

近所の人

職場の人

⺠⽣委員・児童委員

相談・支援機関や福
祉の人

その他

無回答・不明

頼れる人（いざという時のお金の援助）（ｎ＝４５４）

全体

中央値の1/2未満
（ｎ＝41）

中央値の1/2以上
（ｎ＝413）
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【世帯の状況別】 

97.2 

1.6 

0.2 

0.4 

0.2 

0.6 

2.4 

98.3 

1.5 

0.2 

0.4 

0.2 

0.2 

1.5 

92.3 

2.6 

2.6 

7.7 

 -  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0

家族・親族

友人・知人

近所の人

職場の人

⺠⽣委員・児童委員

相談・支援機関や福
祉の人

その他

無回答・不明

頼れる人（いざという時のお金の援助）（ｎ＝５００）

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝461）

ひとり親世帯
（ｎ＝39）
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８．保護者の心理的な状態 

問２２ 次の a)～f)の質問について、この１か月間のあなたの気持ちはどのようでしたか。

(a～fそれぞれについて、あてはまるもの１つに○) 

ａ）神経過敏に感じた 

ｂ）絶望的だと感じた 

ｃ）そわそわ、落ち着かなく感じた 

ｄ）気分が沈み込んで、何が起こっても気が晴れないように感じた 

ｅ）何をするのも面倒だと感じた 

ｆ）自分は価値のない人間だと感じた 

 

● 「保護者の心理的な状態」に関して、内閣府の「令和３年 子供の生活状況調査の分析 報告書」

を参考に、本調査においても「K6」※1 と呼ばれる指標を把握するための６つの項目を設定し、

調査を行った。 

６つの調査項目の結果を足し合わせて、K6のスコアの算出を行った（0～24 点）。 

その結果、「うつ・不安障害相当」とされている「13 点以上」の割合は全体で 7.4％だった。 

等価世帯収入別では、K6 のスコアが「13 点以上」※2の割合は、「中央値の 1/2 以上」の世帯で

は 6.0％、「中央値の 1/2 未満」では、16.3％となった。 

世帯の状況別では、「ひとり親世帯」で「13点以上」が 20.0％となった。 

 

※1 K6 は米国の Kessler らによって、うつ病・不安障害などの精神疾患をスクリーニングすることを

目的として開発され、調査で心理的ストレスを含む何らかの精神的な問題の程度を表す指標として利用

されている。 

採点方法は、ひとつの質問ごとに0 点（5.まったくない）から4 点（1.いつも）を振り、0 点から 24 点

で合計を計算した。高くなるほど抑うつ状態が強いことを示している。 

厚生労働省による解説・紹介ページ

（https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/ktyosa/k-tyosa10/yougo.html） 

※2 国立精神・神経医療研究センター「うつ・不安に対するスクリーニングと支援マニュアル」 
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 【全体（学年別）】 

60.1 

61.3 

58.4 

21.3 

20.8 

21.9 

8.1 

7.8 

8.5 

7.4 

7.7 

7.0 

3.1 

2.4 

4.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

保護者の心理的な状況（ｎ＝９８８，Ｋ６スコア）

0〜4点
5〜9点
10〜12点
13点以上
無回答・不明

 

 

 

【等価世帯収入別】 

61.0 

42.4 

63.2 

21.9 

27.2 

21.3 

8.6 

12.0 

8.2 

7.1 

16.3 

6.0 

1.4 

2.2 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

中央値の1/2
未満

（ｎ＝92）

中央値の1/2
以上

（ｎ＝780）

保護者の心理的な状況（ｎ＝８７２，Ｋ６スコア）

0〜4点
5〜9点
10〜12点
13点以上
無回答・不明
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【世帯の状況別】 

60.3 

62.9 

39.0 

21.5 

21.3 

22.9 

8.1 

7.6 

12.4 

7.3 

5.7 

20.0 

2.8 

2.4 

5.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

保護者の心理的な状況（ｎ＝９６３，Ｋ６スコア）

0〜4点
5〜9点
10〜12点
13点以上
無回答・不明
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９．保護者の生活満足度 

問２３ 全体として、あなたは最近の生活に、どのくらい満足していますか。「0」（まった

く満足していないから「10」（十分に満足している）の数字で答えてください。（あて

はまるもの１つに○） 

● 生活の満足度については、全体ではどの学年でも 60％程度が 6 点以上の満足となっていた。 

等価世帯収入別では、収入が高い方が満足度も上がる結果となった。 

世帯の状況別では、「ふたり親世帯」で「4 点以下」は 16.2％となっており、「ひとり親世帯」

では 38.1％と大きな差がみられた。 

 

 【全体（学年別）】 

5.4 

5.1 

5.7 

13.3 

12.6 

14.2 

16.7 

15.7 

18.2 

24.6 

26.2 

22.2 

38.5 

38.8 

37.9 

1.6 

1.5 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

生活満足度（ｎ＝９８８）

0〜2

3〜4

5

6〜7

8〜10

無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

5.0 

15.2 

3.8 

13.5 

25.0 

12.2 

16.5 

19.6 

16.2 

24.8 

20.7 

25.3 

39.6 

18.5 

42.1 

0.6 

1.1 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2

未満
（ｎ＝92）

中央値の1/2

以上
（ｎ＝780）

生活満足度（ｎ＝８７２）

0〜2

3〜4

5

6〜7

8〜10

無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

5.3 

4.4 

12.4 

13.3 

11.8 

25.7 

16.4 

15.6 

22.9 

24.8 

25.8 

17.1 

38.9 

41.5 

18.1 

1.2 

0.9 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

生活満足度（ｎ＝９６３）

0〜2

3〜4

5

6〜7

8〜10

無回答・不明
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１０．支援制度の利用状況 

（１）保護者の支援制度の利用状況 

問２４ あなたのご家庭では、以下の支援制度をこれまでに利用したことがありますか。（a

～eそれぞれについて、１～３のあてはまるもの１つに○） 

● 保護者の支援制度の利用状況については、「就学援助」が 14.1％、次いで「児童扶養手当」が

9.5％あった。「生活困窮者の自立支援相談窓口」は、「現在利用している」との回答はなかった。 

 

【全体】 

14.1 

0.5 

9.5 

0.2 

8.9 

0.1 

0.4 

3.0 

0.8 

71.5 

91.2 

91.3 

80.8 

90.7 

5.6 

8.2 

8.3 

6.7 

8.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学援助
（ｎ＝706）

生活保護
（ｎ＝901）

生活困窮者の自立
支援相談窓口

児童扶養手当

⺟⼦家庭等就業・
自立支援センター

支援制度の利用状況（ｎ＝９８８）

現在利用している

現在利用していない
が、以前利用したこ
とがある
利用したことがない

無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

（中央値の1/2未満） 

68.5 

5.4 

45.7 

2.2 

6.5 

1.1 

3.3 

4.3 

23.9 

84.8 

87.0 

45.7 

82.6 

1.1 

9.8 

12.0 

5.4 

10.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学援助

生活保護

生活困窮者の自立
支援相談窓口

児童扶養手当

⺟⼦家庭等就業・
自立支援センター

支援制度の利用状況（中央値の１／２未満，ｎ＝９２）

現在利用している

現在利用していない
が、以前利用したこ
とがある
利用したことがない

無回答・不明

 

 

【世帯の状況別】 

（ひとり親世帯） 

70.5 

4.8 

58.1 

1.9 

8.6 

1.9 

14.3 

4.8 

16.2 

77.1 

79.0 

21.0 

76.2 

4.8 

18.1 

19.0 

6.7 

17.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学援助

生活保護

生活困窮者の自立
支援相談窓口

児童扶養手当

⺟⼦家庭等就業・
自立支援センター

支援制度の利用状況（ひとり親世帯，ｎ＝１０５）

現在利用している

現在利用していない
が、以前利用したこ
とがある
利用したことがない

無回答・不明
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（２）支援制度を利用していない理由 

問２４ あなたのご家庭では、以下の支援制度をこれまでに利用したことがありますか。（a

～eそれぞれについて、１～３のあてはまるもの１つに○） 

 また、「３ 利用したことがない」場合、その理由は何ですか。（①～⑤のあてはまる

もの 1 つに○） 

● 制度を利用していない理由については、全体では「制度の対象外だと思うから」が、どの支援

制度でも割合が約70％となった。 

 

【全体】 

67.3 

76.6 

73.7 

74.3 

72.8 

1.8 

0.2 

1.2 

2.5 

8.8 

0.9 

0.1 

0.6 

0.2 

0.6 

0.9 

1.0 

2.4 

2.9 

2.3 

3.9 

20.4 

20.6 

20.7 

23.4 

19.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学援助
（ｎ＝706）

生活保護
（ｎ＝936）

生活困窮者の自立
支援相談窓口
（ｎ＝902）

児童扶養手当
（ｎ＝798）

⺟⼦家庭等就業・
自立支援センター
（ｎ＝896）

支援制度を利用していない理由（全体）

制度の対象外（収入等の条件を満
たさない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したい
と思わなかったから

利用したいが、今までこの支援制
度を知らなかったから

利用したいが、手続がわからな
かったり、利用しにくいから

それ以外の理由

無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

（中央値の1/2未満） 

70.9 

60.3 

47.5 

64.3 

44.7 

0.6 

1.3 

6.3 

10.5 

3.8 

0.8 

2.6 

3.8 

6.6 

1.2 

10.3 

12.5 

9.5 

15.8 

26.5 

25.6 

26.3 

26.2 

22.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学援助
（ｎ＝501）

生活保護
（ｎ＝78）

生活困窮者の自立
支援相談窓口
（ｎ＝80）

児童扶養手当
（ｎ＝42）

⺟⼦家庭等就業・
自立支援センター
（ｎ＝76）

支援制度を利用していない理由（中央値の1/2未満）

制度の対象外（収入等の条件を満
たさない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したい
と思わなかったから

利用したいが、今までこの支援制
度を知らなかったから

利用したいが、手続がわからな
かったり、利用しにくいから

それ以外の理由

無回答・不明
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【世帯の状況別】 

（ひとり親世帯） 

76.5 

66.7 

44.6 

68.2 

32.5 

10.8 

21.3 

3.6 

1.3 

2.5 

4.8 

10.0 

8.6 

9.6 

9.1 

15.0 

23.5 

22.2 

26.5 

22.7 

20.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学援助
（ｎ＝17）

生活保護
（ｎ＝81）

生活困窮者の自立
支援相談窓口
（ｎ＝83）

児童扶養手当
（ｎ＝22）

⺟⼦家庭等就業・
自立支援センター
（ｎ＝80）

支援制度を利用していない理由（ひとり親世帯）

制度の対象外（収入等の条件を満た
さない）だと思うから
利用はできるが、特に利用したいと
思わなかったから
利用したいが、今までこの支援制度
を知らなかったから
利用したいが、手続がわからなかっ
たり、利用しにくいから
それ以外の理由

無回答・不明
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第３章 子ども票の調査結果  

 

１．子どもの生活状況 

（１）ふだんの勉強の仕方 

問 1 あなたは、ふだん学校の授業以外で、どのように勉強をしていますか。※勉強には学

校の宿題もふくみます。（１～８については、あてはまるものすべてに○） 

● ふだん学校の授業以外で、どのように勉強をしているかについて、全体では、「自分で勉強する」

が 78.1％で最も多く、「家の人に教えてもらう」（42.8％）、「塾で勉強する」（31.3％）となった。

小学５年生は「家の人に教えてもらう」（53.2％）、「塾で勉強する」（19.4％）であるが、中学

２年生では「家の人に教えてもらう」（27.7％）、「塾で勉強する」（48.6％）となっており、小

学生から中学生に成長するに当たり、勉強の場が家から塾へ変化している事が予想される。 

等価世帯収入別の「中央値の 1/2未満」では、「塾で勉強する」、「家の人に教えてもらう」、「友

達と勉強する」が「中央値の 1/2以上」に比べ割合が少ないのに対して、「学校の補習を受ける」

（6.5％）、「家庭教師に教えてもらう」（2.2％）、「学校の授業以外で勉強しない」（10.9％）は

割合が多い結果となった。 

世帯の状況別では、「ひとり親世帯」において、「学校の授業以外では勉強しない」（10.5％）の

割合が「ふたり親世帯」に比べ多くなっている。 
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【全体（学年別）】 

 

 

78.1 

31.3 

1.8 

1.5 

1.6 

42.8 

23.0 

6.4 

4.4 

2.1 

78.4 

19.4 

1.7 

1.0 

2.2 

53.2 

23.2 

8.2 

4.6 

1.9 

77.8 

48.6 

2.0 

2.2 

0.7 

27.7 

22.7 

3.7 

4.0 

2.5 

 -  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0

自分で勉強する

塾で勉強する

学校の補習を受ける

家庭教師に教えてもらう

地域の人などが行う無料の勉強会に参加する

家の人に教えてもらう

友達と勉強する

その他

学校の授業以外で勉強はしない

無回答・不明

授業以外の勉強（ｎ＝９８８）

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）
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【等価世帯収入別】 

69.8 

27.6 

1.8 

1.2 

1.5 

38.6 

20.6 

5.7 

3.5 

1.6 

72.8 

19.6 

6.5 

2.2 

2.2 

38.0 

20.7 

3.3 

10.9 

2.2 

79.9 

32.7 

1.5 

1.3 

1.7 

44.4 

23.7 

6.8 

3.2 

1.8 

 -  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0

自分で勉強する

塾で勉強する

学校の補習を受ける

家庭教師に教えてもらう

地域の人などが行う無料の勉強会に参加する

家の人に教えてもらう

友達と勉強する

その他

学校の授業以外で勉強はしない

無回答・不明

授業以外の勉強（ｎ＝８７２）

全体

中央値の1/2未満
（ｎ＝92）

中央値の1/2以上
（ｎ＝780）
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【世帯の状況別】 

76.6 

30.9 

1.8 

1.5 

1.6 

41.9 

22.7 

6.1 

4.1 

1.9 

79.5 

32.3 

1.5 

1.5 

1.6 

44.4 

23.9 

5.9 

3.5 

1.7 

71.4 

26.7 

4.8 

1.9 

1.9 

31.4 

18.1 

8.6 

10.5 

3.8 

 -  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0

自分で勉強する

塾で勉強する

学校の補習を受ける

家庭教師に教えてもらう

地域の人などが行う無料の勉強会に参加する

家の人に教えてもらう

友達と勉強する

その他

学校の授業以外で勉強はしない

無回答・不明

授業以外の勉強（ｎ＝９６３）

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）
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（２）１日あたりの勉強時間 

問 2 あなたは、ふだん学校の授業以外に、１日あたりどれくらいの時間勉強をしますか。

※学校の宿題をする時間や、塾などでの勉強時間もふくみます。（a,bそれぞれについて、

あてはまるもの１つに○） 

 

    ａ）学校がある日（月～金曜日） 

 

● ふだん学校の授業以外の１日あたりの勉強時間について、全体では「まったくしない」が 4.4％、

「30分より少ない」が 15.6％、「30分～1時間」が 39.9％、「1時間～2時間未満」が 27.8％、

「2時間以上」は 9.4％だった。 

等価世帯収入別では、世帯収入が高い方が「１時間以上」の割合が増加した。 

世帯の状況別では、「ふたり親世帯」に比べ、「ひとり親世帯」では「全くしない」「30分より少

ない」の割合が多い傾向になっている。 

 

【全体（学年別）】 

4.4 

2.7 

6.7 

15.6 

12.1 

20.7 

39.9 

44.8 

32.7 

27.8 

28.6 

26.7 

7.1 

6.1 

8.5 

2.3 

2.7 

1.7 

2.9 

2.9 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

授業以外の勉強時間（学校がある日）（ｎ＝９８８）

まったくしない

３０分より少ない

３０分以上、１時
間より少ない
１時間以上、２時
間より少ない
２時間以上、３時
間より少ない
３時間以上

無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

4.4 

9.8 

3.7 

15.0 

20.7 

14.4 

40.4 

41.3 

40.3 

28.3 

20.7 

29.2 

7.2 

2.2 

7.8 

2.4 

2.2 

2.4 

2.3 

3.3 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2

未満
（ｎ＝92）

中央値の1/2

以上
（ｎ＝780）

授業以外の勉強時間（学校がある日）（ｎ＝８７２）

まったくしない

３０分より少ない

３０分以上、１時
間より少ない
１時間以上、２時
間より少ない
２時間以上、３時
間より少ない
３時間以上

無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

4.5 

3.6 

11.4 

15.6 

14.9 

21.0 

40.3 

40.6 

38.1 

27.7 

28.7 

20.0 

7.0 

7.3 

3.8 

2.3 

2.3 

1.9 

2.7 

2.6 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

授業以外の勉強時間（学校がある日）（ｎ＝９６３）

まったくしない

３０分より少ない

３０分以上、１時
間より少ない
１時間以上、２時
間より少ない
２時間以上、３時
間より少ない
３時間以上

無回答・不明
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問 2 あなたは、ふだん学校の授業以外に、１日あたりどれくらいの時間勉強をしますか。 

※ 学校の宿題をする時間や、塾などでの勉強時間もふくみます。（a,bそれぞれについて、

あてはまるもの１つに○） 

  

 ｂ）学校がない日（土・日曜日・祝日） 

 

● 学校がない日の勉強時間について、全体では「まったくしない」が 11.5％、「30分より少ない」

が 23.2％、「30分～1時間」が 30.9％、「1時間～2時間未満」が 18.0％、「2時間以上」は 9.2％

だった。 

等価世帯収入別では、平日と比べ、「全くしない」「30分より少ない」の割合が多くなっている。 

世帯の状況別では、「ふたり親世帯」に比べ、「ひとり親世帯」では「全くしない」「30分より少

ない」の割合が多い傾向になっている。 

 

【全体（学年別）】 

11.5 

10.7 

12.7 

23.2 

25.2 

20.2 

30.9 

33.0 

27.7 

18.0 

16.7 

20.0 

5.8 

3.4 

9.2 

3.4 

2.6 

4.7 

7.2 

8.3 

5.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

授業以外の勉強時間（学校がない日）（ｎ＝９８８）

まったくしない

３０分より少ない

３０分以上、１時
間より少ない
１時間以上、２時
間より少ない
２時間以上、３時
間より少ない
３時間以上

無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

11.6 

12.0 

11.5 

22.8 

27.2 

22.3 

31.0 

35.9 

30.4 

18.5 

7.6 

19.7 

6.0 

7.6 

5.8 

3.4 

2.2 

3.6 

6.8 

7.6 

6.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2
未満

（ｎ＝92）

中央値の1/2
以上

（ｎ＝780）

授業以外の勉強時間（学校がない日）（ｎ＝８７２）

まったくしない

３０分より少ない

３０分以上、１時
間より少ない
１時間以上、２時
間より少ない
２時間以上、３時
間より少ない
３時間以上

無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

 

11.5 

11.2 

14.3 

23.4 

22.7 

28.6 

31.0 

31.7 

25.7 

17.9 

18.4 

13.3 

5.6 

5.6 

5.7 

3.5 

3.6 

2.9 

7.1 

6.8 

9.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

授業以外の勉強時間（学校がない日）（ｎ＝９６３）

まったくしない

３０分より少ない

３０分以上、１時
間より少ない
１時間以上、２時
間より少ない
２時間以上、３時
間より少ない
３時間以上

無回答・不明
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（３）クラスの中での成績 

問３ あなたの成績は、クラスの中でどのくらいだと思いますか。（あてはまるもの１つに○） 

● クラスの中の成績については、全体では「まん中あたり」が 33.4％と最も多い結果となった。 

等価世帯収入別では、「やや下のほう」と「下のほう」を合わせた割合は世帯収入が少ない方が

増加する傾向となった。 

世帯の状況別では、「ふたり親世帯」よりも「ひとり親世帯」の方が「やや下のほう」と「下の

ほう」を合わせた割合が多くなる結果となった。 

 

【全体（学年別）】 

10.3 

9.2 

12.0 

17.5 

16.2 

19.5 

33.4 

38.2 

26.4 

13.6 

12.9 

14.5 

13.7 

8.5 

21.2 

9.4 

12.9 

4.2 

2.1 

2.0 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

自分の成績（ｎ＝９８８）

上のほう

やや上のほう

まん中あたり

やや下のほう

下のほう

わからない

無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

10.7 

4.3 

11.4 

17.2 

14.1 

17.6 

33.9 

22.8 

35.3 

13.6 

19.6 

12.9 

13.5 

28.3 

11.8 

9.4 

8.7 

9.5 

1.6 

2.2 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2
未満

（ｎ＝92）

中央値の1/2
以上

（ｎ＝780）

自分の成績（ｎ＝８７２）

上のほう

やや上のほう

まん中あたり

やや下のほう

下のほう

わからない

無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

10.2 

10.7 

5.7 

17.7 

18.3 

12.4 

33.7 

34.5 

27.6 

13.8 

13.1 

20.0 

13.4 

12.1 

23.8 

9.2 

9.6 

6.7 

2.0 

1.7 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

自分の成績（ｎ＝９６３）

上のほう
やや上のほう
まん中あたり
やや下のほう
下のほう
わからない
無回答・不明

 

 

 



第３部 山口市子どもの貧困対策推進計画に係るアンケート調査の結果（第３章 子ども票の調査結果）  

- 178 - 

 

（４）授業の理解度 

問 4  あなたは、学校の授業がわかりますか。（あてはまるもの１つに○） 

● 授業の理解状況では、「いつもわかる」と「だいたいわかる」を合わせた割合は小学５年生で

70.0％、中学２年生で 59.1％と、10.9％下がっており、学年が上がるに従い、わからない児童

生徒の割合が増加していると思われる。 

等価世帯収入別では、収入が少ない方が「いつもわかる」「だいたいわかる」を合わせた割合も

減少していた。 

世帯の状況別では、「ひとり親世帯」において、「いつもわかる」と「だいたいわかる」を合わ

せた割合が「ふたり親世帯」よりも少ない結果となった。 

 

【全体（学年別）】 

19.6 

22.8 

15.0 

46.0 

47.2 

44.1 

29.1 

26.1 

33.7 

3.0 

2.4 

4.0 

1.0 

0.3 

2.0 

1.2 

1.2 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

授業理解度（ｎ＝９８８）

いつもわかる

だいたいわかる

教科によっては
わからないこと
がある
わからないこと
が多い

ほとんどわから
ない

無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

19.3 

8.7 

20.5 

46.9 

42.4 

47.4 

28.9 

38.0 

27.8 

3.2 

6.5 

2.8 

0.9 

3.3 

0.6 

0.8 

1.1 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2
未満

（ｎ＝92）

中央値の1/2
以上

（ｎ＝780）

授業理解度（ｎ＝８７２）

いつもわかる

だいたいわかる

教科によっては
わからないこと
がある
わからないこと
が多い

ほとんどわから
ない

無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

19.7 

21.0 

9.5 

46.3 

46.0 

48.6 

29.1 

28.9 

30.5 

2.7 

2.6 

3.8 

1.0 

0.8 

2.9 

1.1 

0.7 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

授業理解度（ｎ＝９６３）

いつもわかる

だいたいわかる

教科によっては
わからないこと
がある
わからないこと
が多い

ほとんどわから
ない

無回答・不明
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（５）授業が分からなくなった時期 

問 5  前の質問で「３ 教科によってはわからないことがある」「４ わからないことが多い」

「５ ほとんどわからない」と答えた人にお聞きします。いつごろから、授業がわからな

いことがあるようになりましたか。（あてはまるもの１つに○） 

● 授業がわからなくなった時期については、小学５年生では「４年生のころ」が最も多く、42.6％

となった。中学２年生では、「中学１年生のころ」が 57.2％で最も多くなった。 

等価世帯収入別では、「中央値の 1/2 未満」を全体と比べると、小学５年生においては、「４年

生のころ」の割合が多く、中学２年生においては、「小学５・６年生のころ」の割合が多くなっ

た。 

世帯収入別では、「ひとり親世帯」を全体と比べると、小学５年生においては、「１・２年生の

ころ」の割合が多く、中学２年生においては、「小学５・６年生のころ」の割合が多くなった。 

 

【全体（学年別）】 

8.3 18.3 42.6 30.2 0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学5年生
（ｎ＝169）

授業がわからなくなった時期（ｎ＝１６９）
１・２年生のころ
３年生のころ
４年生のころ
５年生になってから
無回答・不明

 

 

1.9 

6.9 

19.5 57.2 13.2 1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学2年生
（ｎ＝159）

授業がわからなくなった時期（ｎ＝１５９）
小学１・２年生のころ
小学３・４年生のころ
小学５・６年生のころ
中学１年生のころ
中学２年生になってから
無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

（小学５年生） 

9.4 

9.5 

9.4 

18.1 

14.3 

18.8 

43.0 

52.4 

41.4 

29.5 

23.8 

30.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2

未満
（ｎ＝92）

中央値の1/2

以上
（ｎ＝780）

授業がわからなくなった時期（ｎ＝１４９）

１・２年生のころ
３年生のころ
４年生のころ
５年生になってから
無回答・不明

 

 

（中学２年生） 

2.9 

4.8 

2.3 

6.5 

9.5 

5.5 

16.5 

28.6 

13.3 

56.1 

38.1 

54.7 

12.9 

14.1 

0.7 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2

未満
（ｎ＝92）

中央値の1/2

以上
（ｎ＝780）

授業がわからなくなった時期（ｎ＝１３９）

小学１・２年生のころ
小学３・４年生のころ
小学５・６年生のころ
中学１年生のころ
中学２年生になってから
無回答・不明
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【世帯の状況別】 

（小学５年生） 

8.3 

6.8 

21.1 

18.3 

17.8 

21.1 

25.0 

42.6 

43.2 

31.6 

75.0 

30.2 

31.5 

26.3 

0.6 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝146）

ひとり親世帯
（ｎ＝19）

その他
（ｎ＝4）

授業がわからなくなった時期（ｎ＝１６９）

１・２年生のころ
３年生のころ
４年生のころ
５年生になってから
無回答・不明

 

 

 

（中学２年生） 

 

1.9 

2.3 

6.9 

6.9 

10.0 

19.5 

19.8 

25.0 

57.2 

56.5 

60.0 

62.5 

13.2 

13.7 

5.0 

25.0 

1.3 

0.8 

12.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝131）

ひとり親世帯
（ｎ＝20）

その他
（ｎ＝8）

授業がわからなくなった時期（ｎ＝１５９）

小学１・２年生のころ
小学３・４年生のころ
小学５・６年生のころ
中学１年生のころ
中学２年生になってから
無回答・不明
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２．進学の希望 

（１）進学したいと思う教育段階 

問 6  あなたは、将来、どの学校に進学したいですか。（あてはまるもの１つに○） 

● 将来どの段階まで進学をしたいかについては、全体では、「大学またはそれ以上」が 30.6％、「短

大まで」が 4.8％、「高等専門学校」が 1.3％、「専門学校まで」が 15.6％、「高校まで」が 20.3％

となった。 

等価世帯収入別では、収入が高い方が、「大学まで」が増え、「高校まで」が減少していた。こ

れは保護者の進学段階の希望・展望と一致した動きとなっている。 

世帯の状況別では、「ひとり親世帯」と「ふたり親世帯」を比較すると、「高校、専門学校」ま

での割合（「中学」「中学、高校」、「中学、高校、専門学校」を合わせた割合に大きな差がみら

れた。 

 

【全体（学年別）】 

1.1 

1.9 

20.3 

19.6 

21.4 

15.6 

17.7 

12.5 

1.3 

0.5 

2.5 

4.8 

5.3 

4.0 

27.8 

23.9 

33.7 

2.8 

3.6 

1.7 

0.7 

1.2 

23.3 

24.2 

21.9 

2.2 

2.2 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

将来進学したい学校（ｎ＝９８８）
中学

中学、高校

中学、高校、専門学校

中学、5年制の高等専門学校

中学、高校、短大

中学、高校(または5年制の高
等専門学校)、大学
中学、高校(または5年制の高
等専門学校)、大学、大学院
その他

まだわからない

無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

1.1 

1.1 

1.2 

20.3 

31.5 

19.0 

15.4 

12.0 

15.8 

1.5 

2.2 

1.4 

5.2 

6.5 

5.0 

28.6 

12.0 

30.5 

3.0 

2.2 

3.1 

0.7 

1.1 

0.6 

22.4 

29.3 

21.5 

1.9 

2.2 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2
未満

（ｎ＝92）

中央値の1/2
以上

（ｎ＝780）

将来進学したい学校（ｎ＝８７２）
中学

中学、高校

中学、高校、専門学校

中学、5年制の高等専門学校

中学、高校、短大

中学、高校(または5年制の高
等専門学校)、大学
中学、高校(または5年制の高
等専門学校)、大学、大学院
その他

まだわからない

無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

0.9 

0.8 

1.9 

20.4 

19.2 

29.5 

15.5 

15.9 

12.4 

1.3 

1.3 

1.9 

4.9 

5.0 

3.8 

28.0 

29.0 

20.0 

2.9 

3.0 

1.9 

0.6 

0.7 

23.3 

23.1 

24.8 

2.2 

2.0 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

将来進学したい学校（ｎ＝９６３）
中学

中学、高校

中学、高校、専門学校

中学、5年制の高等専門学校

中学、高校、短大

中学、高校(または5年制の高
等専門学校)、大学
中学、高校(または5年制の高
等専門学校)、大学、大学院
その他

まだわからない

無回答・不明
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（２）進学希望の教育段階についてそう考える理由 

問 7  前の質問で１～８と答えた場合、その理由を答えてください。（１～８については、あ

てはまるものすべてに○） 

● 進学希望の理由については、「希望する学校や職業があるから」が最も多く、55.3％だった。 

等価世帯収入別では、「自分の成績から考えて」、「兄・姉がそうしているから」、「家にお金がな

いと思うから」、「早く働く必要があるから」の項目で「中央値の 1/2 未満」の割合が多い結果

となった。 

世帯の状況別では、「希望する学校や職業があるから」、「兄・姉がそうしているから」、「家にお

金がないと思うから」、「早く働く必要があるから」の項目で「ひとり親世帯」の割合が「ふた

り親世帯」よりも多い結果となった。 

 

【全体（学年別）】 

55.3 

18.5 

16.0 

7.2 

2.4 

2.9 

3.9 

5.2 

20.0 

1.1 

55.3 

14.1 

12.5 

6.0 

2.8 

3.2 

3.5 

5.6 

22.5 

1.2 

55.3 

24.7 

21.1 

8.9 

2.0 

2.3 

4.6 

4.6 

16.4 

1.0 

 -  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0

希望する学校や職業があるから

自分の成績から考えて

親がそう言っているから

兄・姉がそうしているから

まわりの先輩や友達がそうしているから

家にお金がないと思うから

早く働く必要があるから

その他

特に理由はない

無回答・不明

進学したい理由（ｎ＝７３６）

全体

小学5年生
(n=432)

中学2年生
(n=304)
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【等価世帯収入別】 

55.9 

19.1 

15.8 

7.1 

2.3 

2.9 

3.6 

5.8 

19.2 

1.1 

49.2 

25.4 

3.2 

7.9 

1.6 

7.9 

6.3 

6.3 

22.2 

56.6 

18.4 

17.1 

7.0 

2.3 

2.3 

3.4 

5.7 

18.9 

1.2 

 -  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0

希望する学校や職業があるから

自分の成績から考えて

親がそう言っているから

兄・姉がそうしているから

まわりの先輩や友達がそうしているから

家にお金がないと思うから

早く働く必要があるから

その他

特に理由はない

無回答・不明

進学したい理由（ｎ＝６６０）

全体

中央値の1/2未満
（ｎ＝63）

中央値の1/2以上
（ｎ＝597）
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【世帯の状況別】 

55.7 

18.7 

16.2 

7.2 

2.5 

2.8 

3.6 

5.3 

19.5 

1.1 

55.7 

18.7 

16.6 

7.2 

2.6 

2.3 

3.6 

5.8 

19.9 

1.1 

56.0 

18.7 

12.0 

8.0 

1.3 

6.7 

4.0 

1.3 

16.0 

1.3 

 -  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0

希望する学校や職業があるから

自分の成績から考えて

親がそう言っているから

兄・姉がそうしているから

まわりの先輩や友達がそうしているから

家にお金がないと思うから

早く働く必要があるから

その他

特に理由はない

無回答・不明

進学したい理由（ｎ＝７１８）

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝643）

ひとり親世帯
（ｎ＝75）
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３．部活動等への参加 

（１）部活動等への参加状況 

問 8  あなたは、地域のスポーツクラブや文化クラブ、学校の部活動に参加していますか。 

（あてはまるもの１つに○） 

● 部活動等に参加しているかの確認を行った所、「参加している」は小学５年生で 53.0％、中学２

年生で 89.0％という結果になった。 

等価世帯収入別では、世帯年収が低い方が、「参加している」の割合も減少していた。 

世帯の状況別では、「ふたり親世帯」の「参加している」の割合が 68.5％であるのに対して、「ひ

とり親世帯」は「参加している」が 61.9％となった。 

 

【全体（学年別）】 

67.6 

53.0 

89.0 

30.2 

44.5 

9.2 

2.2 

2.6 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

部活等の参加（ｎ＝９８８）

参加している
参加していない
無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

68.3 

57.6 

69.6 

29.7 

39.1 

28.6 

1.9 

3.3 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2

未満
（ｎ＝92）

中央値の1/2

以上
（ｎ＝780）

部活等の参加（ｎ＝８７２）

参加している
参加していない
無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

67.8 

68.5 

61.9 

30.0 

29.7 

32.4 

2.2 

1.7 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

部活等の参加（ｎ＝９６３）

参加している
参加していない
無回答・不明

 

 



第３部 山口市子どもの貧困対策推進計画に係るアンケート調査の結果（第３章 子ども票の調査結果）  

- 190 - 

  

（２）部活動等に参加していない理由 

問 9 前の質問で「２ 参加していない」と答えた人にお聞きします。参加していない理由は

何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

● 部活動等に参加していない理由（その他を除いた全体）では、「入りたいクラブ・部活動がない

から」が最も多く 43.3％だった。 

等価世帯収入別の「中央値の 1/2 未満」では、「費用がかかるから」（11.1％）、「家の事情があ

るから」（25.0％）が「中央値の 1/2以上」よりも多い割合となっていた。 

世帯の状況別では、「塾や習い事が忙しいから」が「ふたり親世帯」では 27.8％であるのに対し

て、「ひとり親世帯」では 13.9％と差がみられた。 

 

【全体（学年別）】 

43.3 

23.8 

6.4 

11.4 

9.7 

28.5 

2.3 

42.1 

25.3 

5.7 

12.6 

10.0 

27.2 

2.7 

51.4 

13.5 

10.8 

2.7 

8.1 

37.8 

-

 -  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0

入りたいクラブ・部活動がないから

塾や習い事が忙しいから

費用がかかるから

家の事情(家族の世話、家事など)があるから

一緒に入る友達がいないから

その他

無回答・不明

部活動等の不参加理由（ｎ＝２９８）

全体

小学5年生
(n=261)

中学2年生
(n=37)
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【等価世帯収入別】 

42.9 

25.9 

6.6 

12.0 

10.0 

27.8 

2.3 

25.0 

13.9 

11.1 

25.0 

5.6 

30.6 

5.6 

45.7 

27.8 

5.8 

9.9 

10.8 

27.4 

1.8 

 -  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0

入りたいクラブ・部活動がないから

塾や習い事が忙しいから

費用がかかるから

家の事情(家族の世話、家事など)があるから

一緒に入る友達がいないから

その他

無回答・不明

部活動等の不参加理由（ｎ＝２５９）

全体

中央値の1/2未満
（ｎ＝36）

中央値の1/2以上
（ｎ＝223）
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【世帯の状況別】 

38.4 

23.2 

5.9 

10.7 

9.0 

24.9 

2.1 

45.7 

27.8 

5.8 

9.9 

10.8 

27.4 

1.8 

25.0 

13.9 

11.1 

25.0 

5.6 

30.6 

5.6 

 -  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0

入りたいクラブ・部活動がないから

塾や習い事が忙しいから

費用がかかるから

家の事情(家族の世話、家事など)があるから

一緒に入る友達がいないから

その他

無回答・不明

部活動等の不参加理由（ｎ＝２８９）

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝255）

ひとり親世帯
（ｎ＝34）
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４．子どもの日常的な生活状況 

（１）食事の状況（朝食） 

問 10 あなたは週にどのくらい、食事をしていますか。（a～c それぞれについて、あては

まるもの１つに○） 

 

ａ）朝食 

 

● 朝食の食事の頻度については、全体では「毎日食べる」が 82.2％だった。 

等価世帯収入別では、世帯収入が少ない方が、食事の頻度も減少していた。 

世帯の状況別では、「ふたり親世帯」で「毎日食べる」の割合は 84.0％であり、「ひとり親世帯」

では 66.7％だった。 

 

【全体（学年別）】 

82.2 

84.2 

79.3 

9.6 

9.4 

10.0 

2.5 

2.2 

3.0 

4.1 

2.9 

6.0 

1.5 

1.4 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

食事頻度（朝食）（ｎ＝９８８）

毎日食べる（週７日）

週５〜６⽇

週３〜４⽇

週１〜２⽇、ほとんど⾷
べない

無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

82.6 

67.4 

84.4 

9.3 

16.3 

8.5 

2.8 

3.3 

2.7 

4.2 

10.9 

3.5 

1.1 

2.2 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2未
満

（ｎ＝92）

中央値の1/2以
上

（ｎ＝780）

食事頻度（朝食）（ｎ＝８７２）

毎日食べる（週７日）

週５〜６⽇

週３〜４⽇

週１〜２⽇、ほとんど⾷
べない

無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

82.1 

84.0 

66.7 

9.8 

8.6 

19.0 

2.6 

2.6 

2.9 

4.0 

3.4 

9.5 

1.5 

1.4 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

食事頻度（朝食）（ｎ＝９６３）

毎日食べる（週７日）

週５〜６⽇

週３〜４⽇

週１〜２⽇、ほとんど⾷
べない

無回答・不明
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（２）食事の状況（夕食） 

問 10 あなたは週にどのくらい、食事をしていますか。（a～c それぞれについて、あては

まるもの１つに○） 

 

ｂ）夕食 

 

● 夕食の食事の頻度については、全体では「毎日食べる」が 95.6％と高い結果となった。 

等価世帯収入別では、「中央値の 1/2 未満」においても「毎日食べる」が 90％以上となっていた。 

世帯の状況別では、どの世帯においても「毎日食べる」が 90％以上と高い割合になった。 

 

【全体（学年別）】 

95.6 

94.9 

96.8 

1.3 

1.4 

1.2 

0.4 

0.5 

0.2 

0.3 

0.3 

0.2 

2.3 

2.9 

1.5 

80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

食事頻度（夕食）（ｎ＝９８８）

毎日食べる（週７日）

週５〜６⽇

週３〜４⽇

週１〜２⽇、ほとんど⾷
べない

無回答・不明

 

 

 



第３部 山口市子どもの貧困対策推進計画に係るアンケート調査の結果（第３章 子ども票の調査結果）  

- 196 - 

 

【等価世帯収入別】 

95.8 

93.5 

96.0 

1.5 

1.1 

1.5 

0.3 

3.3 

0.3 

0.4 

2.1 

2.2 

2.1 

80% 100%

全体

中央値の1/2未
満

（ｎ＝92）

中央値の1/2以
上

（ｎ＝780）

食事頻度（夕食）（ｎ＝８７２）

毎日食べる（週７日）

週５〜６⽇

週３〜４⽇

週１〜２⽇、ほとんど
食べない

無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

95.6 

96.0 

92.4 

1.3 

1.2 

2.9 

0.4 

0.2 

1.9 

0.3 

0.3 

2.3 

2.2 

2.9 

80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

食事頻度（夕食）（ｎ＝９６３）

毎日食べる（週７日）

週５〜６⽇

週３〜４⽇

週１〜２⽇、ほとんど⾷
べない

無回答・不明
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（３）食事の状況（夏期冬期休暇期間） 

問 10 あなたは週にどのくらい、食事をしていますか。（a～c それぞれについて、あては

まるもの１つに○） 

 

ｃ）夏期冬期休暇期間 

 

● 夏期や冬期の休暇期間の食事については、全体では「毎日食べる」が 86.7％だった。 

等価世帯収入別では、「毎日食べる」の割合が「中央値の 1/2 以上」で 88.6％、「中央値の 1/2

未満」では、76.1％と差がみられた。 

世帯の状況別では、「毎日食べる」の割合は、「ひとり親世帯」では 78.1％、「ふたり親世帯」で

87.9％と差がみられた。 

 

【全体（学年別）】 

86.7 

88.6 

84.0 

7.5 

5.6 

10.2 

2.3 

2.2 

2.5 

1.1 

0.7 

1.7 

2.3 

2.9 

1.5 

60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

食事頻度（夏期冬期休暇期間）（ｎ＝９８８）

毎日食べる（週７日）

週５〜６⽇

週３〜４⽇

週１〜２⽇、ほとんど⾷
べない

無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

87.3 

76.1 

88.6 

7.3 

8.7 

7.2 

2.2 

7.6 

1.5 

1.1 

5.4 

0.6 

2.1 

2.2 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2未
満

（ｎ＝92）

中央値の1/2以
上

（ｎ＝780）

食事頻度（夏期冬期休暇期間）（ｎ＝８７２）

毎日食べる（週７日）

週５〜６⽇

週３〜４⽇

週１〜２⽇、ほとんど⾷
べない

無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

86.8 

87.9 

78.1 

7.5 

7.1 

10.5 

2.4 

1.9 

6.7 

1.0 

0.9 

1.9 

2.3 

2.2 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

食事頻度（夏期冬期休暇期間）（ｎ＝９６３）

毎日食べる（週７日）

週５〜６⽇

週３〜４⽇

週１〜２⽇、ほとんど⾷
べない

無回答・不明
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（４）就寝時間 

問 11 あなたは、ふだん(月曜日～金曜日)、ほぼ同じ時間に寝ていますか。（あてはまるも

の１つに○） 

 

● 就寝時間については、全体では「そうである」と「どちらかといえばそうである」を合わせた

割合は 78.9％だった。 

等価世帯収入別では、「そうである」と「どちらかといえばそうである」をあわせた割合は「中

央値の 1/2以上」で 71.8％、「中央値の 1/2 未満」では、80.4％と差がみられた。 

世帯の状況別では、「そうである」と「どちらかといえばそうである」を合わせた割合は、「ひ

とり親世帯」で 75.3％だった。 

 

【全体（学年別）】 

31.2 

29.1 

34.2 

47.7 

49.1 

45.6 

14.1 

15.0 

12.7 

5.9 

5.8 

6.0 

1.2 

1.0 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

平日の同じ就寝時間（ｎ＝９８８）

そうである

どちらかといえば
そうである

どちらかといえば
そうではない

そうではない

無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

31.1 

26.1 

31.7 

48.4 

45.7 

48.7 

13.5 

17.4 

13.1 

6.0 

8.7 

5.6 

1.0 

2.2 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2
未満

（ｎ＝92）

中央値の1/2
以上

（ｎ＝780）

平日の同じ就寝時間（ｎ＝８７２）

そうである

どちらかといえば
そうである

どちらかといえば
そうではない

そうではない

無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

31.0 

31.4 

28.6 

48.1 

48.3 

46.7 

14.0 

14.1 

13.3 

5.8 

5.4 

9.5 

1.0 

0.9 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

平日の同じ就寝時間（ｎ＝９６３）

そうである

どちらかといえばそ
うである

どちらかといえばそ
うではない

そうではない

無回答・不明
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（５）相談できると思う相手 

問１２ あなたに困っていることや悩みごとがあるとき、あなたが相談できると思う人はだ

れですか。(１～９については、あてはまるものすべてに○) 

 

● 困っていることや悩みごとがあるとき、あなたが相談できると思う相手について、全体では「親」

が 72.5％で最も高く、続いて「学校の友達」（65.0％）だった。小学５年生では「親」が 77.7％

と最も多く、続いて「学校の友達」（60.6％）だった。中学２年生では「学校の友達」が 71.3％

で最も高く、続いて「親」（64.8％）だった。小学生から中学生に成長する中で、相談相手が親

から友達へと変化をしていると推定される。 

等価世帯収入別では、「中央値の 1/2 未満」で「学校の先生」「学校外の友達」「その他の大人」

「ネットで知り合った人」「だれにも相談できない、相談したくない」が「中央値の 1/2以上」

と比べ、多くなっていた。 

世帯の状況別の「ひとり親世帯」では、「祖父母など」「スクールカウンセラー、スクールソー

シャルワーカーなど」「その他の大人」「ネットで知り合った人」「誰にも相談できない、相談し

たくない」が「ふたり親世帯」よりも多い値となっている。 

 

【全体（学年別）】 

72.5 

26.1 

19.3 

35.1 

65.0 

15.0 

6.6 

6.3 

4.6 

7.4 

1.6 

77.7 

26.4 

22.7 

39.2 

60.6 

16.2 

5.6 

6.5 

2.2 

6.8 

1.4 

64.8 

25.7 

14.5 

29.2 

71.3 

13.2 

8.0 

6.0 

8.0 

8.2 

2.0 

 -  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0

親

きょうだい

祖⽗⺟など

学校の先生

学校の友達

学校外の友達

スクールカウンセラー、
スクールソーシャルワーカーなど

その他の大人
(塾・習い事の先生や、地域の人など)

ネットで知り合った人

だれにも相談できない、相談したくない

無回答・不明

悩み事の相談先（ｎ＝９８８）

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）
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【等価世帯収入別】 

73.3 

27.3 

19.8 

35.3 

66.2 

15.1 

6.9 

6.8 

4.4 

6.9 

1.5 

59.8 

25.0 

15.2 

35.9 

57.6 

16.3 

6.5 

7.6 

10.9 

8.7 

5.4 

74.9 

27.6 

20.4 

35.3 

67.2 

15.0 

6.9 

6.7 

3.6 

6.7 

1.0 

 -  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0

親

きょうだい

祖⽗⺟など

学校の先生

学校の友達

学校外の友達

スクールカウンセラー、
スクールソーシャルワーカーなど

その他の大人
(塾・習い事の先生や、地域の人など)

ネットで知り合った人

だれにも相談できない、相談したくない

無回答・不明

悩み事の相談先（ｎ＝８７２）

全体

中央値の1/2未満
（ｎ＝92）

中央値の1/2以上
（ｎ＝780）
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【世帯の状況別】 

72.9 

26.5 

19.4 

35.4 

65.1 

15.0 

6.5 

6.3 

4.7 

7.2 

1.6 

74.4 

27.2 

19.0 

36.1 

66.1 

15.6 

6.3 

6.2 

4.3 

6.8 

1.4 

61.0 

21.0 

22.9 

29.5 

57.1 

9.5 

8.6 

7.6 

7.6 

10.5 

2.9 

 -  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0

親

きょうだい

祖⽗⺟など

学校の先生

学校の友達

学校外の友達

スクールカウンセラー、
スクールソーシャルワーカーなど

その他の大人
(塾・習い事の先生や、地域の人など)

ネットで知り合った人

だれにも相談できない、相談したくない

無回答・不明

悩み事の相談先（ｎ＝９６３）

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）
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（６）生活満足度 

問１３ 全体として、あなたは最近の生活に、どのくらい満足していますか。「0」（まった

く満足していない）から「10」（十分に満足している）の数字で答えてください。（あ

てはまるもの１つに○） 

 

● 生活の満足度は全体で「8～10 点」が 60.3％と 60％を超えて、最も多い割合となっていた。 

等価世帯収入別では、保護者の回答と同様に世帯収入が高い方が満足度も上がる結果となった。 

世帯の状況別では、「ふたり親世帯」で「8～10 点」は 61.2％となっており、「ひとり親世帯」

では 54.3％と「ふたり親世帯」の方が、割合が多い結果となった。 

 

【全体（学年別）】 

2.5 

1.7 

3.7 

5.7 

4.1 

8.0 

9.7 

9.0 

10.7 

20.3 

19.1 

22.2 

60.3 

64.9 

53.6 

1.4 

1.2 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

生活満足度（ｎ＝９８８）

0〜2

3〜4

5

6〜7

8〜10

無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

2.6 

3.3 

2.6 

5.7 

8.7 

5.4 

9.5 

14.1 

9.0 

19.4 

16.3 

19.7 

61.7 

54.3 

62.6 

1.0 

3.3 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2未満
（ｎ＝92）

中央値の1/2以上
（ｎ＝780）

生活満足度（ｎ＝８７２）

0〜2

3〜4

5

6〜7

8〜10

無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

2.6 

2.6 

2.9 

5.6 

5.7 

4.8 

9.6 

9.6 

9.5 

20.5 

19.9 

24.8 

60.4 

61.2 

54.3 

1.3 

1.0 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

生活満足度（ｎ＝９６３）

0〜2

3〜4

5

6〜7

8〜10

無回答・不明
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（７）学校生活の満足度 

問１３－１ あなたは最近の学校での生活に、どのくらい満足していますか。「0」（まった

く満足していない）から「10」（十分)に満足している）の数字で答えてください。

（あてはまるもの１つに○） 

 

● 学校生活の満足度は全体で「8～10 点」が 52.4％と 50％を超えて、最も多い割合となっていた。 

等価世帯収入別では、生活の満足度と同様に世帯収入が高い方が満足度も上がる結果となった。 

世帯の状況別では、「ふたり親世帯」で「8～10 点」は 54.2％となっており、「ひとり親世帯」

では 41.0％と「ひとり親世帯」の方が、低い結果となった。 

 

【全体（学年別）】 

4.8 

4.1 

5.7 

9.3 

8.5 

10.5 

11.5 

12.1 

10.7 

20.5 

19.6 

21.9 

52.4 

54.5 

49.4 

1.4 

1.2 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

学校生活の満足度（ｎ＝９８８）

0〜2

3〜4

5

6〜7

8〜10

無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

4.7 

9.8 

4.1 

8.9 

13.0 

8.5 

11.8 

17.4 

11.2 

20.0 

10.9 

21.0 

53.6 

45.7 

54.5 

1.0 

3.3 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2未満
（ｎ＝92）

中央値の1/2以上
（ｎ＝780）

学校生活の満足度（ｎ＝８７２）

0〜2

3〜4

5

6〜7

8〜10

無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

4.8 

4.7 

5.7 

9.4 

8.7 

15.2 

11.3 

10.8 

15.2 

20.4 

20.5 

19.0 

52.8 

54.2 

41.0 

1.3 

1.0 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

学校生活の満足度（ｎ＝９６３）

0〜2

3〜4

5

6〜7

8〜10

無回答・不明
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（８）家庭生活の満足度 

問１３－２ あなたは最近の家庭での生活に、どのくらい満足していますか。「0」（まった

く満足していない）から「10」（十分に満足している）の数字で答えてください。

（あてはまるもの１つに○） 

 

● 家庭生活の満足度においては、全体で「8～10 点」が 69.3％であり、小学５年生では、「8～10

点」が 75.5％と、とても多い結果となった。 

等価世帯収入別では、生活の満足度と同様に世帯収入が高い方が満足度も上がる結果となった。 

世帯の状況別の「ふたり親世帯」と「ひとり親世帯」のどちらにおいても、「6点以上」は 80％

以上と高い評価になった。 

 

【全体（学年別）】 

2.1 

1.2 

3.5 

4.3 

4.1 

4.5 

7.7 

4.9 

11.7 

15.2 

13.1 

18.2 

69.3 

75.5 

60.3 

1.4 

1.2 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

家庭生活の満足度（ｎ＝９８８）

0〜2

3〜4

5

6〜7

8〜10

無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

2.2 

3.3 

2.1 

4.5 

8.7 

4.0 

7.2 

10.9 

6.8 

15.0 

14.1 

15.1 

70.1 

59.8 

71.3 

1.0 

3.3 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2未満
（ｎ＝92）

中央値の1/2以上
（ｎ＝780）

家庭生活の満足度（ｎ＝８７２）

0〜2

3〜4

5

6〜7

8〜10

無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

2.2 

2.0 

3.8 

4.3 

4.2 

4.8 

7.6 

7.6 

7.6 

15.3 

15.4 

14.3 

69.4 

69.8 

65.7 

1.3 

1.0 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

家庭生活の満足度（ｎ＝９６３）

0〜2

3〜4

5

6〜7

8〜10

無回答・不明
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（９）家族のことでの困りごとや悩みごと 

問１５ あなたは家族のことで困っていることや悩みごとがありますか。 

（あてはまるもの１つに〇） 

 

● 家族のことでの困りごとや悩みごとは、全体では、「ある」と「どちらかといえばある」を合わ

せて、12.0％だった。 

等価世帯収入別では、「ある」と「どちらかといえばある」を合わせた割合は「中央値の 1/2未

満」で 14.1％、「中央値の 1/2以上」で 11.8％となった。 

世帯の状況別では、「ある」と「どちらかといえばある」を合わせた割合は「ひとり親世帯」で

13.4％、「ふたり親世帯」で 12.0％と「ひとり親世帯」が若干多い結果となった。 

 

【全体（学年別）】 

3.7 

4.3 

3.0 

8.3 

8.3 

8.2 

17.6 

17.0 

18.5 

64.6 

64.6 

64.6 

5.8 

5.8 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

家族についての悩み事（ｎ＝９８８）

ある
どちらかといえばある
どちらかといえばない
ない
無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

3.8 

1.1 

4.1 

8.3 

13.0 

7.7 

18.0 

21.7 

17.6 

64.7 

56.5 

65.6 

5.3 

7.6 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2
未満

（ｎ＝92）

中央値の1/2
以上

（ｎ＝780）

家族についての悩み事（ｎ＝８７２）

ある
どちらかといえばある
どちらかといえばない
ない
無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

3.7 

3.8 

2.9 

8.4 

8.2 

10.5 

18.1 

17.4 

23.8 

64.1 

65.3 

54.3 

5.7 

5.4 

8.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

家族についての悩み事（ｎ＝９６３）

ある
どちらかといえばある
どちらかといえばない
ない
無回答・不明
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５．子どもの心理的な状況 

「子供の心理的な状態」に関しては、内閣府の「令和3年 子供の生活状況調査の分析報

告書」で行われた「強さと困難さアンケート（SDQ：Strengths and Difficulties 

Questionnaire）」の調査項目同様に、「情緒（不安や抑うつなど）」の問題、「仲間関係」の問

題、「向社会性」を把握するための調査項目を設定し、調査を行っている。 

 

（１）情緒の問題 

問１４ 以下のそれぞれの質問について、「１ あてはまらない」「２ まああてはまる」「３ あて

はまる」のどれかから回答してください。答えに自信がなくても、あるいは、その質問が

ばからしいと思えたとしても、全部の質問に答えてください。あなたのここ半年くらいの

ことを考えて答えてください。（a～o それぞれについて、あてはまるもの１つに○） 

 

ｂ）私は、よく頭やお腹がいたくなったり、気持ちが悪くなったりする。 

ｅ）私は、心配ごとが多く、いつも不安だ。 

ｈ）私は、落ち込んでしずんでいたり、涙ぐんだりすることがよくある。 

ｊ）私は、新しい場面に直面すると不安になり、自信をなくしやすい。 

ｏ）私は、こわがりで、すぐにおびえたりする。 

 

● 「情緒の問題」に関しては、５つの調査項目の結果を足し合わせて、スコアを算出した。（「あ

てはまらない」を 0 点、「まああてはまる」を 1 点、「あてはまる」を 2 点とした計 10 点満点。

得点が高いほど、問題性が高いと考えられる）。 

● 等価世帯収入別でみると、「情緒の問題」の平均値は、全体で 3.8、「中央値の 1/2 未満」では

3.7、「中央値の 1/2以上」では 3.3となっている。 

世帯の状況別にみると、全体では 3.4、「ふたり親世帯」で 3.3、「ひとり親世帯」で 3.8となっ

ている。 
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【等価世帯収入別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【世帯の状況別】 

3.8 3.7 3.3 

 -

 2

 4

 6

 8

 10

情緒の問題（スコアの平均値）

全体
（ｎ＝872）

中央値の1/2未満
（ｎ＝92）

中央値の1/2以上
（ｎ＝780）

3.4 3.3 
3.8 

 -

 2

 4

 6

 8

 10

情緒の問題（スコアの平均値）

全体
（ｎ＝963）

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）
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（２）仲間関係の問題 

問１４ 以下のそれぞれの質問について、「１ あてはまらない」「２ まああてはまる」「３ あて

はまる」のどれかから回答してください。答えに自信がなくても、あるいは、その質問が

ばからしいと思えたとしても、全部の質問に答えてください。あなたのここ半年くらいの

ことを考えて答えてください。（a～o それぞれについて、あてはまるもの１つに○） 

 

ｄ）私は、たいてい一人でいる。だいたいいつも一人で遊ぶか、人と付き合うことを

避ける。 

ｇ）私は、仲の良い友だちが少なくとも一人はいる。 

ｉ）私は、同じぐらいの年齢の子どもからは、だいたいは好かれている。 

ｌ）私は、他の子どもから、いじめられたり、からかわれたりする。 

ｎ）私は、他の子どもたちより、大人といる方がうまくいく。 

 

● 「仲間関係の問題」に関して、５つの調査項目の結果を足し合わせて、スコアを算出した。（「あ

てはまらない」を 0 点、「まああてはまる」を 1 点、「あてはまる」を 2 点とした計 10点満点。

得点が高いほど、問題性が高いと考えられる）。 

※「ｇ．私は、仲の良い友だちが少なくとも一人はいる。」と「ｉ．私は、同じくらいの年齢の

子どもからは、だいたいは好かれている。」の項目は、逆転項目として点数を設定している。（「あ

てはまらない」を２点、「まああてはまる」を１点、「あてはまる」を０点としている。） 

 

● 等価世帯収入別において、「仲間関係の問題」の平均値は、全体で 3.9、「中央値の 1/2 未満」

では 4.0、「中央値の 1/2以上」では 3.9となっている。 

世帯の状況別にみると、全体では 3.9、「ふたり親世帯」で 3.9、「ひとり親世帯」で 4.2となっ

ている。 
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【等価世帯収入別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【世帯の状況別】 

 

3.9 4.0 3.9 

 -

 2

 4

 6

 8

 10

仲間関係の問題（スコアの平均値）

全体
（ｎ＝872）

中央値の1/2未満
（ｎ＝92）

中央値の1/2以上
（ｎ＝780）

3.9 3.9 4.2 

 -

 2

 4

 6

 8

 10

仲間関係の問題（スコアの平均値）

全体
（ｎ＝963）

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）
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（３）向社会性 

問１４ 以下のそれぞれの質問について、「１ あてはまらない」「２ まああてはまる」「３ あて

はまる」のどれかから回答してください。答えに自信がなくても、あるいは、その質問が

ばからしいと思えたとしても、全部の質問に答えてください。あなたのここ半年くらいの

ことを考えて答えてください。（a～o それぞれについて、あてはまるもの１つに○） 

 

ａ）私は、他人に対して親切にするようにしている。私は、他人の気持ちをよく考え

る。たいてい一人でいる。だいたいいつも一人で遊ぶか、人と付き合うことを避け

る。 

ｃ）私は、他の子どもだちと、よく分け合う（食べ物・ゲーム・ペンなど）。 

ｆ）私は、誰かが心を痛めていたり、落ち込んでいたり、嫌な思いをしているときな

ど、すすんで助ける。 

ｋ）私は、年下の子どもに対してやさしくしている。 

ｍ）私は、自分からすすんでよくお手伝いをする（親・先生・他の子どもたちなど）。 

● 「向社会性」に関しても、５つの調査項目の結果を足し合わせて、スコアを算出した。（「あて

はまらない」を 0 点、「まああてはまる」を 1点、「あてはまる」を 2点とした計10点満点。得

点が高いほど、社会性が高いと考えられる）。 

● 等価世帯収入別では、「向社会性」の平均値は、全体で 6.0、「中央値の 1/2 未満」では 5.8、「中

央値の 1/2以上」では 6.1となっている。 

世帯の状況別にみると、全体では 6.0、「ふたり親世帯」で 6.0、「ひとり親世帯」でも 6.0とな

っている。 

 

 

 

 

 



第３部 山口市子どもの貧困対策推進計画に係るアンケート調査の結果（第３章 子ども票の調査結果） 

- 217 - 

 

【等価世帯収入別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【世帯の状況別】 

 

 

6.0 5.8 6.1 

 -

 2

 4

 6

 8

 10

向社会性（スコアの平均値）

全体
（ｎ＝872）

中央値の1/2未満
（ｎ＝92）

中央値の1/2以上
（ｎ＝780）

6.0 6.0 6.0 

 -

 2

 4

 6

 8

 10

向社会性（スコアの平均値）

全体
（ｎ＝963）

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）
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６．支援制度の利用状況 

（１）子どもの支援制度・居場所の利用状況 

問１６ あなたは、次のａ～ｄのような場所を利用したことがありますか。 

また、利用したことはない場合、今後利用したいと思いますか。（a～ｄそれぞれに

ついて、あてはまるもの１つに○） 

 

● 子どもの支援制度や居場所の利用状況について、「利用したことがある」の割合は「平日の夜や

休日を過ごすことができる場所」が 57.8％、「夕ごはんを無料で安く食べることができる場所」

が 11.0％、「勉強を無料でみてくれる場所」が 6.7％、「何でも相談できる場所」が 3.5％だっ

た。また、「あれば利用したいと思う」を加えると、25％以上（4人に 1人が利用したい）とい

う結果となった。 

 

57.8 

11.0 

6.7 

3.5 

10.1 

37.1 

38.8 

24.5 

12.3 

23.2 

24.1 

31.8 

15.5 

23.5 

24.9 

34.8 

4.3 

5.2 

5.6 

5.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日の夜や休日を過ごすこと
ができる場所

夕ごはんを無料か安く食べる
ことができる場所

勉強を無料でみてくれる場所

何でも相談できる場所

支援制度・居場所等の利用状況（ｎ＝９８８）

利用したことがあ
る
あれば利用したい
と思う
今後も利用したい
と思わない
今後利用したいか
どうか分からない
無回答・不明
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問１６ あなたは、次のａ～ｄのような場所を利用したことがありますか。 

また、利用したことはない場合、今後利用したいと思いますか。（a～ｄそれぞれについ

て、あてはまるもの１つに○） 

 

ａ）（自分や友人の家以外で）平日の夜や休日を過ごすことができる場所（塾・習い事、

地域のスポーツクラブや文化クラブ、放課後児童クラブ（学童保育）や放課後等デイ

サービス、放課後子ども教室、児童館など） 

 

● 平日の夜や休日を過ごすことができる場所については、全体で「利用したことがある」が 57.8％

と半数以上が利用したことがあるという結果となった。 

等価世帯収入別では、世帯収入が高い方が「利用したことがある」の割合が多い結果となった。 

世帯の状況別では、「ふたり親世帯」が 58.2％と、「ひとり親世帯」（54.3％）よりも多い割合

となった。 

 

【全体（学年別）】 

57.8 

52.5 

65.6 

10.1 

10.6 

9.5 

12.3 

13.6 

10.5 

15.5 

18.9 

10.5 

4.3 

4.4 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

平日の夜や休日を過ごすことができる場所（ｎ＝９８８）

利用したことがある

あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない

今後利用したいかどうか分か
らない

無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

58.4 

51.1 

59.2 

9.7 

13.0 

9.4 

12.4 

12.0 

12.4 

15.4 

19.6 

14.9 

4.1 

4.3 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2

未満
（ｎ＝92）

中央値の1/2

以上
（ｎ＝780）

平日の夜や休日を過ごすことができる場所（ｎ＝８７２）

利用したことがある

あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない

今後利用したいかどうか分か
らない

無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

57.7 

58.2 

54.3 

10.3 

10.1 

11.4 

12.3 

11.8 

16.2 

15.6 

15.6 

15.2 

4.2 

4.3 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

平日の夜や休日を過ごすことができる場所（ｎ＝９６３）

利用したことがある

あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない

今後利用したいかどうか分から
ない

無回答・不明

 



第３部 山口市子どもの貧困対策推進計画に係るアンケート調査の結果（第３章 子ども票の調査結果） 

- 221 - 

 

問１６ あなたは、次のａ～ｄのような場所を利用したことがありますか。 

また、利用したことはない場合、今後利用したいと思いますか。（a～ｄそれぞれについ

て、あてはまるもの１つに○） 

 

ｂ）（自分や友人の家以外で）夕ごはんを無料か安く食べることができる場所（こども

食堂など） 

 

● 夕ごはんを無料か安く食べることができる場所については、全体で「利用したことがある」

が 11.0％という結果となった。 

等価世帯収入別では、「中央値の 1/2 未満」と「中央値の 1/2以上」で「利用したことがある」

はほぼ同じ割合だった。 

世帯の状況別では、「ふたり親世帯」と「ひとり親世帯」で「利用したことがある」はほぼ同じ

割合となった。 

 

【全体（学年別）】 

11.0 

12.3 

9.2 

37.1 

41.1 

31.4 

23.2 

20.4 

27.2 

23.5 

20.3 

28.2 

5.2 

6.0 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

夕ごはんを無料か安く食べることができる場所（ｎ＝９８８）

利用したことがある
あれば利用したいと思う
今後も利用したいと思わない
今後利用したいかどうか分からない
無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

10.3 

10.9 

10.3 

37.6 

40.2 

37.3 

23.2 

15.2 

24.1 

23.7 

28.3 

23.2 

5.2 

5.4 

5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2

未満
（ｎ＝92）

中央値の1/2

以上
（ｎ＝780）

夕ごはんを無料か安く食べることができる場所（ｎ＝８７２）

利用したことがある
あれば利用したいと思う
今後も利用したいと思わない
今後利用したいかどうか分からない
無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

11.1 

11.1 

11.4 

37.2 

37.1 

38.1 

23.2 

23.4 

21.0 

23.5 

23.3 

24.8 

5.1 

5.1 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

夕ごはんを無料か安く食べることができる場所（ｎ＝９６３）

利用したことがある
あれば利用したいと思う
今後も利用したいと思わない
今後利用したいかどうか分からない
無回答・不明
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問１６ あなたは、次のａ～ｄのような場所を利用したことがありますか。 

また、利用したことはない場合、今後利用したいと思いますか。（a～ｄそれぞれに

ついて、あてはまるもの１つに○） 

 

ｃ）勉強を無料でみてくれる場所 

 

● 勉強を無料でみてくれる場所については、全体で「利用したことがある」は 6.7％となった。

「あれば利用したいと思う」に関しては、38.8％と多い結果となった。 

 

【全体（学年別）】 

6.7 

7.3 

5.7 

38.8 

37.0 

41.4 

24.1 

23.5 

24.9 

24.9 

25.4 

24.2 

5.6 

6.8 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

勉強を無料でみてくれる場所（ｎ＝９８８）

利用したことがある
あれば利用したいと思う
今後も利用したいと思わない
今後利用したいかどうか分からない
無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

6.8 

14.1 

5.9 

39.0 

34.8 

39.5 

24.2 

17.4 

25.0 

24.5 

28.3 

24.1 

5.5 

5.4 

5.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2
未満

（ｎ＝92）

中央値の1/2
以上

（ｎ＝780）

勉強を無料でみてくれる場所（ｎ＝８７２）

利用したことがある
あれば利用したいと思う
今後も利用したいと思わない
今後利用したいかどうか分からない
無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

6.9 

5.9 

14.3 

38.9 

39.0 

38.1 

23.8 

24.1 

21.0 

24.9 

25.4 

21.0 

5.5 

5.5 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

勉強を無料でみてくれる場所（ｎ＝９６３）

利用したことがある
あれば利用したいと思う
今後も利用したいと思わない
今後利用したいかどうか分からない
無回答・不明
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問１６ あなたは、次のａ～ｄのような場所を利用したことがありますか。 

また、利用したことはない場合、今後利用したいと思いますか。（a～ｄそれぞれについて、

あてはまるもの１つに○） 

 

ｄ）（家や学校以外で）なんでも相談できる場所（電話やネットの相談も含む） 

 

● 何でも相談できる場所は、全体では、「利用したことがある」は 3.5％で、「あれば利用したい

と思う」が 24.5％だった。 

等価世帯収入別では、「利用したことがある」の割合は「中央値の 1/2 未満」で 3.3％、「中央

値の 1/2以上」で 4.0％だった。 

世帯の状況別では、「ふたり親世帯」で 3.3％、「ひとり親世帯」で 6.7％となった。 

 

【全体（学年別）】 

3.5 

3.4 

3.7 

24.5 

26.2 

21.9 

31.8 

31.9 

31.7 

34.8 

32.5 

38.2 

5.4 

6.0 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

小学5年生
（ｎ＝587）

中学2年生
（ｎ＝401）

何でも相談できる場所（ｎ＝９８８）

利用したことがある
あれば利用したいと思う
今後も利用したいと思わない
今後利用したいかどうか分からない
無回答・不明
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【等価世帯収入別】 

3.9 

3.3 

4.0 

24.9 

25.0 

24.9 

31.5 

22.8 

32.6 

34.4 

43.5 

33.3 

5.3 

5.4 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

中央値の1/2

未満
（ｎ＝92）

中央値の1/2

以上
（ｎ＝780）

何でも相談できる場所（ｎ＝８７２）

利用したことがある
あれば利用したいと思う
今後も利用したいと思わない
今後利用したいかどうか分からない
無回答・不明

 

 

 

【世帯の状況別】 

3.6 

3.3 

6.7 

24.7 

24.6 

25.7 

31.6 

32.2 

26.7 

34.8 

34.7 

35.2 

5.3 

5.2 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝858）

ひとり親世帯
（ｎ＝105）

何でも相談できる場所（ｎ＝９６３）

利用したことがある
あれば利用したいと思う
今後も利用したいと思わない
今後利用したいかどうか分からない
無回答・不明
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（２）子どもの支援制度・居場所を利用したことによる変化 

問１７ 前の質問で、1 つでも「1 利用したことがある」を答えた方にお聞きします。そこ

を利用したことで、以下のような変化がありましたか。（１～８については、あてはま

るものすべてに〇） 

 

● 支援制度や居場所を利用したことによる変化は、「友だちが増えた」が 47.9％で最も多く、続

いて「生活の中で楽しみなことが増えた」（35.5％）、「勉強する時間が増えた」（29.4％）、「気

軽に話せる大人が増えた」（28.4％）、「勉強がわかるようになった」（24.3％）の順となってい

た。 

「勉強する時間が増えた」、「気軽に話せる大人が増えた」、「勉強がわかるようになった」の効

果が見受けられることから、支援制度や居場所を活用することで、勉強時間の増加や勉強の理

解を深める場の提供に繋げることができる可能性があると考えられる。 

等価世帯収入別では、「気軽に話せる大人が増えた」、「生活の中で楽しみなことが増えた」、「勉

強がわかるようになった」の項目で「中央値の 1/2 未満」の割合が「中央値の 1/2以上」より

も多い結果となった。 

世帯の状況別では、「友達が増えた」、「気軽に話せる大人が増えた」、「勉強がわかるようになっ

た」、「勉強する時間が増えた」の項目で「ひとり親世帯」の割合が「ふたり親世帯」よりも多

い結果となった。 
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【全体（学年別）】 

47.9 

28.4 

35.5 

23.5 

9.7 

24.3 

29.4 

8.3 

16.3 

9.6 

60.6 

34.6 

45.7 

29.4 

15.1 

20.0 

24.0 

11.1 

12.9 

7.4 

31.9 

20.7 

22.5 

15.9 

2.9 

29.7 

36.2 

4.7 

20.7 

12.3 

 -  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0

友だちが増えた

気軽に話せる大人が増えた

生活の中で楽しみなことが増えた

ほっとできる時間が増えた

栄養のある食事をとれることが増えた

勉強がわかるようになった

勉強する時間が増えた

その他

特に変化はない

無回答・不明

支援制度・居場所を利用しての変化（ｎ＝６２６）

全体

小学5年生
（ｎ＝350）

中学2年生
（ｎ＝276）
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【等価世帯収入別】 

47.9 

29.5 

35.1 

23.6 

9.5 

24.3 

29.9 

8.8 

16.0 

9.2 

42.9 

32.1 

37.5 

23.2 

8.9 

30.4 

25.0 

10.7 

21.4 

12.5 

48.5 

29.3 

34.9 

23.6 

9.6 

23.6 

30.5 

8.6 

15.4 

8.8 

 -  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0

友だちが増えた

気軽に話せる大人が増えた

生活の中で楽しみなことが増えた

ほっとできる時間が増えた

栄養のある食事をとれることが増えた

勉強がわかるようになった

勉強する時間が増えた

その他

特に変化はない

無回答・不明

支援制度・居場所を利用しての変化（ｎ＝５５５）

全体

中央値の1/2未満
（ｎ＝56）

中央値の1/2以上
（ｎ＝499）
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【世帯の状況別】 

47.6 

28.5 

35.4 

23.9 

9.8 

24.4 

29.6 

8.5 

16.4 

9.3 

47.4 

27.9 

35.8 

24.4 

10.7 

24.2 

29.3 

8.3 

15.9 

9.2 

49.3 

33.3 

31.9 

20.3 

2.9 

26.1 

31.9 

10.1 

20.3 

10.1 

 -  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0

友だちが増えた

気軽に話せる大人が増えた

生活の中で楽しみなことが増えた

ほっとできる時間が増えた

栄養のある食事をとれることが増えた

勉強がわかるようになった

勉強する時間が増えた

その他

特に変化はない

無回答・不明

支援制度・居場所を利用しての変化（ｎ＝６１１）

全体

ふたり親世帯
（ｎ＝542）

ひとり親世帯
（ｎ＝69）
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